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序

本報告書は、益田市教育委員会が平成 22年度から 23年度にかけて実施した国道 488号長沢バ

イパス社会資本整備総合交付金 (改良)工事に伴う山崎遺跡の発掘調査の結果をまとめたものです。

当該地は国道 488号バイパス改築 (改良)工事に伴 う残土処理場候補地 として選定されたこと

から、平成 21年度に事業主体者の島根県益田県土整備事務所より埋蔵文化財包蔵確認についての

協議依頼があり、埋蔵文化財包蔵地が存在する可能性が考えられたため、同年度の秋季に試掘確認

調査を実施しました。

当初は周知遺跡の嶽城跡 (中世の山城)の麓にあたることから中世遺跡の可能性を想定していま

したが、試掘調査の結果、縄文時代の遺跡が所在し、当該地一帯に広がりをもつことが確認されま

した。この結果に基づき、事業主体者の協力を頂いた上で開発事業前に本発掘調査を実施しました。

遺跡からは、約 8000年前に遡る押型文土器 といわれる縄文時代早期の土器をはじめ、約 4000

年から3000年前の約 1000年間にわたる縄文時代後期の土器が多量に出土したほか、東日本から

伝播したといわれ、島根県では初見 となる土器埋設炉のほか、石囲炉、竪穴住居などの遺構も発見

されました。

当時の人びとの移動状況や生活環境、居住 (集落形成)の変遷、縄文文化の伝播形態などを知る

上で多くの情報を提供する貴重な遺跡であり、益田の原始時代に新たな歴史像が加えられました。

本書で紹介する調査成果が今後の西 日本における縄文研究への一助となることを期待するととも

に、地域の教育や活性化のために活用を図っていきたいと考えております。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の刊行にあたり、ご協力頂きました島根県益田県土整

備事務所、地元の方々並びに関係者の皆様に厚 く御礼申し上げます。

平成 27年 3月

益田市教育委員会

教育長 本寸 チ
「

| 修



例  言

1.本書は、益田市教育委員会が島根県益田県土整備事務所からの委託により平成 22年度から平

成 23年度までに実施した国道 488号長沢バイパス社会資本整備総合交付金 (改良)工事に

伴う山崎遺跡埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.本書で報告する遺跡は下記のとおりである。

島根県益田市匹見町澄川イ 8242ほか 山崎遺跡

3.調査組織は次のとおりである。

調査主体 益田市教育委員会

平成 22年度   国道 488号長沢バイパス社会資本整備総合交付金 (改良)工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査業務

【事 務 局】  益田市教育委員会文化財課

木原 光 (課長)、 河野敏弘 (課長補佐)

【調 査 員】  山本浩之 (主任)

【調査補助員】  世良 啓 (嘱託職員)

平成 23年度   国道 488号長沢バイパス社会資本整備総合交付金 (改良)工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査業務

【事 務 局】  益田市教育委員会文化財課

木原 光 (課長)、 河野敏弘 (課長補佐)、 山本浩之 (主査)

【調 査 員】  山本浩之 (主査)

【調査補助員】  世良 啓 (嘱託職員)

平成 24年度   国道 488号長沢バイパス社会資本整備総合交付金 (改良)工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査業務

【事 務 局】  益田市教育委員会文化財課

木原 光 (課長)、 可部 裕 (課長補佐)、 山本浩之 (主査)

【調 査 員】  山本浩之 (主査)

【調査補助員】  世良 啓 (嘱託職員)

平成 25年度   国道 488号長沢バイパス防災安全交付金 (改良)工事 (2月 補経済対策)

に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

【事 務 局】  益田市教育委員会文化財課

木原 光 (課長)、 石田 公 (課長補佐)、 山本浩之 (主査)

【調 査 員】  山本浩之 (主査)

【調査補助員】  世良 啓 (嘱託職員)



平成 26年度

【事 務 局】

【調 査 員】

国道 488号 (長沢バイパス)社会資本整備総合交付金 (改築)工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査業務

益田市教育委員会文化財課

木原 光 (課長 )、 石田 公 (課長補佐)、 山本浩之 (主査)

山本浩之 (主査)

石川浩二、石川嶺生、伊藤 忠、今田義雄、川本清子、佐藤泰彦、

間庭 誠、村上晴子、山本吉一、渡邊 進

石田基臣、岩本雅江、岩本裕紀、大谷準一、大谷三知子、大庭寿正、

可部秀治、川崎育子、河野正幸、児玉 榮、佐々木直人、佐藤泰彦、

城市幸男、高松信自、武田膚久、田中 優、田原美代子、寺井亜悠美、

西坂松子、西田 勝、羽板和良、平谷吾郎、平原親志、広野拓司、

増見祥典、益井 清、三浦竜之介、宮川 仁、椋 務、椋 庄蔵、

籾山泰廣、森 伊佐男、山根定男、山根春夫、横田幸和、領家 剛、

4.調査に係る経費は、島根県益田県土整備事務所が負担した。

5。 現地調査及び報告書作成に関しては、以下の機関、方々から指導、助言をいただいた (所属は

当時)。

島根県教育庁文化財課、中村友博 (山口大学人文学部教授)、 田中義昭 (元島根大学教授 )、 石

賀裕明 (島根大学総合理工学部教授)、 酒井哲弥 (島根大学総合理工学部准教授)、 竹広文明 (広

島大学大学院文学研究科。文学部准教授)、 泉 拓良 (京都大学大学院文学研究科・文学部教授)、

千葉 豊 (京都大学埋蔵文化財調査センター教授 )、 矢野健― (立命館大学文学部教授 )、 柳浦

俊― (島根県古代文化センター)、 幡中光輔 (同 )、 角田徳幸 (島根県教育委員会)、 松尾充晶 (同 )、

渡邊友千代 (匹見上公民館長)、 稲田陽介 (島根県埋蔵文化財調査センター)、 渡遇 聡 (同 )

6。 発掘調査作業及び整理作業には、下記の方々に参加していただいた。

平成 22年度

相川正則、安部美穂、

高松信自、福場政信、

平成 22・ 23年度

石川倖枝、石川嶺生、

岡本昌幸、角田 進、

澤江守男、島田 保、

寺戸 悟、豊田 薫、

藤井初義、藤原 稔、

村上武夫、村上晴子、

渡辺政喜

整理作業 (平成 22年度～平成 26年度)

青木仁美、青江昌一、世良 啓、寺戸淳二、藤原剛志、三浦竜之介、両見美鈴

※平成 22年度の発掘作業員については、株式会社ひきみと人材派遣契約を締結 した。平成

22年度後半以降の作業員は益田市が直接雇用した。

7.挿図中の方位は測量法による第Ш系座標X軸の方向を指す。また、平面直角座標系XY軸は世

界測地系による。レベルは海抜高を示す。

8。 現地及び遺物写真は山本が行い、遺構図・土層図などのデジタルデータ編集は世良が行った。



9,本報告書の執筆及び編集は、幡中、柳浦の助言を得て山本が行った。

10。 自然科学的分野の分析を次の方に依頼し、また第 5章では下記の方々から玉稿をいただいた。

花粉分析 :文化財調査コンサルタント株式会社

柳浦俊― (島根県立古代出雲歴史博物館)

幡中光輔 (出雲市文化環境部 文化財課)

11.遺跡整備 (除草)業務については社団法人 シルバー人材センター (理事長 笹川 清 )、 出

土遺物整理業務 (注記・実測 。トレース)についてはいなか合 (代表 田中義昭)、 自然科学

的分析 (花粉分析)については文化財調査コンサルタント株式会社 (代表取締役 渡邊正巳)、

土器埋設炉模型作製業務については有限会社グリーンセンター芳樹園 (代表取締役 宮迫芳

樹 )、 3次元地形測量業務については株式会社 トーワエンジニアリング (代表取締役 佐藤

浩 )、 空中写真撮影業務については株式会社エイテック 益田営業所 (所長 渡部徳―)に委託

した。また作業員駐車場の賃貸借については豊田 薫氏にご協力を頂いた。

12.遺物実測図の修正、遺物挿図・観察表の作成は、柳浦が行った。

13,本書に掲載した出土遺物及び実測図、写真等は益田市教育委員会文化財課で保管している。

なお、出土遺物の註記は、発掘調査の進捗によって同一遺構出上でも異なる表記をした場合

がある。これらは整理段階で出土地点別に分類 し、最終的には本書の記載に沿って調査区、遺

構ごとにまとめて収蔵 した。
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図版 2

山崎遺跡全景

(発掘調査後 北東から)
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(下)発掘調査前の状況
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第 1章 調査に至る経緯

益田市匹見町では、東 ―西方向に貫通して益田市横田町の国道 9号に接続する国道 488号にお

いて、澄川地区を中心に長沢バイパス改築 (改良)工事の話が進められており、平成 21年 6月 9

日付け益整第 1846号で事業者である島根県益田県土整備事務所から残土処理場予定地内に係る埋

蔵文化財についての協議依頼を受けた。

分布調査からは、開発予定区域 (面積約 20,000M)の周辺には原始から中世に至る周知遺跡が

点在すること。また区域内は 2河川の相会地という立地条件等により発達した河岸段丘の形成を窺

えることより埋蔵文化財包蔵の可能性を推定できたことから、当該区域のうちの河川沿い (南側)

の削平推定範囲と上流側 (東側)の既往開発工事に伴う残土埋立範囲を除いた西半域の約 10,000

∬を対象とした試掘調査の必要性を平成 21年 6月 15日付け益教文第 36号で回答している。

試掘調査は任意に 13箇所の試掘坑を設けて、平成 21年 10月 23日 から同年 12月 11日 まで

実施した。その結果、大半の調査区から縄文時代後期の遺物が確認され、中でも高位置から中位置

にかけての段丘面では縄文時代早期に係る遺物も少量確認されたことから遺跡 と確認されたもの

で、当該地点の地名から山崎 (や まさき)遺跡 と呼称することとし、平成 21年 12月 14日付け

益教文第 lH号で遺跡発見の手続きを終了した。なお開発予定区域の西端域からは、近代に稼働

した索道 。澄川駅の建物基礎跡も確認されている。

この調査結果を基に、事業者に対しては開発行為前の発掘調査の必要性を伝えた上で協力をお願

いする一方で、事業者・関係部局との継続的な協議の実施や開発対象地の公有化を行っている。そ

0                           50km

広島県

1山崎遺跡

5三宅御土居跡

9久城西 H遺跡

13水田/上遺跡

17田中/尻遺跡

2安富王子台遺跡

6沖手遺跡

10広戸 A・ B遺跡

14上ノ原遺跡

48蔵屋敷田遺跡

3中小路遺跡

7堂ノ上遺跡

11中ノ坪遺跡

15ヨ レ・イセ遺跡

4羽場遺跡

8岩葉台遺跡

12石 ケ坪遺跡

16新槙原遺跡

益田市匹見町の位置と縄文遺跡
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して文化財保護法第 94条第 1項等に係る埋蔵文化財発掘の通知 (平成 22年 9月 21日付け益

整第 3055号 )や文化財保護法第 99条第 1項等に係る埋蔵文化財発掘調査の通知 (平成 22年 10

月 18日付け益教文第 118号 )な どの文化財保護法上の所定の手続きを行い、事業者 との受託契

約を締結の後は、平成 22年 11月 から2ヵ 年度にわたり遺跡の推定範囲約 5,700活を対象とした

本発掘調査を実施することになった。

第 2章 遺跡の位置と周辺の遺跡

益田市は、島根県の西端に位置し、総面積 733.24面 を測る石西地域の中核都市である。地理的

にみると、北は約 33kmの海岸線で日本海に面し、東は浜田市、西は山口県、鹿足郡津和野町・

吉賀町と境を接し、南は中国山地の脊梁部で広島県と境界を分け合っており、旧国は石見 (い わみ)

国に属して、西は長門 (ながと)国に接した (位置図参照)。

平成の大合併で平成 16年 11月 に旧美都町と旧匹見町が益田市に編入 し新益田市が発足して、

本年度で 10周年の節目を迎えている。益田市の人口は平成 27年 1月 末時点で 49,252人 (世帯

数 21,567)であり、そのうち市南部に位置する匹見町は総面積 300.08断 を測り、人口 1,274人 (世

帯数 697)を数えている。

本遺跡の所在する澄川 (すみがわ)地区は、匹見町内における7地区 (旧大字単位)の うちの 1

地区に当たり、町域の北西側に位置し、標高は河岸段丘の可耕地で 140～ 180m、 そして大部分

は 500～ 700m台の山地で占められているという立地にある。地区を貫流する匹見川 (一級河川)

は、小さな蛇行を繰 り返しながら、中流の長尾原で能登川、下流の大津で北流した石谷川の支流を

集め、凡そ北東方向に流化して高津川 (一級河川)に合流している。その人文活動域といえば、そ

の匹見川が形成した持二郎・三出原 。長尾原・土井原などの集落地区内の段丘地や河川の合流地に

みることができるが、本地区には現在 190人 (世帯数 101)の人口を数えることができる。

このうち三出原地内は、明治 22年に広瀬・石谷などの大字単位を含めて匹見下村として成立し

た当時、役場などの諸宮庁が置かれ、北西部域の中心的役割を果たした場所であった。それは匹見

上村。道川村との 3ケ村の合併によって、匹見村となった昭和 30年 (同 31年には町制が施行され、

匹見町となる)まで続くが、活計を支えた農林業が衰微した現在でも、郵便局・公民館などに余脈

をみることができる。

さて長尾原 (な ごうばら)に位置する山崎 (や まさき)遺跡は、島根県益田市匹見町澄川イ

824-2ほ かに所在している。当該地は南側を西流する匹見川と西側を南流する能登川との相会地に

あたり、舌状に突出した匹見川右岸の河岸段丘上に位置する。そこは周知遺跡の嶽城跡 (中世山城)

の山裾南側にあたり、標高 153～ 161mを測って匹見川に向かって緩やかに傾斜しており (比高

差は約 10～ 12m)、 遺跡は山麓中腹から河端部まで広がりをみせている。発掘調査前の地形観察

では、河岸段丘は上位 。中位・下位の 3段が確認されており、いずれも水田として利用されていた。

ここで益田市域に目を転じて、縄文遺跡の分布について着目してみたい (位置図参照)。 旧益田

市では安富王子台遺跡 (縄文時代後晩期)、 中小路遺跡 (縄文時代晩期)、 羽場遺跡 (縄文時代晩期)、

沖手遺跡 (縄文時代後晩期 :丸木舟)、 三宅御土居跡 (史跡 :縄文時代晩期)、 堂ノ上遺跡 。久城西

Ⅱ遺跡 (縄文時代尖頭器)、 若葉台遺跡 (縄文時代後期 :陥 し穴)な どがみられるが、遺跡数とし

ては限られる一方で、縄文遺跡が集中する地域は山間地の匹見町といえ、70ケ所を超える縄文遺

跡が確認されている。代表的なもので、広戸 A・ B遺跡 (縄文時代後期)、 中ノ坪遺跡 (市史跡 :
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縄文時代前期)、 石ケ坪遺跡 (市史跡 :縄文時代中後期)、 水田ノ上遺跡 (市史跡 :縄文時代後晩期)、

上ノ原遺跡 (市史跡 :縄文時代早期)、 ヨレ・イセ遺跡 (市史跡 :縄文時代後晩期)、 新槙原遺跡 (県

史跡 :旧石器時代、縄文時代早前期)、 田中ノ尻遺跡 (市史跡 :縄文時代前期)、 蔵屋敷田遺跡 (市

第1図 遺跡位置と周辺の遺跡分布図

番号 遺跡名 種別 時代 遺跡番号 番号 遺跡名 種別 時代 遺跡番号

① 山崎遺跡 集落地 縄文 S212 ② 金山溢銅山跡 鉱山跡 近世 S 174

② 長尾原遺跡 集落地 中世 〇 芝遺跡 集落地 縄文 S 175

③ 嶽城跡 山城跡 中世 S 178 ⑭ 小田原遺跡 散布地 縄文 S 176

④ アガリ遺跡 散布地 縄文 S 182 ⑮ 舟戸遺跡 散布地 縄文 S 173

⑤ 寺ノ前遺跡 散布地 縄文 S 183 ⑮ 長蓮寺跡 寺院跡 近世 S 172

⑥ 畷遺跡 散布地 弥生 S 184 ⑦ 山根ノ下遺跡 集落地 中世 S 171

⑦ 土井原土井跡 館跡 中世 S 185 〇 小私遺跡 散布地 縄文 S 170

③ 叶松城跡 山城跡 中世 S 186 ⑩ 広瀬城跡 山城跡 中世 S 168

③ 金山城跡 山城跡 中世 S 187 ⑩ 沖ノ原遺跡 集落地 縄文 S 167

⑩ 田屋ノ原遺跡 散布地 休生 S 177 ④ 和又杜古墳 古墳 古墳 S 166

① 丸渕餌跡 製鉄跡 近世 S 179 ② 碁盤嶽城跡 山城跡 中世 S 165

周辺の遺跡一覧表
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史跡 :縄文時代早期)な どがみられて枚挙にいとまがない。また縄文時代後晩期に限ってみると、

匹見町内では匹見地区と広瀬・澄川地区に遺跡が集中する様子が看取でき、時期別に縄文文化の変

遷や流入過程を辿れる上で興味深いといえる。

また本報告する澄川地区長尾原の山崎遺跡周辺には、昨今の発掘調査成果も含めた多くの遺跡を

確認することができる (第 1図 )。

例えば原始遺跡では、土井原に縄文時代中期に比定される船元式・波子式・春日式・里木 Ⅱ式土

器などが出土した寺ノ前遺跡、弥生土器などが出土した畷 (なわて)遺跡、三出原に縄文時代中期

末～後期前葉の上器と多出した弥生土器を特徴とする田屋ノ原遺跡などがみられるとともに、能登

川を挟んだ近辺の西側地点に縄文時代早期末と想定される繊維土器や縄文時代前期初頭の羽島下層

式土器、春日式土器などが出土した土井原のアガリ遺跡などが確認できる。

また持二郎には、鐘崎式土器が出土した芝遺跡、縄文時代後晩期のものと考えられる舟戸遺跡、

縄文時代後晩期の小私 (こ ぶけ)遺跡や縄文時代中期後半の里木Ⅲ式上器の出土した小田原遺跡な

どがみられることから、当該地区においては比較的縄文人にとっての生活適地と推測できるが、弥

生遺跡は貧弱といえ、また今のところ古墳は確認できないという疎密性がみられる。

中世遺跡としては、まず持二郎の山根ノ下遺跡 (市史跡)があげられる。発掘調査では鎌倉時代

末期の住居址が検出されているが、和鏡 。鉄剣、青磁・白磁なども確認されたことから、当該期に

おける支配階級者の住居跡であったと想定されている。また山城としては、山崎遺跡から 1血下流

側の土井原に叶松城跡 (市史跡)があり、その山裾には寺戸氏 (益田氏の家臣)の居館とも推測で

きる「 ドイ」の地名が遺る。そして本遺跡の北側上には叶松城跡の枝城であったと想定される前述

の嶽城跡も存在するなど、山間地における地侍たちの割拠の様子を窺い知ることができる。また生

産遺跡としては、嶽城跡至近の北側に位置し、製鉄遺跡と捉えられる長尾原遺跡がみられるが、精

銅の可能性や寺戸氏との関与も推測されている。

このように中世を概観すると、本地区は平安時代末期までは国衛 (別府)領であったものの、以

降は西石見に覇権した益田氏の影響下にあったと推定されている。同氏の基本台帳である「益田本

郷御年貢井田数日録帳」(1376年 )や「益田本郷田数注文」には奥十二畠として区分され、すみ

かハ (澄川)名・物二郎 (持二郎)名 。なかわら名 。やまさき (山崎)名・さなてハら (三出原)

名などの具体的な名田もみえることで、南北朝期には益田氏の勢力が及んでいたと考えられること

から、本遺跡名の「山崎」は当該期以降に遺されてきた地名と推測できる。

なお近世の落政期には浜田藩の支配を受け、三出原には正徳年間 (17H～ 1715)に 益田代官

所の付設としての澄川出張所が設けられていた。一方、美都町の丸山銅山と同鉱床にあるというこ

とから、本地区でも金山・魚ケ原などといった銅採掘坑跡も少なくなく、現に同地の谷回は銅生産

地として大森銀山領 (天領)であったとされる。このほか製鉄遺跡として能登に丸渕領跡、火ノロ

領跡があった。参考として『角川日本地名大事典 -32-島根県』には、明暦 2年 (1656年 )の も

のとして本地区は「戸数 137、 村高 353石」と記されている。

近代以降には、匹見町の農林業を支えてきた索道 (ケーブルによる空中輸送を行う交通機関)が

大正 11年から昭和 26年までの約 30年間にわたって稼働しており、本遺跡の西側には索道・澄

川駅が存在していた。
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第 3章 遺跡の立地と調査の経過

平成 22年度の山崎遺跡の発掘調査は、平成 22(2010)年 11月 8日 から平成 23年 3月 18日

まで行った。広域に及ぶ調査対象地では、さらに詳細な土層堆積状況や検出遺構・出土遺物の疎密

などを確認して調査計画を策定する必要があったため、最初に南北を任意に 2分する東西 トレンチ

(通称 :EWT l～ -4)と それに直交する南北 トレンチ (通称 :NST l・ -2)と いう「逆 T字」状

の調査 トレンチを設けることとした。

その結果、東西 トレンチの中央部と東半部及び南北 トレンチの南部中央寄 りからは、縄文時代後

期に係る多量の遺物が確認され、南北 トレンチの北半部からは縄文時代早期に係る押型文土器がま

とまりをもって発見された。一方、東西 トレンチの西半部は河床礫が多 くみられ、索道・澄川駅の

建設に伴うと推定される過度の影響も窺えることから、遺跡 としては希薄である様子が看取された。

追加した各試掘坑の調査状況も鑑みて、遺跡地西側の索道・澄川駅跡一帯の約 1,700だ は発掘調

査の非対象範囲と判断する中で、当該年度は東西 トレンチを境に北域 (A・ B区を含む上段面、 C

区の中段面、 D・ E区の中～下段面)を中心に調査を実施することとした。 E区南側には一段低い

段丘面があり、ここにも試掘抗を設定した。ここでは遺物・遺構 ともに検出されなかったことから、

面的調査は行わなかった。

調査順序は、まず多量の遺物や集石状遺構が検出された東半域の東西 トレンチ (EWT l)を 中

心に精査を行っているが、遺物の広がりを認められた南側に拡張 し (E区 )、 調査終盤には北側 (D

区)へと調査範囲を広げた。

一方で、試掘調査や南北 トレンチの調査結果から、上位面については耕作土から遺物包含層上面

までを広域に重機で掘削した。堆積土の除去後には、さらに東側 と西側に東西 トレンチ (EWT 5・

6)を追加 して遺跡の希薄状況を確認 した上、縄文時代早期に係る文化面の集中範囲を特定して

いる。要するに南北 トレンチの北半部 (NST-1)一帯に該当するが、調査後半にはその両側を任意

に拡張して (A・ B区)精査を行った。

また中位面西域は C区として設定しているが、東西 トレンチ (EWVT-3)と 南北 トレンチ (NST-2)

からの遺物の多出状況を鑑みて、東半部を中心に面的な精査を行い、遺物包含層の上層までを掘削

した。一方の東域は、三角状に突出した中高位域の砂丘域と判断されたことから、その他調査区と

して遺跡の希薄範囲と扱った。

この調査では、 E区から県内で初見となる土器埋設炉を伴う竪穴住居 1棟 と集石状遺構及び多量

の縄文時代後期中葉～後葉の遺物、 C区の東半部から多量の縄文時代後期初頭～前葉の遺物、そし

てA・ B区からはまとまりをもった縄文時代早期の押型文土器と被熱及び盤状の集石群が確認され

ており、約 2,000∬の調査を終了した。

また平成 23年度の発掘調査は、平成 23(2011)年 4月 18日 に再開し、同年 8月 12日 まで行っ

た。東西 トレンチの南側に設定した下位面の F区を中心に、北側の C区下層を掘り進め、A区は拡

張を行うなどして精査に努めた。東域は、 D区をさらに掘 り下げて東端まで拡張すると同時に、後

半にはその他調査区の地山までの掘削を終了している。

F区は遺物包含層が比較的厚 く堆積して、緩斜面の東側並びに西側に旧河道 (SRl・ 2)に伴

う土器溜 りが 2箇所確認された。そこを中心に縄文時代後期前菓～中葉を主体とする多量の土器が

出土 して、旧 2河道の時期差も窺 うことができた。また C区からは石囲炉を伴う竪穴住居 1棟 と数

基の土坑、柱穴が確認されている。
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なお、 F区西側の EWT-4試掘抗 2では、耕作土直下で河床礫が大量に検出された。 (図版 15)

ここでは遺物・遺構とも検出されなかったことから、面的調査の対象としなかった。

A区拡張区からは、盤状あるいは被熱 した集石群に伴って押型文土器の分布がみられたとともに、

D区からは縄文時代後期中棄～後葉土器の出土 とともに、少数の柱穴状遺構が確認されて、約 2,000

馬の調査を終了している。

よって総面積 4,000∬に及ぶ発掘調査を行ってきたが、当該遺跡からは総数 85,506点の遺物が

出上 している。うち縄文土器類は 84,431点で全体の 98,70/Oを 占め、次いで石器類 592点の O,70/O

という割合となる。また層位 。層名については基本的に調査区ごとに表記しており、本報告では注

記名の仮を外した層名を採用している。

なお調査期間中とその後の資料整理期間には、多くの専門家 。研究者に貴重な指導・助言を賜わ

り (例言参照)、 また島根大学の石賀教授には土壌分析のご協力を頂いている。そして島根県立古

代出雲歴史博物館 (現在)の柳浦氏と出雲市文化環境部 文化財課 (現在)の幡中氏には、実地調

査及び出土遺物に関する一貫した指導を頂 くなどの多大なご協力を賜った。

発掘調査の終了に近い平成 23年 7月 31日 には、現地説明会を開催して 50名を超える多くの

見学者が来跡された。その後、遺跡全体に係る空中写真撮影及び 3次元地形測量業務を実施 して、

約 10カ 月の期間を要した発掘調査を終了した。

なお調査期間中の平成 23年 7月 24日 には、市民学習センターで開催された「歴史講座」こおいて、

泉 拓良教授 と矢野健一教授に西日本の縄文文化をテーマとしたご講演を頂き、また発掘調査成果

の普及・啓発事業として、同年 7月 16日 から 11月 14日 までで匹見上公民館 との共催企画「森

に育まれた匹見の縄文文化展」～山崎遺跡にみる縄文の世界～を匹見、美都、益田地区の順で巡回

して開催 し、さらに 10月 22日 から 12月 11日 までの「発掘調査展 20H」 (益田市立歴史民俗

資料館)で も紹介を行うなど、期間中には多 くの来場者を迎えることができた。
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第 4章 調査の成果

第 1節 A・ B区の調 査 (第 4・ 5図・ 図版 4～ 6)

1.土層の堆積と遺物の分布状況 匹見川からの比高約 22mにある、15× 70mの細長い上位

段丘に立地する。当初の トレンチ調査で、調査区の中央で主に遺物が出上したことから、ここを重

点的に発掘調査した。東側のEWT-5や 西側のEWT-6で は遺物が出土しなかったため、ここ

では土層の確認にとどめた。

遺物は、 9層上面で出土した (第 5図・図版 6)。 9層より上位の層は、角礫を含み斜行 して堆

積 していたことから、上位からの流入土 と思われた。 9層以下は均質で細かな土壌で、比較的安定

した状態で堆積した土壌と考えられる。 9層 と 11層はやや黒い土壌で、遺物包含層の可能性が考

えられたが、 9層以下からは遺物は出土 しなかった。

9層上面では、とくにA区 (図版 4)と EWT-5で 河床礫が多く出土 した。遺物はAB区で

河床礫に混じって出上した。遺物の分布は、おおまかに東北から西南に向かっている状況がみえる。

2.出土遺物 (第 6～ 9図 。図版 20～ 23)第 6図 1～第 8図 2は早期 。押型文土器である。

第 6図 1・ 2・ 6～ 8は黄島式である。 1・ 2・ 8は格子目押型文で、2には内面にも押型文が施

されている。 6・ 7は山形押型文で、ともに横位施文である。

これ以外は楕円押型文で、楕円文の長軸は 0.5～ 1,9cmと 幅がある。楕円文の長軸が l cm以上を

測るものは、口縁部内面に斜行沈線文が施されることが多く、高山寺式と考えてよい。これらは楕

円文が平板で、施文後ナデが加えられることが多いようで、第 7図 3・ 4・ 8、 第 8図 1・ 2な ど

は楕円文がナデ消されている。第 6図 24は、上端部まで楕円文がみられるため浅鉢形に復元したが、

上端は擬口縁の可能性がある。国縁内面の斜行沈線は断面形「レ」の字状を呈し、端部が鋭い工具

が使われたようである。第 7図 4は 口縁部内面に刻み目状に短い沈線文、その下に長い斜行沈線が

施されている。

楕円文の長軸が 05～ l cmを測るもの (第 6図 3～ 5、 9・ 10・ 12～ 18)は、上述の高山寺

式と明らかに楕円文の大きさが違うので、黄島式か高山寺式か迷う土器である。いずれも楕円文上

面が平坦で、文様の重複が著しい点は、高山寺式に似ている。

第 8図 3・ 4は後期土器である。 Sは小池原上層式である。 4は沈線文を挟んで斜行する短沈線

が 2段に施される土器で、波頂部には円形文が配される。型式不詳だが、津雲 A式または彦崎 Kl

式に似た様相を持つ。

第 8図 5～ 8・ 第 9図 1～ 3は、磨石・叩石である。第 9図 4は磨製石斧で、後期に属する可能

性がある。
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NST-1 口互E匿

6-5・ 7-3

1-1 暗灰色土 (現表土、 しまり弱い、草根多く含む )上段表土

卜2 茶褐色土 (攪乱 して酸化鉄、小礫を多 く含む、搬入造成上 )

21 明茶灰色土 (し ま り弱い、卜1層に伴 う層 )

2-2 暗茶灰色土 (21層に類似する、表土か。搬入造成土 )

3-1 暗褐色小礫上 (有機層、本来 2回 目の地山か、2～ 10om程

度の角礫を多 く含む )後期土器散見

3-2 茶灰色土 (31層に類似する、3～ 5cm程度の角礫を含む

やや褐色を帯び下位に行 くに従い礫が充填する )

33 晴褐色土 (3-1層 に類似する、5～ 10cm程度の角礫を多く含む )

3-4 暗褐色小礫土 (33層に類似する有機層、2～ 20cm大 の角礫が充填する )

4  黄秦灰色土 (し ま り弱い、小礫を若干含む、下位か ら押型文土器 )

5  黒色小礫土 (2～ 10cm程 度の角礫が充填する、有機層 )

6  黄灰褐色土 (2～ 5cm程度の角礫 を多 く含む )

7-1 責褐色小礫上 (やや しまる、1～ 5cm程 度の角礫が充填する )

7-2 淡秦褐色土 (7-1層 に類似する、良好な砂粒無遺物層 )

158 000m

淡茶灰褐色土 (5～ 10cm程度の角礫 を多 く含む、ややシル ト質 )

茶灰褐色シル ト (良好でキメ細かな土質、南側に行 くに従い色

味が薄 くなる )上面か ら押型文出土

明黄褐色小礫土 (やや しまる、1～ 5cm程度の角礫が充填する )

晴責灰色砂土 (ややシル ト賃、良好な砂粒無遺物層 )

淡責橙色砂上 (良好な砂粒無遺物層 )

暗茶灰色砂土 (良好な砂粒無遺物層 )

黄茶灰色砂土 (良好な砂粒無遺物層 )

暗茶灰色土 (小角礫を少量含む、搬入造成土 )

波明茶灰色砂土 (炭化物少量含む、搬入造成土 )

茶灰色土 (①
｀
に類似し、ややシルト性を帯びる、搬入造成土 )

淡黄褐色砂土 (酸化鉄が含浸する )

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

5m

第5図  A tt B区土層堆積状況図(S=1/100)
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第 9図

第 1表 A
A口 B区出土遺物 (4)
日B区出土土器観察表

四

百育

戸
番 番 号

図版 注記・ 出土地点 器種 器 形 文   様 調  整 骨台 土 傭   考

第 6図 I B区 5層 上層 Po21 深錬 ? 宣□器形 ? 格子状押型受ハ 沙粒少量含む。

第 6図 2 B区 5橿 PO成 1 表裏に格子状押聖文 . 沙粒あまり含まなし

第 6図 3 B区 5層 P014 楕円文 (08～09× 04～06(m)。 斜位施文。
内面条痕 (原体不明)

+ナデ。
英、繊維含む。

第 6図 4
NST-1
中

“

～ 苗 望 S自
楕円文 (07× 03～ 0 4cm)、 断面半球形。
斜 付 縮 ▼

内面条痕 (原体不明)

+ナデ.
敷砂粒、繊維含む。

第 6図 5
拡張区5層上層
Po144

方形に近い楕円文 (09～lX09～ lcm)

一部重複。
条痕 +ナ デ。 戯維含む。

第 6図 6
A区拡張区6層 上
層Po147 山形文 (波 長05(m、 波高0 3cm)。 横位施文。 内面ナデ。 コ色砂粒含む。

第 6図 7
A区拡張区5層 上

厄雪Po104
山形押型文。横位施文。 内面ナデ 当色砂粒含む。

第 6図 8
A区 5層 上面
P029 外面格子状押型文。 内面ナデ。

磯維少量言む。
沙粒少量含む。

第 6図 9
A区拡張区5層 上

提雪Po143
方形に近い楕円文 (09。 ～lXOア ～ 1 lcm) 内面ナデ 石英多く含む。

第 6図 B区 5層 上層 Po12 楕円押型文 (07× 0 5cm)。 複数回重複。 内面条痕。
繊維少量含む 7
徽 砂 対 合 す,^

第6図
A区拡張区5層 上

層 Po102 楕円押型文 (楕 円の大きさ11～ 1つ X05cm)。
外面下部ナテ

文つぶれる)

ナデ^

用
面

橋
内 繊維少量含む。

第 6図 1⊇ B区 5層 Po16 楕円押型文 (07～09× 05～06(m)。 縦位施文。
再面条痕 (原然不

月)。 外面日縁ナ売

自色砂粒、繊維含
む。

第 6図 13 NS手 l Po8 楕円押型文 (07～09X03～ 05(m)。 斜位施文。
内画条痕 (原体不
明)+チデハ 微砂粒、繊維含む。

第6図 14 B区 5層 上層 Po25 楕円押型文 (08～09× 05～ 0 6cm) 内面条痕。
繊維含む。微砂粒多
く含む。

第 6図 15
N5干 1東西拡張区
5層

深鉢 萱口器形 ?
楕円押型文 (菱形 に近い 07～ 08× 04
～ n hfmヽ  ●k面絆付稿立 心画条痕 (原体不明)。 繊維少量含む。

第 6図 B区 4～ 5層 楕円押型文 (07～09× 0 6cm) 内面条痕。
繊維含む。微砂粒多
く含む。

第 6図 17
N5手 ](東西拡張
区)5層

楕 円文 (06～09× 04～0 5cm)。 縦 。斜
付 満 サ _

内面条痕 (原体不明)

十ナ∴ 微砂粒、繊維含む。

第 6図 8区 5層 上眉 Po23 眉円押型文 (07～08X06cm)。 内面条痕+ナ デ。 繊維、微砂粒含む。

第 6図 ,9 A区 5層 上層 Po29
橋円押型文 (楕 円の大きさ 13～ 16X06
～0 9cm)。 縦位施文。楕円文頂部平坦。
肉面斜行沈線 2段 .

内面ナデ。 白色砂粒多 く含む。

第 6図
A区拡張区5層
Pol10 深鉢 宣口器形 ?

橋円押型文重複 (菱形に近い 08～ 1

07～ 0 8cm)、 縦位・斜行施文。
内面ナデ 砂粒多 く含む。

第 6図 21
A区拡張区5層
Pol17 深鉢 宣日器形 ?

内外面楕円押型文 (菱形に近い 09X07
cm)、 外面縦位純支。 内面ナデ。 載維含む。

第 6図 NS干 l Po14 5層
渇円押型文 (橋円の大きさ13～ 17× 09
m)。 斜行施文。

内面ナデ 白色砂粒多く含む。
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凶
号

戸
番

物
号

遺
番 図版 注記・ 出土地点 器種 器 形 文  様 調 整 胎 土 備  考

第6図 23
拡張区5層 中～下
面Po153 楕円押型文 (11～ 17X12cm)複 数回重複。 ナデ。 大粒の砂粒含む。

第6図
A区拡張区5層上

層Po133

浅い器形 ?

上端擬口縁の
画能性あ t,_

楕円押型文 (楕円の大きさ09～ lX04～
0 87cm)。 縦位施文。

内面条痕十ナデ。
大小の白色砂粒多く
含む。

下部にスス付着。
補修孔 (焼成前穿

子L?)。

第6図 拡張区 5層 上層
Po75 外面楕円押型文 (一部ナデ消 し) 内面条痕+ナデ。 微砂粒含む。

第6図 5層上面 Po35
楕円押型文 (楕円の大きさ12～ 19X07
～0 9cm)。 楕円文上部は半球状。縦位施
文。内面斜行沈線。

下部は文様ナデ消
し。内面ナデ。

織維少量含む。白色
微砂粒多く含む。

第6図 A区 5層 Poll 楕円押型文 (楕 円の大きさ12～ 14× icm)。

斜位筋支 ?

楕円文ナデでつぶれ
る。内面ナデ。

繊維少量含む。

第6図
A区拡張区5層上
層Po193

橋円押型文 (楕円の大きさ12～ 15XOア
～0 8cm)。 文様頂部凹面。縦位施文。内
面太い斜行沈線。

内面ナデ。
白色砂粒、金雲母多
く含む。

第ア図 1
区ヽ拡 張 区 5層上

目p∩74 深鉢 ヨ縁外反。
楕円押型文 (1 3Xl lcm)。 内面斜行沈線
文 (断面逆三角形。端部鋭い)。

内面ナデ。 織維含む。

第フ図 2
拡張区5層上層
Po120 ヨ縁外反。 楕円押型文 (06～ 07X07cm) 内面条痕 +ナ デ 砂粒少量含む。

第7図 3
拡張区5層上層
Po144 ヨ縁外反。 楕円押型文をナデ消し? 内外面ナデ。 微砂粒含む。

第ア図 4 拡張区5層上層
Po1 07

ヨ縁外反。
外面楕円押型文をナデ消 し。日唇から内
面に短沈線。内面斜行沈線鬼

ナデ。 大粒の砂粒含む。

第7図 5 A区 5層 上層 Polと 深 鉢 ヨ縁外反。
外面楕円押型文 (13～ 16× 09～ lcm)。

内面斜行沈線文 (断面逆三角形 最深部
鋭い)。

内面ナデ。 繊維含む ?

第7図 6
A区拡張区5層

Po83・ 151

四縁小双萩
(斜行沈線お

反映)。

楕円押型文 (楕円の大きさl X 1 3cm)。 内
面斜行沈線。

楕円文ナデ消しか。
斜行沈線内再調整 ?

自色砂粒多 く含む。

第7図 7 A区 5層 Po23 巨部 に近 し淵 楕円押型文 (楕円文の大きさ08× 11
rmヽ _斜各脇立

楕円文一部ナデ消
し̂ 自色砂粒多 く含む。

第ア図 8
拡張区5層上層
Po124 ヨ縁外反。

楕円押型文 (1 l X0 6cm 斜位施文)+ナ
デ。内面斜行沈線文。

内面ナデ。 砂粒多く含む。

第7図 9
拡張区5～ 6層
Po158

楕円押型文 (09～ 12X06～ 0 8cm)十 ナ
内面ナデ。

大粒の自色砂粒、微
綱金雲母含む。

第フ図
A区拡張区
P061・ 5層 上層
P016

文細

０６ｃｍぅ
粗

ｘ
(楕円の大きさ14× lcm～ 09

内面ナデ。
外面下半は淡黄掲t
に変色。

第7図 11
拡張区 5層 上層
Po92

外面楕円押型文 (12X09～ lcm)斜 位施
文 (重複施文)。 内面斜行沈線文。

内面ナデ。
大粒の砂粒多く含
す,_

第3図 i

A区拡張区5層上

層Po53・ 64 深鉢
ヨ縁外反。E
三平坦面。

外面楕円押型文 (14～ 17× 1～ 1 lcm)

内面斜行沈線 (断面三角形 最深部鋭
い )。

内外面ナデ (楕円文
ナデ消し?)。

繊維少量含む。

第8図 2
A区拡張区5層上
層Po64 深 鎌 ]縁外反。

外面粗大楕円文ナデ消し。内面斜行沈
線。

内面ナデ。

第8図 3
A区拡張区5層上

層Po134 鉢

好
肺

厚
曲

。

肥
屈

る

稼
短

張

ヨ
部

子

口縁部沈線文十刺突文。胴部鉤栂 字意匠
の磨消縄文 (RL)。

外面ナデ。内画巻貝
条痕十ナ∴

自色微砂粒多く含
む。

第8図 4 拡張区4層 Po36 ヨ縁やや月B コ縁に沈線文、斜線文、円形文 (原体巻
目ヽ_

内外面巻貝条痕十ナ
白色砂粒多 く含む。

第2表 A tt B区 出土石器観察表

図
号

挿
番

物

号

遺

番 図版 注  記 器 種 石 材 色 調
法量 (cm) 望  量

(g)
特 徴

長 さ 幅 厚 さ

第8図 5 A区拡張区 5層上層 Po78 甲石・磨石 河原石 戻色 喘部、側縁に打痕。

第8図 6 区ヽ拡張区 5～6層 Po157 甲石・磨石 河原石 天色 77 側面打痕、表面擦り痕。

第3図 7 A区拡張区 5層 上層 Po73 審石 河原石
庚色
(やや緑色)

瑞部、側縁に打痕。表面に擦 り痕。

第8図 8 A区 5層 上層 Po1 8 瑕石・磨石 河原石 え自色

第9図 , A区拡張区 5～6層 Po156 甲石・ 磨石 河原石 天褐色 592
表面中央大きく凹む (打痕)。 側縁打痕。長面裸 リ
痕。枚熱 ?

第9図 2 A区 5層 上層 Po28 河原石 更色 両端に打痕。表画平滑 (自 然面の可能性あり)

第9図 3 A区拡張区 5層 上層 Po131 1口石 河原石 死色

第9図 A区拡張区 4層 暦製石斧 安山岩 A 庚色 226 胃部周辺研磨。他は敲打痕。刃部に使用痕。

第 2節  C区 の調査 (第 10～ 13図・ 図版 7～ 11)

1.土層の堆積状況と検出遺構 (第 10。 11図 。図版 7・ 8)ト レンチNST-1以 西、EW
T-3以北をC区とした。低位段丘の北西部に位置し、匹見川との比高差は約 7mである。北西端

では段差が約 lmあ り、上位水田との境界となっていた。NST-1で は、中位段丘との境に河道

の痕跡が確認されたが (2-1～ 2-5層 )、 遺物が出土しなかったことから、人間活動が行われ

る前に形成された河道と判断した。調査区中央では旧河道の河岸線が検出され、これより西も旧河

道 (SR3)と考えられた。

包含層 (第 11図 8～ 5層)は調査区東半分にあり、北西から南西方向に緩く傾斜して堆績して

いた。北西部分が薄く、南西に向かうにしたがって厚くなり、 SR3ま で続いている。ここでは、

遺物の出土地点を細かく把握するため、 2mグ リッドを組んでグリッドごとに取り上げた。 3～ 5
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層を除去した段階で竪穴住居 1と この北側に接して石囲炉 1を検出した。包含層、竪穴住居 1と も

に縄文後期の時期だが、両者の前後関係は調査時点では確認できなかった。なお、石囲炉 1以外に

も炉跡、集石遺構が存在した可能性もあるが、ここでは大小の河床礫が多く出土し、自然物と遺構

との判別は困難であった。

SR3は調査区西半にあり、河岸線は調査区中央部で東岸線が南北に検出された。西側の河岸線

は検出できなかったが、おおむね現在の能登川に併行した流路である。調査時には F区の SRlと

SRlが合流していると考えたが、持ち帰った写真や図からC区からF区にかけて SR3が存在す

ると推測された。主な理由は、 SRl、 SR2と もに西北端が不明瞭であること、 F区西端が一

様に凹むこと、 EWT-3土 層で SRlを切って落ち込みがみられること (第 11図 2・ 図版 8)、

などである。 C区西半とF区西端部では同様の河床礫が広がることから、両者は同一の河道と考え

られる。土層の堆積状況や、 SR3の 推定河岸線以西からは縄文土器が出土していないことから、

SR3は SRl、 SR2を削りこんで形成されたと推定される。 SR3の堆積土層は、北端では黒

色土が厚く堆積し、 C区南端では下部に暗茶灰色土、その上に黄茶色砂質土が堆積していた。遺物

が出土しなかったため形成時期は不明であるが、縄文時代後期以降と考えられる。

2.竪穴住居 1(第 12・ 13図・図版 9～ 11)C区 中央のやや北寄 りに位置している。包含層

除去後、落ち込みがみられたため、竪穴住居跡と判断し調査を進めた。平面形は略方形で、南北約

52m、 東西約 4.9mを測る。

土層は、大部分は暗茶灰色土 (1層)が堆積しており、 3層上面が床面と思われる。 3層上面で

は、石囲炉の周囲で被熱した層 (2層)が約 2.6× 1,7m以上の範囲で確認された。

底面には、柱穴と思われるピットが 3個検出された。柱間は約 1.8mと ほぼ等間隔である。西南

隅の柱穴は検出できなかったが、 Pl～ P3は主柱穴の可能性がある。

石囲炉 (第 13図 1・ 図版 11)は、70cm× 70cm程度の方形の土坑内に設置されていた。底面に

平坦な礫を 1個敷き、側面に大きな礫を 5個以上、立て掛けて作られている。

床面では石囲炉と、それと重複して土坑 (SK01)が 検出された。長軸約 60cm、 短軸約 35硼

を測る楕円形の土坑である。人頭大の円礫が南半に集積していたが、人為的な集積か混入かは判断

できなかった。また、平板な礫が北端に建てられた状態で出土したが、これは位置的に石囲炉の一

部と考えられる。発掘時には土坑の平面プランが先に検出できたが、北端部の立石が石囲炉の一部

と考えられたことから、 SK01は 石囲炉より先行するものと考えられる。 SK01が 竪穴住居 1

内に設置された土坑か、偶然重複したものかは判断できなかった。

竪穴住居 1出土遺物 (第 14。 15図・図版 24)出土遺物は、住居跡内から分散して出土し、平

面分布、垂直分布とも、とくに集中する箇所はなかった。

第 14図 1・ 2は 中津式である。 1は RL縄文による磨消縄文、 2は沈線のみで意匠が描かれて

いる。ともに正面に透かし孔がある。 2の口唇部には短沈線状の刻み目文が施されている。

3～ 7は小池原上層式と思われる。 4以外は磨消縄文で、口縁波頂部に刺突文が付加されている。

3・ 5は頸部が長 く、やや古いかもしれない。

8～ 14は、西平式または太郎迫式と、それに近い時期の上器である。 14は平行沈線文と垂下

する蛇行文が描かれている。Hは 口縁部に不連続な連孤文が描かれており、石町式かもしれない。

8・ 12・ 13は、中部瀬戸内の彦崎 Kl式か四元式に近いと思われる。 8は胴部全面にRL縄文が

施され、12は口縁部に沿って沈線文が描かれている。 13は 内面に刺突文列を配した鉢形の土器で

ある。
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三 汽ヽ
5引
ノ・・117~.

1 暗茶灰色土 (F区 仮 6層 混合土 )

2 波赤褐色土 (床面・被熱か )

3 黄茶灰色砂礫土

第 12図  C区堅穴住居 1(S=1/40)
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預
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司 竪穴住居 ¬ SK01・ SK02

1 暗茶灰色土 (焼土・炭化物を少量含む )

2 黄茶灰小礫土 (大粒の砂粒が充填 し、3～ 4cm程 度の円礫を多く含む)

SK01

1 淡晴茶灰色土(lcm程度の小礫を含む)

2 資茶灰色小礫土(大粒の砂が充填し、3～ 4cm程度の円礫を多く含む)

第 13図  C区 堅 穴 住 居 ¬SK01日 SK02(石 囲 炉 )・ 石 囲炉 1(S=1/20)

16～ 18は粗製無文土器の胴部片である。 16～ 17は内外面に巻貝条痕が、18に は二枚貝条痕

がみられる。

第 14図 19は姫島産黒曜石の剥片である。

第 14図 20～ 23は石錘で、両端の加工は 20・ 23が敲打、21が切日、22が打欠きによる。

第 14図 24～第 15図 3は磨石・叩石である。第 15図 2は使用痕がみられず、自然礫の可能性

がある。第 14図 24～第 15図 1は端部と表面に、第 15図 3は両端部に打痕・擦り痕がみられる。

第 15図 4は磨製石斧である。刃部周辺に研磨痕、その他の部位に敲打痕がみられる。刃部には

わずかに使用痕が観察できる。

3.石囲炉 1(第 13図 2・ 図版 11-6)竪 穴住居 1の北端に接 して検出された。石囲炉 1周

辺の堆積土は、包含層 (第 11図 4・ 5層)と 同色 。同質で、包含層発掘後に石の配列が確認され

た。地山面に掘 り込みが確認されなかったため、ここに住居跡があったかどうか不明である。炉跡

の石は、20～ 40cm大の円礫または河床礫 9個で構成され、平面形は楕円形または略長方形に並ん

でいる。各石は、ほぼ同じ高さに並んでいた。南側の石は欠落 しているが、長軸約 160cm、 短軸

約 100cmの 炉跡である。内部に 2個の石があるが、これらは炉を構成する石より高い位置で検出

されているので、石囲炉 1と は直接関係しないと考えられる。

炉内から遺物が出上 していないので詳細な時期は不明だが、周辺の包含層が縄文時代後期と判断

lm
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0             10 cm

第 15図  C区堅穴住居 1出土遺物 (2)

第3表 C区堅穴住居¬出土土器観察表

距 凶

番 号

物
号

遺
番 図版

出土地点
器 種 器 形 文  様 調  整 胎  土 備  考

第 14図 5層 混合土 浅鉢 ? 口縁内湾。
磨 消 縄 文 (RL)。 正 面 に 同
影 1秀か | ^ 内外面丁寧なナデ。 大粒の自色砂粒含む。

第 14図 2 渓 欽 波状口縁。日唇平坦面。
口唇短沈線。正面に楕円形 ?

透かし。沈線文。
内外面ナデ

自色砂、雲母等微砂粒多
く含む。

第 14図 〕 5層 混合上 口縁短く外反。波状日縁。
磨消縄文 (RL)。 頸部に棲
向きL字 状の意匠。日唇短沈
線。

外面ナデ。内面巻貝条痕
+ナデ。

白色砂粒多 く含む。

第 14図 4 5層 混合土
外面磨消縄文 (RL)。 内面沈
線。

外面ナデ。内面巻貝条痕
+ナデ.

白色砂粒、雲母多く含む。 外面スス付着。

第 14図 5 5層 混合土
]縁短 く外反。日縁やギ

〕B厚。綬波状口縁。
隕部にクランク状文。突起部
狐状文、短沈線ほか。

内外画巻貝条痕+ナデ
自色砂粒、雲母又は滑石
の微砂粒含む。

第 14図 6 5層 混合土 援波】犬口縁。
磨消縄文 (RL)。 沈線突起
を取り巻く。 内面ナデ。 白色微砂粒多 く含む。

第14図 ア 5層 混合土 伺部内湾。 著消縄文 (RL)
外面ナデ。内面巻貝条痕
十ナデ。

白色微砂粒多く含む。

第 14図 8 鉢 伺部張る。 伺部に縄文 (RL)
外面ナデ。内面胴部ケズ
リ様の調整。

大粒の自色砂粒含む。

第14図 9
隕部緩 く屈曲。国縁に■
形李記 ^

内外面巻貝条痕 +ナデ。 大粒の砂粒含む。
内面に l mm大 の種了

圧痕。複数あ り ?

第 14図 10 24 口縁内湾。 垂下短沈線 (原体巻貝殻頂部) 内外面巻貝条痕+ナデ。 微砂粒含む。

第14図 5層 混合土 口縁屈曲。 陀行文 (鋸歯文)+斜線文。
外面ナデ。内面巻貝条塘
十ナデ。 白色砂粒多く含む。

第 4図 12 24 5層 混合土 口縁肥厚。波状口縁。 沈線文。国唇短沈線。 外面ナデ。内面二枚員条痕。 自色砂粒、雲母含む。

第 14図 13 5層 混合土 口縁短 く外反。
内面円形刺突文 (巻 貝殻頂
ζБ)2,. 内外面巻貝条痕十ナデ。 大粒の自色砂粒含む。

第 14図 24 隕部緩 く屈曲。
3条の平行沈線文+2条 の蛇
行垂下沈線文。

外面巻貝条痕 十ナデ。ド
面丁寧なナデ。

砂粒 (臼 色 砂粒・ 金 雲

母)多 く含む。

第 4図 15 Pol-6 深 鉢 外面巻貝条痕、内面ナデ。

第 14図 24 5層 混合土 al舌卜肉湾。 内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒多 く含む。

第 14図 5層 混合土
外面巻貝条痕。内面巻貝
条痕+ナ デ。 白色砂粒多く含む。

第 4図 24 5層 混合土 殉外画巻貝条痕十ナデ。 自色砂粒含む。

第4表 C区堅穴住居 1出土石器観察表

挿図
番号

物

号

遺
番 図版 注  記 器 種 石 材 色 調

法  量  (cm) 重  量
(g)

特 徴
長 さ 娼 享さ

第 4図 24 埋土内 5層 混合土 剥 片 嘔島黒曜石 乎L白 色 )2

第14図 24 埋土内 5層 混合土 敲打石錘 河原石 灰 色 1 両端敲打。

第 14図 21 C埋土内 切 目石錘 河原石 暗灰色 31 一端は施溝、一端は打欠き。

第 4図 哩土内 5層 混合土 fT欠き石錘 可原石 増灰色 佃tilけ 部磨滅 (揮用痛 )

第 4図 24 こ埋上内 護打石鍾 可原石 庚色 一端は敲打、一端は打欠き。

第 4図 C埋土内 叩石・磨石 可原石 灰色。子し多い 9 , 面端に打痕。一面擦 り痕。一部被熱 ?

第 4図 A Po10 叩石・磨石 可原石 灰色 )5 3 側縁に打痕。両面に擦 り痕。

第 4図 24 D埋土内 叩石・磨石 可原石 灰自色 0 側縁、一面に打痕・擦り痕。

第15図 Po13 磨 石 河原石 灰白色 )0 全面擦 り痕 ?

第 5図 2 D埋土内 叩 石 河原石 灰 色 )2 一端に打痕 ?自然礫の可能性あり

第 5図 3 こ埋土内 河原石 133 両端に打痕・擦 り痕。

第 5図 4 茶灰色混合 Po19 蒼製石斧 安山岩 A 灰 色 17フ 刃部周辺研庭。他は蔽打痕、わずかに研磨。刃部に使用痕。

安山岩 Aは第 5章 2節参照
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されることから、石囲炉 1も この時期と考えてよい。ただし、包含層の堆積前に設置されたのか、

あるいは堆積後に包含層を掘 りこんで設置されたのかは不明である。また、竪穴住居 1と 隣接して

いるが、これとの前後関係も確認できなかった。

4.C区出土遺物 (第 16図～第 21図・図版 25～ 30)

押型文土器 (第 16図 1～ 3)い ずれも楕円押型文で、 1は黄島式、 2・ 3は高山寺式である。

3の内面には斜行沈線文が施される。A・ B区からの流入 と考えられる。

後期初頭上器 (第 16図 4～第 18図 6・ 16。 17)第 16図 5は滑石混入土器である。内面に

巻貝条痕が残る無文土器で、阿高式の可能性がある。

第 16図 4・ 6～ 20は 中津式である。磨消縄文の土器 (6～ 10。 13・ 15～ 20)と、沈線の

みで意匠を描 くもの (H・ 12・ 14)がある。 11・ 12は貝殻条痕がみられ、粗雑な感がある。 14

は太い沈線文が描かれる比較的丁寧な作 りの土器で、中津式ではないかもしれない。

深鉢 (6～ 12・ 19)は頸部が緩 くくびれるもの (10・ Hな ど)のほか、直口器形のもの (12)

がある。 19は波頂部にW字状の短沈線が施されている。浅鉢 (13～ 17・ 20)は ボウル形の器

形が目立ち、 13に はテーブル状の、20には富士山状の突起がつ く。また、20の突起直下にはコ

ブ状の突起 2個がつけられている。 18は双耳壺で、耳部分に上下方向に孔があり、前面には円形

の透かしがみられる。縄文の原体は RLが 7点 (6な ど)、 LRが 3点 (13・ 15・ 20)、 巻貝疑似縄

文が 1点 (16)である。

第 17図 1～ 4は、宿毛式である。幅の狭い楕円形区画文を持つものを宿毛式とした。いずれも

口縁部が短 く、頸部が緩 く屈曲する。 4は円錐形の突起がつき、 4方に透かしが設けられている。

第 17図 5～ 21は福田K2式に併行する土器で、沈線文端部が不連続な磨消縄文土器 (5～ 15)と 、

内面に段を有する浅鉢 (16・ 17)、 および口縁が屈曲する浅鉢 (18～ 21)がある。 5～ 8は五明

田式に、 9。 10は福田 K2式の口縁部によく似た土器である。H～ 13・ 18～ 21は松ノ木式に

もみられる器形の浅鉢で、一部が成立期縁帯文期に下る可能性もある。 16～ 21の口縁部または

屈曲部には、刻み目文が施されている。ここで掲載 した刻み目文は、巻貝殻頂部を沈線状に引いた

もので、工具を刺突 した刻み目文はみられない。

第 17図 22～ 24・ 第 18図 1～ 6・ 16・ 17は屋敷式である。屋敷式は、福田 K2式から成立

期縁帯文にまたがると思われるが、便宜上ここで扱う。口縁部が肥厚し、肥厚部に刺突文が施され

る。第 18図 2は 口縁部の屈曲が顕著だが、その他は口縁部が肥厚してそのまま頸部につながる器

形である。屋敷式は外面に肥厚するものとされるが、第 18図 16・ 17は 内面も肥厚させている。

全体形状から、これも屋敷式と判断した。肥厚部の刻み目状の文様は、巻貝殻頂部による刺突文 (第

17図 22・ 24 第 18図 6)、 同短沈線 (第 18図 2)、 巻貝側面の押圧文 (第 17図 23・第 18図 1・

3～ 5)な どがある。第 18図 3・ 5・ 6は、口唇部にも巻貝側縁圧痕が施されている。

後期前葉土器 (第 18図 7～ 15。 18～ 23・ 第 19図 1～ 12・ 14・ 20)第 18図 7～ 15。 18

～ 23・ 第 19図 1・ 10・ Hは成立期縁帯文と考えた。第 18図 23は松ノ木式の意匠を描 く土器、

第 19図 1は布勢式に似た渦巻き状突起である。第 18図 20・ 21・ 第 19図 10・ 11は口縁部が打巴

厚する上面施文の土器で、 1～ 2条の沈線文が描かれる。その他は口唇部や口頸部に沈線文が描か

れる土器である。これらは型式未設定の一群で、時期幅がある可能性がある。本州西端部に分布す

る在地の型式かもしれない。布勢式などの他地域の成立期縁帯文に比べ、口縁部の拡張が弱いとい

う特徴がある。文様が頸部に展開しているもの (第 18図 7～ 12・ 14・ 18)や、突起部直下に前

面から透かし孔が穿たれるもの (同 9。 11・ 13・ 18・ 19。 第 19図 1)がある。
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第 19図 2～ 9・ 12・ 19は、小池原上層式である。口縁部に S字状の沈線文 (2・ 6)、 胴部に

渦巻き状 (8)ま たは鉤状 (7)の意匠が描かれる。 9。 12は突起部以外に文様が施されないが、

形状が似ていることからここに分類 した。 19は縄文地に全面短沈線が施される土器で、九州地方

では小池原上層式に伴うらしい。

第 19図 14・ 20は、津雲 A式に併行する土器か。 14は 口縁部が肥厚する、長方形区画文など

を津雲 A式に似た要素と考えた。20は全縄文の胴部片で、瀬戸内東部の縁帯文に伴う深鉢と思わ

れる。

後期中葉土器 第 19図 13・ 15～ 18・ 21・ 22は、鐘崎式に後続 し西平式より古相を示すと

思われる。石町式 (北久根山第二型式)に相当するかもしれない。 13・ 16・ 18は巻貝疑似縄文、

15は RL縄文が施される。 17は頸部に巻貝殻頂部による刺突文、21は 口縁部と頸部に巻貝側縁

圧痕文、22は口縁部に二枚貝刺突文が施されている。

後期無文土器 (第 20図 1～ 7)粗 製無文土器 (1～ 5。 7)と 精製無文土器 (6)がある。

前者には、さらに口縁部が外反 し頸部が緩くくびれるもの (1・ 3)と、内湾するもの (2・ 4・ 5)

がある。 1～ 3・ 5の口唇部には刻み目文が施される。 1は巻貝側縁圧痕、 2は二枚貝刺突、 3・

5は巻貝殻頂部による短沈線である。 4は 口唇部が薄く作られ、他より新しいと思われる。 7は胴

部片で、内外面に巻貝条痕が施される。 6は精製無文土器で、口唇部は肥厚する。内外面ミガキ調

整である。

注目土器 (第 20図 8)基 部に凹線状のくばみがあるが、文様かどうかは不明である。

土器底部 (第 20図 9～ 11)いずれも高台状の底部である。 9・ 10は深鉢または鉢、Hは浅

鉢の底部である。

石錘 (第 20図 12～第 21図 2)い ずれも河原石の両端を加工 したもので、切 目石錘 (第 20

図 15。 19・ 22・ 23)、 打欠石錘 (第 20図 13・ 20。 21・ 第 21図 1・ 2)、 端部を敲打 して縄掛

け部を作る敲打石錘 (第 20図 12・ 14・ 16～ 18)がある。敲打石錘は、一端が敲打、一端が打

欠きのものも含めた (同 12・ 17・ 18)。 打欠き石錘の変異 と思われる。

第 20図 13・ 17～ 22・ 第 21図 2には縄掛け部に磨滅が確認でき、使用痕と思われた。

二次加工のある剥片 (第 21図 3)サ ヌカイ ト製で、刃部片面から調整剥離が施されている。

磨石・叩石 (第 21図 4・ 5)と もに河原石を利用している。 4は径 3.8cmを 測 り、磨石・叩石

としては小型である。一面に平坦面がみられる。 5は一端に打痕がみられる。

磨製石斧 (第 21図 6～ 7)表 面に打痕を残 し、刃部がていねいに研磨されている。 6の刃部

は斜行しており、刃部が再生された可能性がある。

磨製石斧転用の打製石斧 (第 21図 8～ 11)欠損した磨製石斧を打製石斧に転用したものであ

る。 8は両面に敲打痕がみられ、刃部のみが再生されている。 9。 10は側面に剥離がみられるが、

これは磨製石斧整形時の剥離と考えられ、 8同様、刃部のみ再生されたと考えられる。図右面の大

きな剥離面も磨製石斧製作当初の主要剥離面と思われる。なお、9には一部に礫面が残されている。

11は全体に薄く、欠損 した剥片を利用したと考えられる。図右面は欠損時にできた主要剥離面と

思われる。図左面は敲打痕と刃部再生のための剥離がみられる。

打製石斧 (第 21図 12)図左面に礫面を大きく残す。剥離は、左面では縁辺のみにみられるが、

図右面では全面に剥離が及んでいる。
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第5表 C区出土土器観察表

番号 番号
図版

出土地点
器  種 器 形 文   様 調  整 胎  土 備  考

第16図 こ64層 Po2ア
楕円押型文 (楕 円06× 0 4cm)。 横位
肺▼ ^

内面条痕 (原体不明)
繊維、自色砂粒
含む。

第16図 2 こ64層 Po26 楕円文 (0・ 6～ 08× 0 4cm)。 縦位前
文。

内面条痕 (原体不明)+ナ
載維含む。

第16図 3 ¬S千 2 Po6
楕円押型文 (楕 円の大きさ 11～ 14×
09× 1 2cm)。 斜行施文 ? 内画斜行
沈線 (端部鋭い工具 ?)。

内面ナデ。
白色砂粒多く含
む。

第16図 ¬5干 26層 Po51 深鉢
緩波状口縁。口唇
平坦。

書消縄文 (RL 節非常に細かし→
外面巻貝条痕十ナデ、内面ミ
ガキ。 白色砂粒含む。

第16図 5 ¬S卜 26層 Po5( 外面ナデ。内面巻貝条痕。 骨石混入。

第16図 6 383～ 4層 深鉢 度】犬口縁。 審消縄文 (RL)。 波頂部に短沈線。 内外面巻貝条痕+ナ デ
白色砂粒多く含
す,^

第16図6・ 10は F
―個体の可能性。

第16図 フ こ53～ 4層 上面 皮】犬口縁。 磨消縄文 (RL)。 沈線文後に縄文。
外面ナデ、内面巻買条痕十ナ 石英、金雲母含

す、̂

第16図 8 NS手26層 深鉢 ?
皮】犬口縁。日唇平
旦面。

蒼消縄文 (RL)
外面巻貝条痕 +ナデ。 内画ナ

白色砂粒多 く含
む 。 金 雲 母 含

第16図 9 NS手26層 Po5: 深鉢 度状日縁。日唇平坦。 外面沈線文。波頂部に短沈線。
外面二枚貝条痕十ナデ、内E
巻貝条痕 +ナ デ。

大極 の砂 粒 含
む。

第16図 )73層 深 鉢
波状口縁。日唇平

'日

石甲̂
磨消縄文 (RL)。 波頂部口唇に短功
緯 ^

内外面巻貝条痕+ナ デ。
自色微砂粒多く
含む。

第16図 6・ 10は 同
l日

`水

のET台レ性

第16図 4層 Po10 深 鉢

口 稼 外 皮 。 壊 封耳

やくびれ、胴部]ξ

る _経 i惹沿 口 綴 _

司形意匠 (頸部 )、 菱形様の意匠 (月
「

部 )。

外 面二枚 貝条痕 、 内面 条痕
(巻貝 ?)+ナ デ。

第 16図 12 こ64層 深 鉢
直口器形。日唇平
坦画。

J字意匠 (端部尖るが一筆書き ) 内外面巻貝条痕。
自色微砂粒多 く

含む。

第 16図 13 こ64層

'完

鉢
口縁内湾。テー

ル状の突起。
磨消縄文 (LR)。 突起上面沈479内刺突。
突起下に円形透かし。

内外面ミガキ。

自色砂粒、金雲

母等微砂粒多く

含む。

第 16図 北側斜面4層 IB厚 した口縁。 凹線。太い沈線。 ミガキ。 白色微砂粒含
む。 下端は擬口縁。

第 16図 15
NST 2 C区間ベ

ル ト4層
浅 鉢

口縁強 く内湾。オ

ウル形の器形。
磨消縄文 (LR)。 縄文施文後に沈線。

外面ミガキ。内面巻貝条痕+
ナ元

微砂粒含む。
日縁部内面に粘土

紐接合痕明瞭。

第 16図 NS手2 Po47 6層 浅鉢 ヨ縁屈曲。 磨消縄文 (巻貝疑似縄文充填 )
外面ミガキ。内面巻貝条痕十
ナデ.

白色砂粒多く含
む。

第16図 17 F63層 浅鉢 ヨ縁内傾。
階消縄文 (RL 充填)。 方形区画文。
右端に円形文。

外面ミガキ、内面巻貝条痕十
ナデ。

白色砂粒含む。

第 16図
EWT 3中 央 5層

下面
双耳壺 玉ねぎ状の胴言る。

窓枠状の磨消縄文 (RL)。 把手 に2方

向か ら円孔、胴部下半円形の浮文 (と

もに沈線で縁取 り)。

外面ミガキ・ナデ。内面ナ元

第 16図
NST 2 C区間ベ

ル ト3層
深鉢 波状口縁。

磨消縄文 (Rし )

線.

波頂部にW字状の短沈
内外面巻貝条痕+ナ デ。

自色砂粒多く含
む。

第16図 25
NST‐ 2C区間ベ

ル ト4層 Po9 浅鉢 ?
山形口縁。 2山α

瘤状突起。
磨消縄文 (LR)。 内外面ミガキ。

自色微砂粒多 く

含む。

第 1フ図 1 E8,93層 鉢 ? 口縁やや月巴厚。 磨消縄文 (RL 充填 )。 方形区画文。 外面ナデ屯内面巻貝条痕十ナデ
大粒 の砂 粒含
む。

補 修 孔 。 第 1フ

図 1～ 4は 同 一

個 仏 の面台,性 ^

多曽17図 ρ F73～η冒
日縁緩く外反。やや
IB厚。内面に稜。

磨消縄文 (RL)。 方形区画文、円形
文。

内外面巻貝条痕+ナ デ
大粒の白色砂粒
多く含む。

第17図 1～ 4は 隔
―個体の可能性。

第 1フ図 3 Eア 3～4層
口縁緩く外反。やや
肥厚。内面に稜。

磨消縄文 (RL)。 方形区画文。 内面条痕+ナ テ 白色砂粒含む。

補修孔。内面ス
ス付 着 。 第 1フ

図 1～ 4は 同一
∞ 面台レ'性 _

第 17図 4 F63層 司錘状突起。
突起部に4方 の三角形透か し、横走短沈
線。磨消縄文 (RL)。 長方形区画意匠。

外面ナデ。内面巻貝条痕キナ九
自色の大粒砂粒
含む。

第17図 1～ 4は F
―個体の可能性。

第 17図 5 26 NS手 2 Po47 6層 深 鉢 波状日十え 日縁内湾。 磨消縄文 (RL 縄文施文後に沈線) 内外面ミガキ。 大粒の砂粒含む。

第 1/図 6 C74層 浅鉢 ? 波状口縁。 磨消縄文 (RL) 内外画ミガキ。
白色微砂粒多く含
む。金雲母含む。

第 17図 7 C64層 浅 鉢 磨消縄文 (RL)。
外面ミガキ。内面巻貝条痕 ?

十ミガキ。
自色砂粒、金雲

母多 く含む。
縄文帯に赤色顔料。

第 7図 8 NST 2 Po37 6層 浅 鉢 外反する器形。 碧消紹支 (RLl^ 内外面ミガキ。 白色砂粒含む。

第17図 9 26 B63～ 4層 上面 浅鉢
口縁やや肥厚。内
面に稜。

口唇・外面に磨消縄文 (RL)。 外面に

円形透か し。

外画巻貝条痕+ナデ。内面ミ
ガキ・ナデ。

白色砂粒含む。

第 ア図 10 26 F84層 浅鉢 内面肥厚。 2本単位の沈線文。 内外面丁寧なナデe 砂粒少量含む。

第17図 11

NST 2 C区間ベ

ル ト4層 (暗黄

灰色土 )

鉢 回縁短 く直立 ? 磨消縄文 (RL)。 沈線描線後に縄文。
外面ナデ。内面巻貝条痕+ナ
デ・ミガキ。

自色砂粒含む。

第17図 12
F8・ F9,G8
69 4層 磨消縄文 (RL)。 縄文施文後に沈線。

外面 ミガキ。 内画条痕 +ナ 白色砂粒・微p
電文帯に赤色顔料。

第17図 13 E83層 浅鉢 ボウル形の器形。 胴部に円形文。 外面ミガキ、内面ナデ。
大 粒 の 自色 砂

粒、雲母微砂粒
含む。

傍曽1フ図 14 C64層 浅鉢 ヨ唇肥厚.内面に段. 曙消縄文 (RLl 内外面ミガキ+ナ デ 白色仙砂粒含む。 目文帯に示色顔料.

第 1フ図 15 E84層 外反する器形。
2本単位の沈線文。円形・渦巷き+斜行
の意匠。

外面ナデ。内面不明。 砂粒少量含む。

第 1フ図 Eア 4層 浅鉢
内面に段。日唇や
や 日田1亘 ^

口唇と口縁直下に沈線文。日唇内側に
短沈線状の亥Jみ 目文 (巻貝殻頂部)。

勺外面ミガキ・ ナデ。 自色砂粒多く含む。

第 17図 Iフ F83層 浅鉢 日唇肥厚。内面に跳
日縁 1条 の沈線。押圧文状の刻み目文
(国 唇巻貝殻頂部 ?)。 勺外面ミガキ。 自色砂粒多く含む。 補修孔あり

第17図
EWT 3 C区 間
ベル ト4層 下層
Po32

浅鉢

口縁屈曲。日唇大
きな平坦面。山形
突起。

突起部頂部巻貝殻頂部刺突、左狽叫こ螺油
状の大きな挟り。突起部、波底部、胴白
に短沈線状の亥」み目文 (巻貝殻頂吉0。

外面巻貝条痕十ナデ。内面ナデ。 自色砂粒多く含む。

第17図 19 G・ H04層下層 浅鉢 日縁屈曲。日唇1巴厚。 短沈線文状の刻み目文 (原体棒状工具?) 内外面巻貝条痕+ミ ガキ。 石英含む。

第17図 E63～ 4層 浅鉢 胴部屈曲、内面段。
磨消縄文 (RL)。 下部は円形意匠。屈
曲部に短沈線状の亥」み目文 (巻 貝殻頂
部)。

内外面ミガキ。 3色微砂粒含む。

第17図 D74層 浅鉢 胴部屈曲。
磨消縄文 (RL)+短 沈線状の刻み 目文
(巻貝殻頂部 )。

内外面ミガキ。 白色砂粒含む。
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番号

物
号

遺
番 図版

出土地点
器  種 器 形 文  様 調  整 胎 土 備  考

第17図 :63～ 4層 深鉢
コ縁やや肥厚。山
口ち名,き己ハ

把厚部に巻貝殻頂部刺突。突起部側縁
こ巻貝押圧・半回転文様。

内外面巻貝条痕十ナデ。 匂色砂粒多く含む。

第17図 )73層 深鉢
口縁肥厚、段。波
減 口 綴 _

巻貝側縁押圧文 (上部を欠いた原体) 殉面ナデ
自色微砂粒多 く

含む。

第17図 )73層 深鉢
国縁肥厚、段。山
Π杉牢芋己ハ 巻貝設頂刺突文。

口縁内外画ナデ。頸部内外E
巻貝条痕。

微砂粒含む。

第18図 1 )83層 深鉢
口縁肥厚、段。法
】ギロ綴 _

巻貝狽1縁押圧文 (上部を欠いた原体 )

外画ナデ・巻貝条痕 ? 内E
巻貝条痕。

大粒の自色砂粒

多 く含む。

第18図 2 4ヽ3～ 4層 上面 深錬
ヨ縁内湾、肥厚。
″記^

己由部と突起部に短沈緑列 (巻貝殻頂部) 内外面ナデ。 白色砂粒多く含む。

第18図 3 ア3～4層 上面 深鉢 ヨ縁肥厚、段。 巻貝側縁押圧文 (上部を欠いた原体) 内外面巻貝条痕十ナデ。
砂粒 (多)、 金
雲母含む。

第18図 3・ 5は 隔
―個体の可台レ性。

第18図 )74層 深錬 ]縁やや月B厚。 巻貝側縁押圧文 (上 部を欠いた原体 ,

外面巻貝条痕 +ナ デ。内面沓

貝条痕。

大粒の自色砂粒
今 赤 _

第18図 5 )74層 深鉢 口縁部に隆帝。
口唇と隆帯上に巻貝押圧文。隆帯上は
巻貝半回転か ?

外面ナデ。内面巻貝条痕キナデ。 砂粒多 く含む。
第 18図 3・ 5は
同一個体の可能
‖十

第18図 6 74層 深鉢
ヨ縁 部 外 面 に 月:

ヨ_口 底 平 畑面 ^

巻貝殻頂部刺突。 内外面巻貝条痕十ナデ。
大粒の自色砂粒

含む。

第18図 ア
:W手360・ H(

十層下層
ヨ縁 わ ず か に厄
也。

沈 線 文 (内 面 に ス ジ 明 瞭 。 原 体 巻

貝 ?)日 縁・頸部 に各 2条 +ナデ ?口
唇二枚貝による刺突状刻み 目文。

内外面巻貝条痕+ナデ。 微砂粒多く含む。

第18図 8 =63層 深鉢
口縁やや屈曲。チ

状口縁。

2本一単位の沈線文。波頂部日唇に短
沈線状刻み目文。

外面巻貝条痕+ナ デ。内面巻貝
条痕 (ヘナタリタイプ縦位)。

微砂粒多く含む。

第 18図 9 )フ 3～4層 突起。国縁肥厚。
内外面に沈線文。沈線突起を取 り巻
く。正面に透子し2。

内外面とも巻貝+ナ デ。
白色砂、雲母等微
砂粒多く含む。

第 18図 )73～ 4層 上面 深鉢
波状 口縁 。 日縁月[

1夏 ^

波頂部に3条の短沈線。日唇部、頸部
に沈線。

内外面巻貝条痕十ナデ。
自色砂粒、金雲
母微砂粒含む。

第 18図 11
Ｄ６
面

3～ 4層 上
深銚 波状口縁。

多重区画文 ?突起正面に透かし。日唇短
沈線状刻み目文 (原 体巻貝殻頂部)。

外面ナデ、内面ミガキ。

白色砂粒、金雲

母の微砂粒多 く

含む。

第 18図 12 27 Fア 3～ 4層 深鉢

口縁部肥厚。頂部
が偏つた三角形の
牢tB^

突足頂部に入り組み文。頸部に半円形
文、クランク状文。内面クランク状文。

内外巻貝条痕 +ナ デ。

第18図 13 B43～ 4層 上面 深鉢 波状口縁。
国唇部に太い沈線、波長部に巻貝殻頂
部刺突。だ円形透し。

内外面ナデ。

第 18図 27 Eフ 3～4層 沈線文 (長方形区画文 ?) 内外面ナデ。
金雲母、微砂 4‐

含む。
勺面にスス付着。

第 18図 15 E73～ 4層 突起 (1/2残 存 ) 縁辺部に対ヽさな刺突。側面に太い沈線。 全面ナデ 白色微砂粒含む。

第 18図 北壁中央 3層 深鉢
瘤状の突起。日唇
月R厚、凹面ぅ

唇
、

ｎ
口
貝

突起に刺突状刻み目文 (二枚
内外面巻貝条痕十ナデ。

白色砂粒多 く含
む。焼土粒含む

第18図 27 B43～ 4層 上面 深鉢
波状口縁。内外面

肥厚。

波頂部、 内外面 に短沈緑 状亥」み 目文

(原体不明)。
内外面巻貝条痕。日縁ナデ。

白色の微砂粒多
く含む。

第 18図 18 27 F73～ 4層 鉄
口縁肥厚、頸部短
く屈曲。

口唇部に渦巻き文・直線文。頸部に大
きな円孔、方形区画文。円孔内外、胴
部に円形文。

内外巻貝条痕 +ナ テ。
金雲母、石英多
く含む。

第18図 19 27 D53～ 4層 上面

突起。日縁肥厚。
内面凹線様にくぼ
む。

口唇に沈線・巻貝疑似縄文。正面と突
起頂言辟こ透孔。

外面ミガキ、内面ナデ。
自色砂、雲母等仙
砂粒多く含む。

第18図 27 C74層 口縁拡張。 上面施文 (沈線文) 外面ナ売 内面巻貝条痕+ナ デ。
微砂粒多く含む。
金雲母含む。

第 18図 21 27 B63～ 4層 上面 ヨ縁肥厚。 口緑に横走沈綬2条+直 交する沈線文。 内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒含む。

第 18図 2ア E83層 深鉄 ヨ縁外反。日Fsl巴厚。 口唇直線文+鋸歯文 (原体巻貝 ? 外面ナデ、内面巻貝条痕+ナ∴ コ色砂粒多く含む。

第18図 27 北側斜面 4層 沈線文。垂下する意匠。 外面ナデ。内面巻貝条痕十ナデ。

第 19図 2フ H9Po13 筒状突起 (上部は
渦巻き状)。

突起上端に沈線 2条十直交する沈線。
前面に透かし。国縁下部に沈線 3条。

内外画ナデ。 自色砂粒含む。

第 19図 2 27 D44層 鉢
口縁部肥厚。緩波

状口縁。
磨消縄文 (RL)。 頸部逆T字文。

外面巻貝条痕+ナデ、内面ミ
ガキ。

第 19図 3 27 C44層 Po15
胴部内湾。橋状把

手の痕跡ある同一

個体破片あ り。
審消縄文 (RL)

ガキ
。

券
面
デ

外

ナ
内面巻貝条痕 + 自色砂粒、金雲

母等微砂 粒 含
む。

第19図 27 F63層 昏消縄文 (RL充填 ) 外面ナデ。内面巻貝条痕。
白色砂粒多 く含

第19図 5 C64)冒 鉢 頸部短く屈曲。
口縁内外面と頸部下端に太い沈線 (源

体巻貝 ?)。 国縁に磨消縄文 (RL)。
外面ナデ。内面巻貝条痕十ナデ(

金多
む

く
含

粒
母

砂
雲

第19図 6 27 D44層 鉢
口縁肥厚。山形突

起。

突起部渦巻き状意匠。
文。頸部 三角形意 匠
(RL)。

線
文

沈
縄帥蹴

口

，
外面ナデ。内面巻貝条痕。

白色微砂粒多 く

含む。

第19図 ア )44層 胴部内湾。 磨消縄文 (RL) 内外面巻貝条痕。
白色砂粒、金雲
母多く含む.

第19図 8 53層 胴部内湾。 磨消縄文 (RL)。 渦巻き意匠。 外面ナλ ハ面巻員条痕+ナ デ. 微砂粒多く含む。

第19図 9 こ44層 Po15 深鉢 口縁外反。 刺突、垂下短沈線 (巻貝殻頂部 7)
外面巻貝条痕十ナデ。内面巻
貝条痕。

自色砂粒多く含む。

第19図 73～ 4層 深鉢 ヨ縁部肥厚。 日縁部に重孤文 (原体巻貝)、 亥」目文。 内外二枚貝条痕+ナ デ 白色砂粒多く含む。

第 19区
Ｄ５
面

3層 ～4層上
深 抹 ヨ縁肥厚。 上面施文。沈線文2条。 内外面ナデ。

白色微砂粒多 く

含む。

第 19図
'3層

深 鉢

半円形の突起。日編
外面1巴厚。日

FE平近
面A顕部屈曲.

突起に対向孤文。日縁縄文 (LR)
外面ミガキ・ナデ。内画条痕
十ナ売

自色微砂粒多 く

含む。
哺修孔あ り

第19図 こ64層 浅鉢 口縁内面肥厚。
口唇沈線。日縁内面凹線様に凹む。凸
著焉に巻貝疑似縄文。

勺外面ミガキ。
大小の白色砂粒

含む。
補修子し。

第19図
EWT 3中 央～

西側4層
深鉢

口縁外反、やや肥
Fi^

方形区画文、垂下短沈線 (巻 貝殻頂
部 )。

勺外面巻貝条痕十ナデ。
J色砂粒多く含
に、

第19図 EVW 34層 下層 鉢 直口。
磨消縄文 (RL)。 V寧・」字文 (原体巻
貝)。

勺外巻貝条痕 +ナデ

第19図 E83層 口唇やや月B厚。突

起。

沈線文 (2本 一単位 ? 意匠不明)。

日縁巻貝疑似縄文。突起部に短沈線状
の刻み目。

勺面ナデ。巻貝条痕。

白色砂粒、金重
母等 微砂 粒ε
ユ,^

第 19図 17 E83層 栗鉢 頸部屈曲。
口唇一部に巻貝側面押圧。頸部に巻貝
殻頂部を斜位に刺突。

勺外面巻貝条痕+ナ弐
大粒の自色砂粒

多く含む。

施文原体は殻頂

部を打ち欠かれ
た巻貝。
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図
具

挿

懸
遺 物

図版
注記

出土地点
器  種 器 形 文  様 調  整 胎  土 傭  考

第19図 D74層 願部緩 く屈曲。
層消縄文 (香貝薙似縄文)。 疑似縄文
施文後に沈線文。

内外面ミガキ (ミ ガキ幅3～ 4mm)。
大粒の自色砂粒
含む。

第19図 ア4層 洞部内湾。 縄文 (RL)+短沈線。 内外面巻貝条痕+ナデ 自e砂粒多く含む。

第19図
354,冒 Po14
(5Xl内 ?)

鉢 縄文RL。
外面巻貝条痕残る。内面巻貝
条痕 +ナデ。

E英多く含む。金
ヨ母徹秒対合J・ ト

第 19図 D73層 深 鋏 日縁肥厚、平坦面。
口唇部と頸部に巻貝側縁押圧文 (上部
を欠いた原体)。

内外面条痕 +ナ デ。
白色砂粒多量、金

雲母少量含む。

第19図 北側斜面4層
口唇やや肥厚・平
坦面。

口唇、束J突状亥Jみ 目文 (二枚貝 サル
ボウタイプ)。

内外面巻貝条痕 +ナ デ。
大粒の白色砂粒
含む。

第20図 F63層 深 鉢 口縁外反。 口唇巻貝狽1縁圧痕。 内外面巻貝条痕。

第20図 2
EヽかyT_3 H0 4
壇下麿 Po22 深 鉢 口唇に二枚貝による刺突状刻み 目度。 外画ナ元 内面巻貝条痕+ナデ。 砂粒多 く含む。

第20図 3
N5T-2  4)冒
Po4 深鉢

口稼月」厚 。螺 樹∫様

く 外 反 。 胴 部 内

湾。

口唇 短 沈 線 状 刻 み 目文 (巻 貝 殻 頂
部 )。

内外面二枚貝条痕。 白色砂粒含む。

第20図 4
Eヽ′VT-3 H0 4
層下層 Po24 深 鉢 日唇薄い。

外面ナデ。内面条痕 +ナデ。
内外面凹凸顕著。

砂粒・雲母微紀
片含む。

補修孔。

第20図 5 ・H0 4層下層 内湾する器形。
口唇部短沈線状 の刻み 目 (原 体巻
買?)ぅ 内外面ナデ。 砂粒多 く含む。

第20図 6
EW手3H0 4層
下層 Po21 口唇月B厚。 内外面ミガキ。

砂粒・金雲母絹
片含む。

第20図 7
EヽryT_3 日0 4
層下層 Po23 深 鉢

外面巻貝条痕、内面巻貝条痕
+ミ ガキ。 砂粒多 く含む。

第20図 8 A3 3～ 4層 上面 注口 と口基部に凹線状のくぼみ。 外面ミガキ。 自色の微砂粒含む。 基部擬口縁。

第20図 9
EVy1 3 H0 4層
下層 Po31 底部 高台状の底部。 内面条痕十ナデ。外面ナデ。 砂粒少量含む。 貞径9 3cm。

第20図
EllyT_3日 0 4
層下層Po1 7

底部 高台状の底部。 勺外面条痕 (原体不明)十ナデ。 大粒の砂粒含む。 頁径 1 3cm。

第20図
CttNST 2・ C区
間ベルト4層 Po8 浅鉢底部 高台状の底部。 冬面丁寧なミガキ。 白色砂粒多く含む。 貞径 1 5cm。

第6表 C区出土石器観察表

図
号

挿

番

物

号

違

番 図版 注  記 器 種 石  桐 色 調
法 量 (cm)

重量 (g) 特  徴
長 さ 幅 厚 さ

第20図 中段 3～4層 讃打石錘 河原石 灰色 17 一端は敲打、一端は打欠き。

第20図 D44層 lT欠 き石鍾 河原石 灰色 14 57 隠推卜け部磨滅 (使用痘 ?)

第20図 EVIT 3 GO・ H04層 下 敲打石鍾 河原石 灰自色 面端敲打。

第20図 EW手 3 GO・ H04層 下 切目石錘 河原石 暗灰色 15 37 一端は打欠き、一端 tよ施溝。

第20図 F53層 敲打石錘 河原石 茶灰色 10 鼓打後施溝 ?

第20図 54層 敲打石錘 河原石 灰色 59 27 14 一端は打欠き。縄掛け部磨減 (使用痕 )

第20図 ア4層 護打石錘 河原石 灰角 12 一端は打欠き。縄掛け部磨滅 (使用痕)

第20図 ヨ0～H04層 下層 切目石錘 河原石 灰色 14 鰹桂Hナ部磨滅 (修用痛)?
第20図 Eフ 4層 打欠き石錘 河原石 灰色 16 健掛け部磨滅 (使用痕 )。 被熱 ?

第20図 NS手2-C区間ベル ト4層 打欠き石鍾 河原石 灰 色 31 13 両端打欠き (磨滅 )

第20図 54層 切目石錘 河原石 緑灰色 フフ 縄掛け音Б磨滅 (使用痕)

第20図 54層 切目石鍾 河原石 暗灰色 13 51 敲打、剥離後に施溝。

第21図 1 F53層 打欠き石鍾 河原石 灰色。縞文様 11 両端打欠き。

第21図 2 E54層 lT欠 き石錘 河原石 灰色 51 15 健掛け言Б磨減 (使用痕 7)。 一端は敲打。

第21図 3 NS手 2・ C区間ベル ト 二次加工剥片 サヌカイト 増灰色 10

第21図 4 EW手3G04層 下 磨 石 河原石 灰褐色 一面に平坦面。

第21図 5 573～ 4層 叩石・磨石 河原石 灰褐色 925 被熱。

第21図 6 14 Pol 磨製石斧 安山岩 A 灰色 ,22 表面、側面に敲打痕、研磨痕。刃部研磨痕、狽
用痕。刃部再生か ?

第21図 ア Fア 3提藝 磨製石斧 安山岩 A 灰色 27 刃部研磨、刃こばれ状の使用痘.他は敲打痕。

第21図 8 南半部4層 下層 打製石斧 安山岩 A 灰色 127 欠損膳裂石斧の転用。刃部峡外は敲打痕。便汗
痕な し。

第21図 9 『84層 打製石斧 安山岩 A 灰色 177 欠損磨製石斧の転用。刃部若干磨滅。

第21図 EW牛3中央～東側 5層 打製石斧 安山岩 A 灰褐色
欠損磨製石斧の転用。刃部に使用痕。刃吉出若〒
使用痕。一面は打痕、一面は大きな剥離面。

第21図 3層 打製石斧 ※安山岩 A 灰色 12 磨製石斧の転用。一面に敲打痕。欠損後に刃訂
剥離。

第21図 EhfrT 3 5層

「
製石斧 ※安山岩 C 白色 15

安山岩 A・ B・ Cは、第 5章 2師参照。※は中村唯史氏の鑑定による。
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第 3節  F区 の調 査

1.土層と遺構検出状況 (第22図～23図・図版12～ 15)C区の南側を F区 とした。この調査区

では、北西から南東方向の旧河道 2条 (SRl・ 2)と 、南北方向の旧河道 1条 (SR3)が 検出

された。河道の配置をみると、当初東南方向に流れていた能登川が、次第に西に向きを変えて現在

に至る様子がうかがえる。出土遺物は、 SRl出 土土器が後期前葉主体、 SR2が 後期中葉主体

と、 SR2がやや新しい様相を示している。一方、第 2節で述べたとおり、 SRlと SR2を切っ

て SR3が形成されたと考えられる。遺物の状況などから、 SRl→ SR2→ SR3の順で形成さ

れたと推定される。

SRl・ SR2と もに、発掘調査は遺物が出土しなくなった面で止めている。調査終了時の面で

は、河道側面と両河道に挟まれた部分に礫が集中し、河床には暗黄色砂質土が堆積した状態であっ

た。礫群は、広い範囲で堆積していると思われ、これを削りこんで SRl・ SR2が形成したと推

測される。暗黄色砂質土は河床に堆積した土壌で、さらにその後に遺物包含層が堆積したと考えら

れる。

SRlは 、長さ約30m、 幅約20m、 深さ約 lm、 sR2は 長さ約15m、 幅約15m、 深さ約06

mの規模で検出された。 SRlの下部には暗茶灰色土 (第 23-1図 7～ 8層 図版 13)が堆積し、

これが遺物包含層であった。その上には黄灰色砂土 (同図 5層)がレンズ状に堆積しており、氾濫

と堆積を繰 り返しながら河岸段丘を形成したと考えられる①

出土遺物は、 SRlで は東西ベル ト付近の東岸面で多く出土した (図版 13・ 14)。 SR2は 、

河床底付近で多く出土し、出土地点は南に偏っている。なお、 F区では突帯文土器が出土している

が、これは SR2付近で表土掘削時に出土したものが多い印象がある。

2.SRl出 土遺物 (第24図～第36図 。第53・ 54図 図版30～ 37・ 46・ 47)

後期初頭土器 (第 24図 1～26・ 第25図 H～ 19)第 24図 1は滑石混入土器である。内外面ナデ

調整の無文部分で、阿高式の可能性がある。

2～ 10は 中津式である。磨消縄文で意匠を描 くが、 4は縄文が充填されていない。また、 6の沈

線文は下端で途切れ、刺突文が施されている。 7の縄文は条・節ともに非常に細かく、一見条線に

みえる。10は壷形に図示 したが、90度回転して北白川C式にみられる富士山形の大波状口縁の可

能性もある。

H～ 17・ 21は、福田K2式である。口縁部が屈曲、あるいはやや月巴厚し、沈線末端が不連続の磨

消縄文が描かれる。 15・ 21は縄文が施されず、沈線文が硬直化している。16は胴部が屈曲する浅

鉢である。

18～20は 同一個体で、宿毛式あるいは松ノ木式と考えられる。隆帯で区画文・円形の意匠を描

き、隆帯上に縄文が施されている。隆帯側縁は、沈線文で縁取 りされている。

第25図 H～ 19は、胴部が屈曲する浅鉢である。屈曲部に刺突文列 (H)。 平行沈線文間に短沈

線文列 (13・ 15～ 17)・ 短沈線文列 (18・ 19)が施される。刺突文、短沈線文の原体は巻貝殻

頂部と思われる。

第24図22～ 26は 、屋敷式である。22・ 24は 口縁外面がやや肥厚し、屈曲部分に巻貝による短

沈線 (22)や巻貝側面押圧文 (24)が施されている。24は波頂部下にも巻貝側面押圧文、垂下沈

線文がみられる。23・ 25・ 26は 内面が肥厚するもので、口唇部に短沈線文列が施され、25。 26

には内面に沈線文が施される。内面が肥厚するものは、従来屋敷式には含まれていないが、24な

どとよく似ることから屋敷式と考えた。
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後期前葉土器 (第 24図27～ 31。 第25図 1～ 10・ 20～ 22・ 第53図 1～ 4・ 6・ 第54図 2・ 3)

第24図 28～ 31。 第25図 1～ 10。 第53図 3は成立期縁帯文 と思われる。第53図3は 口縁部に入

り組み文を描 く土器で、サルガ鼻式の文様であるが、日縁部の肥厚具合から成立期縁帯文 と考え

た。第24図28～ 31・ 第25図 1～ 7は、口唇部がやや肥厚 し、そこに沈線文・刺突文・短沈線列が

施される。第24図 29～31・ 第25図 3に は巻貝殻頂部による刺突文、第25図 5～ 7に は二枚貝に

よる刺突文列または短沈線列が施されている。

第25図 8～ 10とよ、深鉢の突起部である。 8は山形の突起で、日唇に沿った沈線文と波頂部に直

交する短沈線がみられ、正面に楕円形の透かし孔が設けられている。 9。 10は杯状の突起で、 10

は渦巻き状を呈している。 9は突迅部頂部と口唇部に短沈線文列が施されている。

第24図 27・ 第25図 20～ 22・ 第26図 1～ 12・ 第53図 1・ 6・ 第54図 3は津雲 A式に似た土器

だが、時期幅がある可能性がある。外面に肥厚する主文に、円形文とそれに取 り付 く楕円形区画

文 (第 25図 22・ 第26図 1・ 3・ 第53図 6)/d~どは、津雲 A式によく似た要素であるが、斜格子文

(第 26図 2・ 7)、 刺突文列 (同 6)、 斜行短沈線文列 (同 5。 9～ 12)/d‐ どは、この地域独特

の文様かもしれない。また、口縁部に羽状文を入れるもの (第 53図 1)や主文部分に方形文 (第

25図 20)、 垂下短沈線文 (同 21)を配するものも、東部瀬戸内地方ではあまり見られないように

思われる。第24図 27・ 第54図 3は口縁部外面が月巴厚 し、直線文と地文に細かい刺突文または撚 り

戻 し縄文が施されている。同一個体の可能性がある。第54図 2は垂下隆帯と沈線文が施される特異

な土器である。型式は不明だが、縁帯文としておく。

第26図 13・ 14は 口縁部に縄文が施される土器で、同図 15。 16・ 第53図 2はその胴部と思われ

る。第26図 16は器壁が薄 く、新しいかもしれない。

第26図 17～ 19は、口縁内面が肥厚する土器で、日唇部に短沈線状の刻み目文が施されている。

17・ 18は肥厚部が凹線文状にくばみ、19に は沈線文が引かれている。 17・ 18は成立期縁帯文の

可能性もある。

第27図 1・ 第53図 4は、小池原上層式か。第27図 1は 3本沈線による磨消縄文で横走・蛇行意

匠が描かれている。左端には矮小化した」字文がみえる。第53図 4は、頸部に垂下する縄文帯 と円

形刺突文列が施されている。

第27図 2～ 15は後期前半と思われるが、型式不祥な土器群である。 2・ 3は口縁に羽状の沈線

文、口唇に短沈線状の刻み目文が施され、 3は口縁がやや肥厚する。羽状文は、九州の系譜を引く

文様であろうか。 5は沈線文で曲線意匠を、 7は平行沈線文間に巻貝殻頂部による円形・斜行刺突

文が施される。津雲 A式より古い印象がある。 6は口縁・口唇に斜格子文が描かれ、文様は第26

図 2・ 7/d~ど と共通 している。

第27図 9・ 10は口縁が肥厚する浅鉢形の無文土器である。口縁部の肥厚形状は第25図 22な どと

大きく違っており、両者が同時期かどうか不明である。

第27図 H～ 13は二山の突起をもつ土器で、突起部は肥厚 している。第27図 Hは巻貝殻頂部に

よる刺突文を、 12。 131よ 多重沈線文によりW字意匠を描いている。土器の様相は、屋敷式などに

近い印象を持つ。 4は 円形刺突文が 4段以上に施される鉢形である。 8は緩波状口縁のボウル形

で、口縁に押引き状の刺突文、口唇に多重沈線による鋸歯状文が施されている。 14・ 15は わずか

に口縁部が屈曲する土器で、 2本の沈線文が口縁部に沿って描かれている。14の波頂部にはさら

に円形刺突文が付加されている。 4・ 8・ 14・ 15は 、津雲 A式より時期が下るかもしれない。

後期中葉土器 (第 27図 16～ 35) 16・ 17は彦崎K2式の注口または壺形である。16は R齢毛文、

17は巻貝疑似縄文で磨消縄文帯を構成している。 16は右下に大きな円形意匠がうかがえ、その左
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上に小さな円形文が配されている。 17は上下端に斜行する三枚貝刺突文列、その間に連孤文が描

かれるなど、16よ り新しい要素がみられる。

18。 19は沈線文と巻貝疑似縄文が施される浅鉢で、彦崎K2式と思われるが、九州系土器群にも

組成される可能性がある。

20～ 29は石町式 (北久根山第二型式)である。20～ 25・ 27は 口縁部がやや肥厚 して横走する

沈線文が描かれている。23は地文にRL縄文が施されている。261ま 隆帯とその脇に蛇行沈線文が垂

下 している。地文はRL縄文である。28・ 29は 口縁部付近に巻貝疑似縄文が施されている。29は左

端に垂下沈線がみられる。

30～35は型式不詳の土器である。30。 31・ 34は細沈線文で文様が描かれる土器で、30が弧

状、31が精円形、34が梯子状の意匠を描いている。34は その右にさらに刺突文列が施されてい

る。

32・ 33は直線文 と不連続な連孤文が描かれている。連孤文が結節縄文の影響と考えるなら、一

乗寺K式に併行あるいは後続すると思われる。

後期無文土器 (第28図～第35図 6) 第28図 1や第30図 1な どは比較的丁寧にミガキまたはナ

デ調整された精製土器だが、ほとんどは粗製の土器である。器形は頸部がくびれて口縁部が外反

するもの (第28図 18な ど)と寸胴器形 (第31図 11な ど)があり、ある程度器形がわかる大きな破

片をみると前者が 18、 後者が15と 、ほぼ 1:1の比率である。口縁部は波状口縁 13、 突起 5を数

えたほかは水平口縁である。突起は三山のもの (第 30図 9。 13)と 一山のもの (第 29図 5/1~ど )

がある。口縁端部に刻み目文があるものは38点図示した。巻貝側縁を押圧したもの 2点 (第29図

9。 第30図 8)、 巻貝殻頂部による短沈線状の刻み目文24点 (第 28図 17な ど)、 三枚貝刺突文

12点 (第 29図 3な ど)の内訳である。日唇部無文は25点である。器面の調整は、ナデ調整と併用

されるものも多いが、内外いずれかに巻貝条痕が観察されるもの64点 (第 30図 10。 第33図 2・

6・ 8な ど)、 二枚貝条痕がみられるもの 9点 (第 32図 9・ 第33図 9・ 10な ど)、 条痕が観察で

きないもの 3点 (第 28図 1・ 第29図 9・ 第30図 6)で、約 8割以上に巻貝条痕が観察される。

後期無文壺形土器 (第 34図 5～ 7) 頸部が短 く外反 し胴部が張る器形で、内外面 ともにてい

ねいに調整されている。

底部 (第 34図 8～ 17) 8～ Hは平底、 12～ 14・ 16・ 17は高台状の底部、 15は 円板状の底

部である。 9の底外面には指による調整痕がみられる。 15の底外面には、縁辺に砂粒圧痕が顕著

で、拓影右下には巻貝圧痕がみられる (図版48-8)。 カワニナあるいはイソニナなど、ら肋がな

い種類の貝である。

無文浅鉢 (第 35図 1～ 6) 口縁端部が屈曲気味のもの (1・ 2)、 わずかに外反 して内面に

稜をもつもの (4)な どがある。 5・ 6は底部または底部に近い破片である。 6の外面は巻貝条痕

を粗 く残すが、大きく開く器形であること、内面調整がていねいであることから浅鉢と半U断 した。

石器 (第 35図 7～第36図 2) 第35図 7・ 8は石錘で、 7は打欠き石錘、 8は切 目石錘であ

る。ともに河原石が利用されている。

第35図 9は剥片で、自然礫の端部である。使途目的のある剥片ではないかもしれない。

第35図 10。 13は磨石・叩石で、ともに河原石が利用されている。 10は使用痕が不明瞭だが、

13は側面に打痕、表面に擦 り痕がみられる。

第35図 Hは磨製石斧基部である。敲打痕、研磨痕が観察できる。剥離は欠損時のものの可能性

がある。

第35図 12・ 14・ 15は打製石斧である。 12・ 14の刃部・側縁には使用痕と思われる磨滅がみら
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第7表 SRl出 土土器観察表

凶
０〓

坤
番

物
号

遠
番 区版

注記・

出土地点
器 種 器 形 文  様 調  整 胎  土 備  考

第24図
:区 SRl東西ベ
レト5層

対外面ナデ。 滑石含む。

第24図 2

'層

磨消縄文 (LR)。 下端にも沈線。 肉外面ナデ 白色砂粒多 く含む。

第24図 3 ,～ 6層 土器溜り 波状口縁。 磨消縄文 (RL)。 下端にも沈線文。
外面ミガキ・ナデ。内面
ナ元

白色微砂粒含む。

第24図 4
5層 下 層 ～ 6層

土器溜 り
波状 口縁。 回唇平
坦面。

沈線文 (矩形意匠) 内外面巻貝条痕+ナ デ。 大粒の自色砂粒、金雲母含む。

第24図 5
東岸 6層 土墨
溜まり

磨消縄文 (LR 4本撚り) 外面ミガキ。内面ナデ。 大粒の白色砂粒含む。

第24図 6
'R15層

注目か壷 胴部内湾。
磨消縄文 (充填 ?)。 クランク状文 (垢

体巻貝?)。 巻貝殻頂部刺突文列。
外面ミオキ、内面丁寧な
ナデ。

救砂粒含む。 下部は擬口縁。

第24図 7

'層

下位茶灰色土 党鉢 ? 胴部内湾。
磨消縄文 (LR 節非常に細かい )

三角形の意匠 ?
内外面ミガキ。 白色砂粒含む。

第24図 8 北部中央 6層下位 浅鉢 ? 日縁内湾。 磨消縄文 (充填RD 外面ミがキ。内面ナデ。 白色砂粒含む。

第24図 9

'層

下位 茶灰色土 胴部屈曲。 磨消縄文 (RL 充填 ?)
外面ミガキ。内面条痕十
ナデ。 白色微砂粒多 く含む。

第24図 S層 注日か壺

玉葱形の器形 か。
蓋受け状の日縁
(波状口縁 )。

磨消縄文 (」 R 充填 ?)
口縁ナデ。外面 ミガキ。

内面ナデ。
白色砂粒、金雲母含む。

北自川C式の箱形 E
縁の可能性もあり。

第つ4図 ,層 Po90-1 ,完鉢 口縁強く内湾。 磨消縄文 (RL充填 )
外面ナデ。内面巻貝条痕
+ナ∴

自色砂粒妄 く含む。

第24図 12 ,層 下位 深鉢 ? ヨ縁肥厚・屈曲。
磨消縄文 (RL)。 縄文施文後に沈
鱒 内外面ナデ。 白色砂粒多く含む。

第24図 13 東岸付近 5層 ヨ縁内湾。 沈線→縄文 (LR)。
外面頸部二枚貝条痕、内
面ナデ。

金雲母等砂粒多く含む。

第24図 棄端部土器溜まり 浅 鋏 ヨ唇平坦。
審消縄文 (RL)。 J字 文端部不連
常 _

内外面ミガキ。 白色の微砂粒含む。

第24図 15 ;～ 6層 ヨ唇肥厚。 沈線文。刺突文。 内外面ナデ。 砂粒目立たなしヽ。

第24図 16 う層下位 浅鉢 夏部屈曲。内面稜。
審消縄文
9^

(RL)。 縄文施文後に沈
内外面ミガキ。 白色砂粒多く含む。

第24図 1フ 5層 浅鉢 ヨ縁外傾。 肉面に磨消紹支 (LR)。 」卒支 . 内外面ミガキ。 砂粒あまり含まない。

第24図 東岸付近 S層 浅 鉢
ドウル形の器形 ?

ヨ縁外反。
浮線文で方形区画状の意匠 (側 縁沈線
で縁取り)。 浮線文上に縄文 (Rい 。

内外面ミガキ。 微砂粒 '金雲母多く含む。
18・ 19,20は同一

個体の可能性。

第24図 19 30
東側5～ 6層 土
器

'留

り
注口か浅鉢 同部内湾。

浮線文で直線意匠、円形文に取り付
く。浮線状に縄文 (RL)。

内外面 ミガキ。 微砂粒含む。

外 面 に赤 色 塗 彩 。
18・ 19。 20は同一

個体の可能
′
性。

第24図 東岸付近 5層 浅 鉢 ボウル形の器形。
浮線文 (沈線文で縁取 り)。 浮線文
上に縄文 (RL)。

内外面丁寧なミガキ。 微砂粒含む。
13・ 19・ 20は同一
イほ払つい訂台レ′性^

第24図 21 北部中央 5～6層
日縁外面わずか に

稜。波状口縁。
沈線文 (内面いスジ)。 国唇部に巻

貝短沈線状刻み目文。
内外面巻貝条痕十ナデ 白色砂粒含む。

第24図
5～ 6層 上面
(東西ベル ト)

深鉢 口縁掲B厚。 短沈線状の刻み目文 (原体巻貝殻頂部) 内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒含む。

第24図 J略 [中央 5～6層 深鉢
口縁 内面 に肥厚。
山形突起。

日唇短沈線状の刻み目文 (日本巻貝) 勺外面巻貝条痕。 コ色砂粒含む。

第24図 5層 深欽
口縁波状口縁。日
縁月R厚ハ

屈曲部・歯頂部に巻貝押圧文。波頂
部垂下短沈線.

月外面巻貝条痕+ナ デ。
白色砂粒、雲母微砂粒多
く含む。

第24図 5層 深 鉢 波状口縁。

波頂部内面に太い垂下隆帯。隆帝に

沈線文 2条取 りつ く。日唇短沈線状
の刻み目文 (原体巻貝 ?)

内外面ナデ。 匂色砂粒多 く含む。

下端は擬口縁。
25・ 26は 同一個体
の 画 台レ性 _

第24図 31 5層
内面肥厚。二 山の

突起。
内面施文。突起内面に棒状の浮文。

国唇短沈線 ?状の刻み目文。
内面巻貝条痕+ナ デ。 ヨ色微砂粒含む。

と5,26は 同一個体
わ可台身性 ^

第24図 31 5層 深鉢 □縁外面に肥厚。 沈線十二枚貝刺突文か撚 り戻 し縄文。 内外面ナデ。

第24図 31 6層 口唇肥厚て 口唇に不連続の沈線文。 内外画巻貝条痕十ナえ 白色砂粒多 く含む。

第24図 31 5～ 6層 口縁外面に肥厚。 日唇部に刺突文列 (原体巻貝殻頂部)。 肉外面巻 貝条痕十ナデ

第24図 31 ‖ヒ部中央5～6層 深鉢
口縁やや内湾。 日
唇肥厚。

日唇沈線+束」突文列 (巻貝殻頂言D 内外面巻貝条痕+ナ デ 白色砂粒多 く含む。

第24図 31 5～6層 深鉢 口縁肥厚。
上画施文。沈線文+巻貝殻頂部斜位
に刺突。

外 面 巻 貝 条 痕 +ナ デ。 応
面 巻 目峯痘 _

大粒の砂粒含む。

第25図 1 31 5層 波状日縁。

皮頂部外面やや凹む。日唇沈線。汲

買部に2か所、波底部に1か所大きな 内外面巻貝条痕+ナ デ。 白色砂粒含む。
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第25図 2

'層

鉢 ?
口縁肥厚。頸部外

反、緩 く屈曲。
沈線文。 殉外面巻貝条痕。 自色砂粒多 く含む。

第25図 3 陀部中央 5～6層 口縁肥厚。 口唇巻貝による刻み目。 内外面巻貝条痕+ナ デ。 ヨ色砂粒多く含む。

第25図 4 ,～ 6層 深鉢 口縁やや内湾。
平行沈線 +垂下沈線文 (原体二わ
貝 ?)。

内外面巻貝条痕+ナ元 大粒の砂粒多く含む。

第25図 5 ヒ部中央 5層 深鉢 口縁短 く屈曲。
口唇刺突状亥」み目+細 い直線文。腎
部も同様な細直線文。

内外面巻貝条痕。外面ケよ
ナ争く用ぅ 大粒の砂粒含む。

第25区 6 表岸付近 5層 深鉢
口頸部外反。日唇
肥厚。山形突起。

上面に沈線文+刻み目 (短沈線状)

外画巻貝条痕、内面巻貝

条痕 +ナ デ。
救砂粒含む。

第25図 ア
5～ 6層 土器据
り

深鉢
口縁やや内湾。 日

唇平坦面。

外面直線文。日唇沈線十刺突状刻あ

目文 (二枚貝刺突 ?)。 外面ナデ。内画条痕十ナデ。 白色砂粒多 く含む。

第25図 8
6層 Po143土群

溜ま り
深鉢

波状口縁。日唇平
ナロ岳昴_

突起下に楕円形透か し。日唇・突蓮

部上面に縦横の沈線文。
内外面巻貝条痕十ナデ。 大粒の自色砂粒多く含む。

第25図 9
RIF」 5～ 6層 土
裾溜り

深鉢
杯形突起。国唇平
坦面。

突起上面、日唇短沈線状亥」み目文
(巻貝殻頂部 ?)。

外面ナデ・ ミガキ。内面
巻貝条癌十ナデ^

白色砂粒多 く含む。

第25図 S層 杯形突起 全面ナデ

第25図 |ヒ部 5層 口縁外面。 刺突文2列 (巻貝殻頂部 ら助痕あり, 殉外面巻貝条痕。 白色微砂粒含む。

第25図 ,層 Po88 浅鉢 屈曲口縁。
クランク状の沈線文。以下に弧状の
刺突状刻み目文。

外面ナデ、内面ナデ・ ミ
ガキ。

自色砂粒、金雲母含む。

第25図
6層 Po105土樹

溜 り
浅鉢 冊部屈曲。

尤線文間に短沈線状亥」み目文 (巻 貝
設頂部)。

外面巻貝条痕+ナ デ。内
面ナ元

雲母多 く含む。

第25図 束端部上器溜ま
り 6層 浅 鉢

ヨ縁外反。胴部屈

日の器形 ?
無文。 内外面ミガキ。 大粒の砂粒含む。 補修孔。

第25図 15
5層 下 層 ～ 6層
土器溜 り

浅 鉢 同部屈曲。
宣線文十短沈線状刻み目文 (巻 貝殻
百喜R】 _

内外面ナ売 下端は擬日縁。 白色砂粒、金雲母含む。

第25図 16 5層 Po89 浅鉢
顕部屈曲、内面に
η̂

屈曲部に沈線文 +短沈線状の刻み
目。

外面底部付近巻貝条痕+
ナ元 他はミガキ。

砂粒少量、金雲母含む。 復元口径31 6cm。

第25図 1フ 5～ 6層 浅鉢 頃部屈曲。
沈線文。短沈線状刻み目文 (巻貝殻
頂部)。

外面 ミガキ。内面ナデ
自色砂粒多量に含む。雲

母含む。

第25図 東端部 6層 土

器溜 り
浅銘 儡部屈曲。 巻貝による短沈線状亥」み目文。 内外面ナ∴ 白色砂粒多く含む。

第25図 5～6層 浅鉢 目曲口縁 輌汁線状の坊み目 (原休巻貝 ?) Å外面巻貝条瘤+ミガキ.

第25図 31
5～ 6層 上 面
(東西ベル ト)

深鉢 ヨ縁肥厚。
沈線間に短沈線 (原体巻員)。 下向
きの「コ」の字意匠。

内外面巻貝条痕+ナ デ 白色砂粒含む。

第25図 21 31
東端部 6層 上面
Po55

深 欽
ヨ縁部肥厚。日唇
IБttIEI而 ^

平行沈線文3条 十垂下沈線文3条 α

(原体巻貝)。

外 画 巻 貝 条 痕 +ナ デ。 内
面懸 目峯痛 _

第25図 5層 Po86 深 鉢

●形突起。日縁外
巨幅広に肥厚。肺
告Ъ強く張る。

国縁突起部に円形文、それに取り付
く沈線文。胴部沈線文、半円形文。
縄▼RL^

内外面巻貝条痕十ナデc 白色砂粒含む。 内面スス付着。

第26図 1 5層 深鉢
口縁屈曲、肥厚。
畷部緩く屈曲。

口縁沈線文2条。 内外面巻貝条痕 ? 魯色砂粒含む。

第26図 2 32 5層 Po129 深鉢
日縁肥厚。頸部外
反、胴部張る。

斜格子文 勺外面巻貝条疫。
ヨ色砂粒、金雲母 (少 )

第26図 3 5層 深鉢
日縁緩く屈曲、外面
段。頸部緩く屈曲。

楕円形区画文、円形文 (中央lc巻 貝

殻頂部刺突)。
内外面巻貝条痕。 色色砂粒含む。

第26図 4 32 深 鉢

口縁幅広に肥厚。
山形突起。頸部緩
く屈曲。

楕円形区画文十弧状文十刺突文 (巻貝
殻頂部)。 突起部円形文、円形透か
し。

内外面巻貝条痕。 微砂粒含む。

第26区 5 32 6層 下位
口縁肥厚。 日唇平
坦面。

斜行沈線 (原体巻貝殻頂部 ?) 内外面ナデ。 沙粒多 く含む。

第26図 5～6層 梁鉢 口縁肥厚。 3列 の刺突文 (原体巻貝殻頂部)
外面ナデ ? 内面巻貝 ?

条痕 +ナ 孔

第26図 ア 5層 口縁外面に肥厚。
口縁部斜格子文 (原 体巻 貝殻頂
部)。

内外面巻貝条痕。 敷砂粒多 く含む。

第26図 5～6層
口縁肥厚。山形突起
または波状口縁。

無文。
外面 ミガキ。内面巻貝条
痕 +ナ デ。

微砂粒含む。

第26図 Ⅲ陪[中央6層下t ヨ縁内湾。 斜行沈線 (原体巻貝殻頂部 ?) 内外面ナデ。 白色砂粒含む。

第26図 5層 下位 突起
～
側からの垂下沈線4条以上。 内外面ナデ 白色微砂粒含む。

第26図 5～6層 深鉢 口縁やや月B厚。 ∈沈線 (原体巻貝殻頂部) 内外面ナデ,
天粒の砂粒含む。

第26図 12 5～6層 深鉢
縁畑

面。

波
坦

口唇平
地文縄文 (RL)。 垂下多重沈線文・

末端刺突 (原体巻貝殻頂部)。 日唇
短沈線状刻み目文 (原体巻貝?)。

内面ナデ。 白色砂粒多く含む。

第26図 13 東西ベル ト5層
直 口。 回縁肥厚、

R節縄文L。 内外画ミガキ。 自色砂粒、金雲母含む。

第26図 5'冒 深 all 口縁肥厚・外反。 文 (RL)。 内外面巻貝条痕 +ナ元 白色砂粒多く含む。

第26図 i層 下位 鉢 ]部張る。 電文 内面ナデ。 沙粒含む。 下端は擬口縁。

第26図 ;層 下位
頸部緩 く屈曲。月「

部内湾。
宣線文十縄文 (RL)

外面ナデ。内面巻貝条塘
+ナ デ。 大小の自色砂粒含む。

第26図 1ヒ部中央 5層
口縁肥厚、大 き く

外反。

把厚部上面に凹緑。端部に短沈線】メ
め〃‖称R^ 内外面ナデI 自色砂粒含む。 1巴厚部内面一部擬日猟

第26図 5～6層 口縁内面に肥厚。
]縁肥厚部太い凹線。端部に短沈線
|+夕‖み口▼ _

内外面巻貝条痕十ミガ
キ・ナデ。

ヨ色砂粒多い。微細雲母
含すi^

第26図 東岸付近 5層 深 鉢 口縁内面肥厚。
殉面に沈線文2条 (原 体巻貝)。 日
雪短沈線状の刻み目。

外ヽ面巻貝条痕十ナデ 自色微砂粒含む。

第27図 1 5層 Po123 浅鋏 ボウル形の器形。 者消縄文 (RL充填 )
木面巻貝条痕+ミ ガキ。
為面巻貝条痕+ナデ。 微砂粒多く含む。 縄文帯に赤色顔料。

第27図 2 北部～中央 5層 直日 ?
口唇短沈線状の刻み目。日縁羽状競
線文。ともに原体巻貝か ?

卜面ナデ、内面番貝条痕。 白色砂粒含む。

第2フ 図 3 北部～中央 5層 ヨ縁肥厚、段。
口唇短沈線状の刻み目。日縁羽状減
線文。ともに原体巻貝か ?

外画頸部、内面巻貝条痕
+ナデ。 雲母、自色砂粒含む。

第27図 4 東端部 6層 ヨ縁短く外反。
|」 突文4列以上 (巻 貝殻頂部)。 E
言部短沈線状刻み目文 (巻貝)。

勺外面巻貝条痕十ナデ。 大粒の自色砂粒含む。

第2ア区 5 5層 狐状文。 対外面ナデ

第27図 6 北部中央 5～6層 口唇平坦面。 対外面ナデ. 白色砂粒多 く含む。

第27図 5層 口唇平坦面。
口唇短沈線亥」み 目文。刺突 +沈桁
(原体巻貝殻頂部)。

外面ナデ。内画巻貝条娠
十ナデ。

大粒の自色砂粒含む。

第27図 8
5層 下 層 ～ 6層
土器溜 リ

展波状口縁。日縁
やや胆厚

^

沈線上lc刺突 (巻 貝殻頂部)。 日唇
纏 誦 沿 1「 毎 i4・緯 _

巻貝条痕■ナデ。 白色砂粒多く含む。

第27図 9
6層 Po83‐ 2土
器溜まり

口縁肥厚。 無文。 内外面巻貝条痕十ナデ。 沙粒少量含む。
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第27図 5～ 6層 深鉢 ? ヨ縁部肥厚。 無文。 内外面巻貝条痕+ナ デ 大粒の自色砂粒多く含む。

第27図 東端部6層 Po83
土器溜まり

深鉢 三山の突起。
突起上面に竹管状刺突 (植物墓 ?)
1～2列。

内外面巻貝条痕+ナ デ。 白色砂粒多く含む。

第27図 12 5層 P090-2 ヨ縁内湾。山形突迅 多重沈線によるW字状の意匠。 内外面巻貝条痕+ナ デ。 大粒の砂粒含む。

第27図 う層
ヨ縁肥厚。こ山の
だ記 ?

突起部にW字状の多重細沈線。
外 面二枚 貝 ?条 痕十ナ
デ。内面条痕+ナ デ。

白色砂粒多く含む。 補修孔

第27図 東西ベル ト5層 深鉢
ヨ縁やや屈曲。波
r□縁^

平行沈線文 (原体巻貝)。 波頂部口
唇及び下に巻貝殻頂部刺突。

内外面巻貝条痕+ナ デ 白色砂粒含む。

第27図 15 中央 5層 深鉢
ヨ縁緩 く屈曲。洒
T口綴 尤線文 (原体巻貝 部分的に引き直し)

外面巻貝条痕+ナ デ。広
面ぷ目峯痛 _

白色砂粒含む。

第27図 東岸付近 5～ 6層 注目または壺
審消縄文 (RL充 填 )。 大小の円形文
〔帯状文取 りつ く。

外面丁寧なミガキ。内面
雑なミガキ。

微砂粒・金雲母含む。

第27図 17 南lR1 4層 ～下層 冊部屈曲。
磨消縄文 (巻貝疑似縄文)。 上下に
二枚貝東J突。連孤文沈線末端刺突.

内外面ミカキ。 微砂粒多く含む。
3736・ 38と同一個体
の可能性。

第27図 18 〕層下位 浅鉢 皿形の器形。

審消縄文 (巻貝疑似縄文 )。 沈線拍
侯後に疑似縄文施文。沈線間に巻貝
設頂部如突。

内外面巻貝条痕+ミ ガ
キ。 白色の砂粒含む。

第27図 |ヒ部中央5層 浅鉢 ヨ緑やや内湾。 内外面ミガキ . 自色微砂粒多 く含む。

第27図 棄岸付近 5～6層 深 鉢 殉湾 免線施文後に縄文 (RL) 殉外面条痕 +ナ デ。 ヨ色砂粒多く含む。

第27図
5層 下 層 ～ 6層
土器溜 り

渓 鉢 ヨ縁肥厚。 宣線文。 内外面ナデI 白色砂粒多く含む。

第27図 東西ベル ト5層 深鉢 ヨ縁月B厚。 雪線文3条。 内外面巻貝条痕。 白色砂粒多く含む。

第27図 23
5層 下 層 ～ 6層
土器溜 り

深 鉢 ヨ縁やや内湾。 審消縄文 (無 文帯縄文磨消 ? RL) 内外面巻貝条痕+ナデ。 白色砂粒、金雲母含む。

第27図 北部～中央 5層 深鉢 ヨ縁肥厚、段。 太い沈線 (原体巻貝 ?) 内外面ナデ。 白色砂粒含む。

第27図 25 北部中央 5層 ヨ縁幅広に肥厚。
沈線 (原体巻貝殻頂部。上端部つぶ
れる)。

外面巻貝条痕十ナデ。内
面巻賞条痛ハ 白色砂粒多く含む。

第27図 ,層下位 ヨ縁月B厚。
地文縄文 (RL)。 垂下隆語。側縁に
垂下沈線。垂下ジグザグ文。

内外面巻貝条痕+ナ デ 大粒の白色砂粒含む。

第27図 27 5層下位 ヨ縁BB厚。 沈線文3条。 内外面巻貝条痕+ナ デ。 大粒の自色砂粒含む。

第27図 北部 5層 深鉢
口縁肥厚。 国唇平
坦面。

巻貝疑似縄文。日唇短沈線状刻み目文。
外面巻貝条痕+ナデ。内
面巻貝条痕 (ヘ ナタリタ
イブ縦位)。

自色砂粒多 く含む。

第27図 5層 ヨ唇肥厚。 巻貝疑似縄文。左端に縦位の沈線。 内面丁寧なナデ・ミガキ。 金雲母等少量含む。

第27図 中央 5層 浅鉢 ヨ縁緩く内湾。 重孤文 (ナデ始 し?)
外面ナデ、内面巻貝条痕
十ナデ。 白色微砂粒含む。

第27図 31 東西ベル ト5層 勺湾器形。
内 外 面 に 楕 円 形 区 画 文 (原 体 巻

貝 ?)。
外面条痕 +ミ ガキ・ ナ
デ。内面ミガキ・ナデ。

自色砂粒含む。

第27図 5層下位 頃部緩 く屈曲。 直線文 (押引き)、 斜線文。 内外面ナ元

第27図 33 葛西部 4層 下層 望孤文 +平行沈線文。 内外面ナデ 微砂粒・金雲母細片含む。

第27図 中央 5層 浅鉢 ? 周部内湾。
佃沈線文 (長方形区画文内に垂下沈緑)

沈線間に刺突文 (巻貝半哉工具?)
外面ミガキ。内面ナデ 自色砂粒多く含む。

第27図 35 5層
ヨ縁やや屈曲。日
雪平坦面。

口唇と屈曲部に刺突状刻み目文 (二

枚貝?)。 内外面ナ元 砂粒含む。

第28図 , 深鉢 J形突疋 正面に橋円形の透か し。 内外面ナ元 砂粒含む。 ヨ綴スス付着.

第28図 2 中央 5層 ヨ縁屈曲。 短沈線状亥」み目文 (巻貝?) 外面ナデ、巷貝条痕。 自色砂粒多 く含む。

第28図 3 5～ 6層 深鉢 ヨ縁内湾。 ヨ唇部分的に亥」み目 (二枚貝刺突 ?)
外面巻貝条痕+ナデ、内
面ナデ。

白色砂粒 (多 )、 金雲母
含む。

第28図 5～ 6層 深鉢
ヨ縁やや肥厚。波
際向綴 ^

口唇束U突状亥」み目文 (二枚貝 ?) 内外面巻貝条痕+ナ デ。 白色砂粒多 く含む。
突起部直下に小円孔
(透か し ?)

第28図 5 東西ベル ト5層 深鉢
皮状口縁。日縁ギ 口縁頂部に刺突状刻み目文 (原体不

日日】_
内外面巻貝条痕。 白色砂粒多 く含む。

第28図 6
5層 下 層 ～ 6層
土器溜 り

深鉢
皮状 口 縁 。 国 唇 平
日面 ^

口唇刺突状刻み目文 (二枚員) 巻貝条痕+ナ デ。 白色砂粒含む。

第28図 7 5～ 6層 深鉢 ヨ唇平坦面。 口唇刺突状刻み目文 (三枚貝 ) 外面巻貝条痕。内面ナデ。 白色砂粒少量含む。 底径5 4cm

第28図 8
東側5～ 6層 土
器溜り

深鉢

ヨ頸 部 屈 曲 。外

頃。頸部外面隆帯
卜に膨ら秀^

口唇短沈線 ?状刻み目文。 肉外面巻貝条痕十ナデ。 自色砂粒含む。

第28図 9
東側5～ 6層 土
器溜り

深鉢 ヨ頸部屈曲・外傾。 口唇巻貝刺突?】犬亥」み目文。 内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒含む。

第28図 東岸6層 土器濯
まり

ヨ唇平IB面。 口唇短沈線状刻み目文 (巻貝 ) 内外面巻貝条痕十ナデ 大小の白色砂粒含む。

第28図
5層 下 層 ～ 6層
土器溜 リ

深鉢
ヨ縁外反。日唇平

日唇短沈線状刻み目文 (原体巻貝?) 内外面巻貝条痕十ナデ。 大小の白色砂粒多く含む。

第28図 12 采端部土器溜ま
り  6層 渓欽 波状口縁。

口唇短沈緑状刻み 目文 (原体巻貝託
頂部 ?)

外面巻貝条痕十ミガキ。
内面不明。

大粒の自色砂粒含む。

第28図 13 北言焉中央 5層 ヨ唇平坦。
口唇短沈線状刻み目文 (巻貝殻頂部
原体)。

内外面巻貝条痕+ナ デ。
白色砂 粒 多 く含 む。 金 雲
母 合 すミ_

第28図 14 東岸付近 5～ 6層 深 鉄 ヨ縁外反。
口唇部に短沈緑状の亥」み目 (原体香
貝殻頂部 ?)。 内外面巻貝条痕 +ナ デ 白色砂粒、金雲母含む。

第28図 15 33 5～6層 深 鉢
ヨ縁内湾、肥厚。
セ燎「 R綴 ^

口唇部短沈線状の刻み 目。波頂部模
付の蝙沖綿 ^

外画ミガキ・ナデ。内面
ナ売

大粒の自色砂粒多 く含

第28図 東岸付近 5～6層 深 鉢 ヨ縁外反、肥厚。 口唇部に短沈線状の刻み目。
外面巷貝 ?条痕 +ナデ。
内面二枚貝条痕。

匂色砂粒多く含む。
16・ 18は同一個体
(接合 )

第28図 17 33

'層

下層 深 鉢
ヨ頸部外反、胴書F

己曲。波状口縁。
口唇短沈線状刻み 目文 (原体巻貝舟
頂部 ?)。 勺外面巻貝条痕十ナ売 代粒の砂粒含む。

第28図 33 東岸付近 5～6層 深 鉢 舅部屈曲。日縁肥厚。
図唇部短沈線状の刻み目 (原体巻貝
殻頂部 ?)

外面巻貝条痕。内面二枚
貝条 痕 (サ ル ボ ウタ イ
プ)+ナ デ (巻 貝条痕 と
の併用か ?)

ヨ色砂粒多く含む。
復元 口径 41 8cm。
16・ 18は 同一個体
(接合)。

第29図 5層 深鉢
口縁肥厚、断面三
色 影 _

日唇に短沈線状の亥」み目 (原体巻貝 ?) 勺外面巻貝条疫+ナ元 匂色砂粒多く含む。 ホ面に粘土紐接合痕。

第29図 2 中央 5層 深 欽 口唇肥厚。 無文。
外面ナデ・ ミガキ。内面
巻貝条痕+ナ デ。

匂色砂粒多く含む。

第29図 3 5～6層 深鉢 口縁肥厚。
口唇刺突状亥」み目文 (二枚貝 サ,し

ボウタイカ 。
外面巻貝条痕 +ナ デ。 内
面巻貝条痕.内面ナ元

大粒の白色砂粒含む。

第29図 4 東西ベル ト5層 深鉢 J形突起。日縁内湾。 突起頂部に巻貝殻頂部刺突。
外面ナデ、内面巻貝条痣
+ナ デ。

J色砂粒多量lrt含 む。

第29図 5 5′冒 深鉄 コ唇部に衛沈線状の夕み (原体巻貝) 内外面巻貝条痕+ナ デ。 匂色砂粒少量含む。
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第29図 6 東岸付近 5～6層 架鉄 度状口縁。 勺外面巻貝条痕+ナ 丸 微砂粒多く含む。 補修孔あり。

第29図 7 東岸付近 5～6層 梁鉢 ヨ縁肥厚。 日唇短沈線状刻み目文 (原体二枚貝7) 勺外面巻貝条痕 +ナ 元 砂粒多く含む。

第29図 8 5～ 6層 栗鉢
口縁 や や 短 く外
反。山形突起。

口唇刻み目文 (原体二枚貝 ?) 本面巻員条痕+ナデ。内
面ナデ。 砂粒・金雲母多 く含む。

第29図 9 東岸付近 5～6層 梁鉢 隕部屈曲。 ヨ縁部に巻貝押圧文。 外面ナデ。

第29図 東岸付近 5～6層 衆鉢 頸部緩く屈曲。
口唇音Бに短沈線状の刻み目文 (原切
巻貝 ?)

勺外面巻貝条痕十ナデ。 大粒の砂粒多く含む。 種子圧痕あり?

第29図 11 6層 下面 Po105 深鉢
口縁短 く外反。胴
部張る。

口唇短沈線状の刻み目。 勺外面巻貝条疫+ナデ。
大粒の自色砂粒 (多 )

金雲母含む。
口径 20cm。

第29図
5～6層上面
(東西ベル ト)

深鉢 口縁外反。 日唇0字に近い刻み目文 (原体二枚貝) 内外面巻貝条痕。 白色砂粒多 く含む。

第30図
'層

下面 Po126 2 沐

口唇肥厚。 日頸部

外反、胴部張 る。
緩波状口縁。

無文。
外面丁寧なミガキ。内面
巻貝条痕+ナデ。

白色砂粒、金雲母含む。 波頂部に焼成後の孔。

第30図 2 表岸付近 5層 深欽
口頚部外反。日縁
やや月B厚。

無文。 内外面粗いミガキ。 自色砂粒、金雲母含む。

第30図 3 ,～6層 深鉢 ヨ縁やや内湾。 口唇短沈線状の刻み目文。 内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒含む。 補修孔。

第30図
'層

渓欽 寸胴器形。 日唇短沈線状の刻み目文 (巻員殻頂部?) 内外面巻貝条痕十ナデ。 大粒の砂粒含む。

第30図 5 罵岸付近 5～6層 深鉢 1湾、肥厚。 口唇部に短沈線状の刻み目。 内外面巻貝条痕+ナ デ。 室色砂粒 (多)、 雲母含む。

第30図 6 5～ 6層 口縁内湾。 日唇刺突状の刻み目 (原体二枚貝?) 内外面ナデ 白色砂粒多 く含む。

第30図 7 ミ端部上器溜まり深鉢
日縁内湾。
坦面ハ

口唇平 口唇短沈線状亥」み目文 (原体巻貝再
酒喜Rヽ

内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒、金雲母含む。

第30図 8

'層

Po86 深鉢 直国。 口唇, 貝側縁圧痕。 内外面巻貝条痕。 大粒の自色砂粒多く含む。

第30図 9
東側 5～ 6層 Et

器溜 り
深鉢

三山の突起。 日煽
那肉湾 ^

無文。 内外面巻貝条痕+ナデ。 砂粒多 く含む。

第30図 10

'層

下面 Po60 深 銚

登頸部短 く外反。
頃部緩 く屈曲。胴

`B稲

る^

口 唇 刺 突 状 亥」み 目 (原 体 二 枚
貝?)。

内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒多く含む。 外面スス付着。

第30図 11 5層 深鉢

ヨ縁内湾。寸胴器
形。日唇肥厚、平
日面^

口唇刺突 ?状刻み目文 (二枚貝 ?) 内外画巻貝条痕+ナ デ。
大粒の白色砂粒、金雲β
含む。

第30図 北部中央 5～6層 渓鉢
三山の突起。日層
薄い。

無文。 内外面巻貝条痕十ナデ。 自色砂粒含む。

第30図 13 5～6層 深鉢 無文。 外面ナデ七内面条痕十ナデ。 白色砂粒、金雲母含む。

第31図 北部～中央 5層 深鉢
ヨ縁内湾。山形突
13^

無文粗製。 内外面巻貝条痕 (横位施文)。 白色砂粒含む。

第31図 2 東岸付近 5～ 6層 深 鉢
やや内湾する寸胴

無文。
外面巻貝条痕 ?。 内面巻

貝条痕 +ナ 元
自色砂粒、金雲母含む。

第31図 3 寸ヒ部 5層 混欽 無文。 内外面丁寧なミガキ。 自色砂粒多く含む。 補修孔あ り。

第31図 4 北部中央 5～ 6層 深鉢
やや内湾する寸月F
器形。

無文。 内外面巻貝条痕十ナデ。 色色砂粒、雲母多く含む。

第31図 5 東岸付近 5層 深鉢 口唇肥厚。 口唇に短沈線状刻み目文。
米面巻貝条痕。内面巻貝
楽痕+ナ デ。

a色砂粒含む。 補修孔あり

第31図 1ヒ音[5層 梁鉢 口縁肥厚。 日唇短沈線状亥」み目文 (原体二枚貝?) 外面巻貝条痕+ナ デ 色色砂粒多 く含むハ

第31図 フ
東端部6層 Po83
土器溜まり

深欽 口縁やや屈曲。 無文。
外面巻貝条痕。内面巻貝
条痕十ナデ。

当色砂粒含む。 哺修子L。

第31図
土器溜 り 5層 下
層～6層

深鉢 無文。
内外面巻 貝 ?条痕 十ナ 大粒 の 自色砂 粒 多 く含

補修孔有。

第31図 北部中央 5層 【又 直口器形。 無文。
外面二枚貝条痕。 内面巻
貝条痕十ナ丸

白色砂粒含む。 ]径 27 6cm

第31図
5～ 6層 (東 面
ベル ト)

深鉢 直口器形。 К文。
外面巻貝条痕。内面条痕
+ナデ。

沙粒含む。

第31図 11 東岸付近 5層 深鉢 口縁内湾。 К文。 内外面巻貝条痕 +ナ デ。 沙粒多 く含む。 口径26 4cm

第31図 12 5層 深鉢 日縁内湾。寸桐器肱 К文。
外面巻貝条痕+ナ デ。お
面ナデ。

砂粒含む。 口径32 4cn

第32図 東岸 5～6層 深鉢 直口 ? 黒文。

外面巻貝条痕十雑なナデ
(凹 凸顕著)。 内面巻貝

条痕+丁寧なナデ。
大粒の砂粒多 く含む。

第32図 2 ;～6層 深鉢 日縁内湾、緩波状日縁。 無文。
外面巻貝条痕+ナデ。広
面 懸 目 峯 靖 自色砂粒多く含む。」

第32図 3 北部中央 5層 深鉢 口唇やや肥厚。 無支ハ 殉外面巻貝条痕十ナデ。 ヨ色砂粒多く含む。

第32図 4 東岸 5～6層 深鉢 山形突起。 渠起上面に巻員殻頂部束」突。
外面条痕+粗いナデ。内
面巻貝条痕+ナ デ。

大粒の砂粒含む。

第32図 5 5層 Pol19 鈷 ?
口頸部緩 く外反。
胴部張る。

猥文。
勺外面巻貝条痕 +ナ デ。
R雨凹 品 雨 著 ^

白色砂粒含む。 口径30 8cm

第32図 6
'層

Po85 鉢 ?
日縁肥厚。日頸部外
反、1同 部やや張る。

無文。
外面巻貝条痕。内面条痕
+ナ式

自色砂粒多 く含む。 口径21 6cm

第32図 7 5～ 6層 上面 渓欽 宣回。 無文。
本画巻貝条痕■ナデ。 内
罰巻 目峯痛 ^

大小の自色砂粒多 く含
む。

口径41 2cm

第32図 8 東側5～ 6層 深錬
寸胴器形。日縁ギ
や内湾。

無文。

外画二枚貝条痕 ?(放射
肋のないタイ プ ?)。
内面条痕+ナ デ、指押圧
庸^

微砂粒含む。
種子圧痕 ?

口径26 8cm

第32図 9
北側～中央 5層

下層
深鉢 口縁内湾。 口唇短沈緑状刻み目文。

本面巻貝条痕。内面二枚貝
楽癌 (サルボウタイプ)。

砂粒多く含む。 口径40 8cm

第33図 1 東側 5～ 6層 梁欽 口縁内湾。 無文。

外面二枚貝条痕 (サ ルボ
ウタイプ)。 内画条痕+
ナデ。

砂粒多 く含む。

第33図 2
5～ 6層 (東 匹
ベルト)

梁鉢 直口器形。 無文。 内外面巻貝条痕+ナデ。
太粗 の 自色砂粗 多 くε
府^

第33図 3 5層 梁鉢 ヨ縁内湾・やや肥厚 無文。 内外面巻貝条痕+ナデ。 白色砂粒夢く含む。

第33図 4 東端部6層 内外面巻貝条痕十ナデ。 大小の自色砂粒含む。

第33図 5
5層 下 層 ～ 6擢

土器溜 り
深鉢

やや内湾する寸胴
器形ぅ

無文。 内外面巻貝条痕十ナデ。
大小の自色砂粒多 く含
む。

第33図 6 煮岸付近 5～6層 内外面巻貝条痕。 大粒の砂粒多 く含む。

第33図 ア

東 端 部 6擢
Po83 1(土 器沼
り)

外面巻貝条痕。内面巻貝
条痕+ナ デ。

自色砂粒多く含む。

第33図 8 霜岸付近 5層 内外面巻貝条痕。 白色砂粒含む。
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第33図 9
東岸付近 5～ 勺外面二枚貝条痕 (サル

ドウタイプ)ハ
微砂粒・金雲母含む。

第33図 東側 5～ 6層 深鉢 無文。
勺外面二枚貝条痕 (サ ル
ドウタイプ)

白色砂粒多く含む。

第33図 東岸付近 5層 栗鉢 ?
外面巻貝条痕。内画巻貝
条痘+ナデ_

自色砂粒含む。 補修子Lあ り。

第34図 1 東西ベル ト5層 梁鉢 勺外面巻貝条痕 +ナデ

第34図 2 5～ 6層
月外面二枚貝条痕 (サ ル
ドウタイプ)。

大粒の自色砂粒少量名
む。

第34図 3 6層下位 殉湾する器形。

外面巻貝条痕+ミ ガキ・
ナデ。内面巻貝条痕+ナ
デ・ミガキ。

雲母多く含む。

第34図 4
東岸付近 5～ 頸 部 や や くび れ 外面巻貝条痕+ナデ。内

面 懸 目 峯 浦 _
白色砂粒含む。

第34図 5 5層 Po34 ヨ縁短 く外反。 角外面巻貝条痕 +ミ ガキ。 白色砂泣多 く含む。

第34図 6 5層 暗灰色土 同部張る。 無文。
外面巻貝条痕 +ミ ガキ。
内面巻貝条痕。

白色砂粒多 く含む。

第34図 ア
6層 下面 Po12て
-1

雹 ?
口頸部緩 く外反。

日縁やや肥厚 (上
面平坦 )。

無文。 内外面巻貝条痕+ナ 元 自色砂粒含む。 頸部に補修孔

第34図 8 中央 5層 平底。 全面ナデ。 白色砂粒多 く含む。
底径 10 9cm。 底面種
子圧痘 ?

第34図 9
北部中央 6層 下
位

巨部厚い。属面新
階円形 ?

沐面指押圧。内面ナデ。
丘外面指押圧痕顕著。

白色砂粒含む。

第34図 6層 下面 Po55 底面周縁外方にせ
り出す。

内外面丁寧なナ弐 微砂粒含む。
底 径 1 2cn。 胴 部 境
泉線 口綴

第34図 5層 Po312
対外面巻貝条痕+ナデ。
葺面周縁 ケズ リ状 に凹
Ьぅ

微砂粒含む。
底径 1 lcm。 二次焼
成あり。

第34図 12 5層 高台状の底部。
心面巻貝条痕十ナデ。他
よナデ。

自色微砂粒含む。 底径 13 2cm。

第34図 5層 Po134 高台状の底部。
内外画丁寧なミガキ。一
錦に巻貝条痛^

白色砂粒 (多 )、 金雲母
含む。

底径 13 2cm。

第34図 5～6層 高台状の底部。
外面ナデ、内面巻貝条痕
+ナデ。

大粒の白色砂粒多 く含
む。

底径フ4cm。

第34図 Po59 底面周縁外方にせ
り出す。

内外面巻貝条痕+ナデ。
陰面周縁砂粒等の圧痕で
荒れている (ら 肋のない
巻貝の圧痕あり)。 中央
はナデ.

自色砂粒含む。 底径 11 4cm。

第34図 東岸付近 S層 高台状の底部。
外面ナデ、内面巻貝条痣
+ナ デ。

大粒の白色砂粒含む。 底径13 3cm。

第34図 Iフ 東岸付近 5層 高台状の底部。 内外面ナデ。 有色砂粒少量含む。 底径 1 0cm。

第35図 東岸付近 5層 完鉢 口縁強 く内湾。 無文。
外面ミガキ。内画巻貝条
痕十ミガキ。

¬色微砂粒含む。 復元口径30cm

第35図 2 東側 5～ 7層 甍鉢
口縁内湾。日唇や
やRR厚ハ 無文。 A外画ミガキ。 ヨ色砂粒、雲母多く含

「,^

第35図 3 東側 5～ 6層 党鉢 日縁内湾。 無文。
外面ナデ、指押圧痕。一

部巻貝条痕。内面巻貝条
痕+ナ デ。

大粒の自色砂粒含む。

第35図 4 東岸付近 5～
層

完鎌

底部平底 ? 口縁
やや外反。 内面 に

段。

無文。
外面巻貝条痕+ナデ。内
面丁寧なミガキ。

大粒の自色砂粒含む。

第35図 5 北部中央 5層 浅鉢底部 平底
内外面ミガキ。底外面条
蔓+ナ デ。

ヨ色砂粒含む。 葺径9cm。

第35図 6 東岸付近 5層 底部に近い部分。
外面巻貝条痕、内面巻貝
条痛 ^

大粒の砂粒多 く含む。 下端は擬口縁。

第3表 SRl出土石器 日土製品観察表

図
号

挿

番

物

号

遺

番 図版 注  記 器  種 石  初 色  調
法 量 (cnl,

重量 (g) 特  徴
長 さ 幅 厚 さ

第35図 7 北部中央 5～ 6層 打欠き石錘 河原石 天色 (やや緑色) 13 縄甚卜け部磨滅 (使用痕)。

第35図 8 ;層 刀目石錘 河原石 灰自色 2フ 16

第35図 9 |ヒ部5層 則片 河原石 ? 死色 71 11 5 自然礫の端部 ?

第35図 東岸付近 5層 綱石・磨石 河原石 天色 9 吏用痕不明瞭。

第35図 11
Hし 端東西ベル ト
北 5層

署製石斧 安山岩 A 灰褐色 115 則縁に打痕、研磨痕。基部に近い部位。被熱 ?

第35図 12 東西ベル ト5層
Pol15

打製石斧
※デイサイ ト
～流紋岩 ?

え色 51 16 ]著辟こ使用痕。

第35図 13 ;～6層 lp石・磨石 河原石 天色 縁に打痕。両面に擦 り痕。表面に擦 り痕。

第35図
北端東西ベル ト

打製石斧 安山岩 B 天色 (やや緑色 ) 6 則縁磨滅。刃部磨滅な し (刃部再生 )

第35図 15 5～6層 打製石斧 安山岩A 灰色 6 14 吏用痕な し。礫面、主要剥離面大き く残る。根
尿一部に敲打痕。

第36図 ;～6層 石核 サヌカイト 黒灰色 5 一面に層状の礫面。金山産 ?

第36図 2 5層 石刀 ? 安山岩A? 灰色 断面長方形。側縁研磨。

第36図 3 土製品 下部に大きな凹みハ

※は中村唯史氏の鑑定による。安山岩 A・ Bは第 5章 2節参照。
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れる。14の刃部には使用痕がなく、刃部が再生されたと思われる。15の右面には大きな剥離面が

残り、側縁には一部に打痕が観察できる。

第36図 1はサヌカイ ト製の石核である。一面に礫面が残 り、礫面は層状をなしている。

第36図 2は、断面楕円形 /A‐ いしは長方形の磨製石器である。非常にきれいに仕上げられてい

る。断面形が長方形であることから、石刀の可能性を考えた。

第36図 3(図版47)は、器種不明の上製品である。土偶などの造形物の破片なのか、焼粘土塊

なのかは判断でき/d―かった。平面形は緩く湾曲し、断面形は円形である。一面の下部に長軸に斜行

するように大きな挟りが施されている。

3.SR2出 土遺物 (第37図～第40図・図版38～40)

後期初頭上器 (第 37図 1・ 2) ともに中津式で、 1は沈線のみで、 2は磨消縄文で意匠を描

く。 1の波頂部に短沈線が引かれている。

後期前葉土器 (第37図 3～ 12) 3は 内外面が肥厚し、肥厚部に短沈線状の刺突文列が施され

る土器で、屋敷式と思われる。波頂部内面に弧状の沈線文が描かれている。

4～ 6・ 8は小池原上層式である。 6・ 8はRL縄文が施されるが、それ以外は沈線文のみで施

文される。 8は橋状把手がつく。

7・ 9～ 11・ 16は、鐘崎式である。口唇が肥厚し、沈線文のみで文様が描かれている。

後期中葉土器 (第37図 12～ 15。 17～第39図 4・ 第39図 8・ 10) 第37図 12～ 141ま 、彦崎K2

式あるいは四元式に似た土器である。12は 口縁が屈曲する器形で、重孤文が描かれている。13は

重孤文に直線文が取 りつく意匠が描かれた胴部片である。14は頸胴部境界に段を設け、胴部にRL

縄文が施された鉢形土器である。

第37図 18・ 22・ 25・ 27は、四元式または彦崎K2式に近く、西平式・太郎迫式にも組成する可

能性がある。25は真正の磨消縄文だが、蛇行状の意匠は西平式 。太郎迫式に似る。27は沈線文の

みで文様が描かれた土器で、後期末の可能性もある。

第37図36～40。 第38図 1・ 2・ 26・ 31～ 33は、彦崎K2式 または元住吉山 1式に似た土器であ

る。第37図 36・ 38は巻貝による疑似縄文が、第38図 32は R齢電文が施されている。そのほかは沈

線文と刺突文列だけが施される土器である。

第37図 23・ 24・ 28～ 35・ 第38図 3～ 25。 27～ 30・ 34・ 第39図 1～ 4は、西平式または太郎

迫式である。深鉢、鉢は口縁部が短く屈曲し、胴部が張る器形が多い (第 39図 4な ど)。 口縁部

がやや長めのもの (第 37図 34・ 35・ 第38図 14な ど)も 同類に含めたが、時期幅があるかもしれ

ない。浅鉢は国縁部が長く屈曲する器形である (第 37図 20。 第38図 19。 20な ど)。 文様は、蛇

行文 (第 37図 20・ 21・ 30・ 33な ど)や連孤文 (第 38図 24・ 25・ 27・ 29。 30/1~ど )が 目立つ。

第38図22は、胴部に審 状の対向孤文がみられる。第37図 19・ 24・ 29・ 第38図 6。 7な どは

RL縄文、第38図 21・ 29。 30な どは巻貝による疑似縄文が施されているが、沈線文のみ描かれる

ものが多い。

後期後葉土器 (第39図 5～ 16・ 19) 凹線文とそれに近いものを集めた。口縁部と肩部に横走

する意匠が多いが、 6は凹点文に取 り付 く区画意匠が、 7は頸部に斜行意匠が描かれている。扇状

圧痕文はみられないが、13は垂下短沈線が引かれており、扇状圧痕の代替と思われる。19は 内面

に沈線文と口唇部に二枚貝刺突文列が施される土器で、やや古いかもしれ/h‐ い。

後期無文土器 (第 39図 17・ 18・ 20～ 21・ 第40図 1～ 7・ 9・ 10) 第39図 18。 20・

21は 、無文浅鉢で、内外面ていねい /A― 調整が施 されている。第 39図 17・ 第 40図 4年 6
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第 37図  SR2出 土遺物 (1)
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第 38図  SR2出 土遺物 (2)
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第 39図  SR2出 土遺物 (3)
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2

一

第 44図  F区 出 土 遺 物 (4)

は精製無文 深鉢 であ る。他 は粗製無文深鉢 で、第 40図 1の 外面 には粘土紐接合痕 が残

る。同図 2の 口縁部は短 く屈曲している。同図 7は 内外面巻貝条痕が顕著、同図10は 内外面ナデ

調整の土器である。同図 9は巻貝条痕 (外面)と二枚貝条痕 (内面)が併用されている。

底部 (第40図 8・ H～ 13) 8は やや上底風で、浅鉢の底部と思われる。H・ 121ま平底で、 12

は円板状に厚 く作られている。Hの底外面には砂粒の圧痕が顕者にみられる。13は丸底である。

石器 (第 40図 14～ 19) 14は端部に微細剥離がみられる剥片で、刃器等の欠損品かもしれな

い。 15～ 17は石錘で、 15。 17は打欠き、 16は敲打による。18は打製石斧で、左面に礫面、右面

に主要剥離面を大きく残す。刃部に使用痕と思われる磨滅が観察できる。19は磨石・叩石で、両

端に打痕、表面に擦 り痕がみられる。

4.F区出土遺物 (第41図～第44図 。第53図～第54図 図版41～43) F区 出上ではあるが、

出土地点が特定できないものをここに掲載した。

後期初頭土器 (第 41図 1～ 3・ 第53図 5) 第41図 1は滑石混入土器である。内面に原体不明

の条痕がみられる無文土器で、阿高式の可能性がある。

第41図 2・ 3・ 第53図 5は 中津式である。第41図 2は深鉢で回縁に沿って帯縄文が描かれる。

〔

畑
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第9表 SR2出 土土器観察表

番号

物
口万

運
番 図版

出土地点
器  種 器  形 文  様 調  整 胎  土 備   考

第37図 南端 6層 上面 波状口縁。
沈線文 (紡錘意匠 ?)。 波頂部に短沈

線。

外面巻貝条痕+ナ デ。内面
ナデ。

自色砂粒多く含む。

第37図 2 南西部茶灰色 円形文 (磨消縄文 RL) 勺外面巻貝条痕+ナ 売 白色砂粒、金雲母多く含む。

第37図 3 南西部 6層
口縁肥厚、内外に
碑 _滞 】ギロ 綴 _

波頂部内面弧状文。内外段に短沈線状
刻み目 (原体巻貝)。

ホ面巻貝条痕、内面巻貝条
夏+ナデ。 自色砂粒 (多)、 雲母含む。

第3ア 図 4 6層 ヨ縁短く屈曲。 太い沈線。 勺外画ナ元 自色砂粒、金雲母含む。

第3ア 図 5 4層 下層
口縁肥厚、突起。

強 く外反。
沈線突起を巻 く。クランク状文。 勺外面ナデ。 自色砂粒含む。

第3ア 図 6 南西部茶灰色
口縁肥厚、短 く屈
的 _

直線文。右端に竹管状刺突 (巻貝殻頂
部 ?)。 縄文 (RL)。

勺外面ナデ。 白色砂粒多 く含む。

第 3ア図 フ 6層 上面
頸部屈曲し、国頸
部短く外反。

外面頸部にクランク状沈線文。内面口
縁部凹l‐1状。

外面巻貝条痕+ナデ。内面
ケズリ。 自色砂粒多 く含む。

第 3ア図 8 南西部 6層
頸部屈曲。日頸部
短 く外反、橋状把

手。

把手を取 り巻くように沈線文。磨消縄
文 (RL)。 日縁内面に沈線・段。

勺外面ナデ。 ヨ色砂粒含む。

第37図 9 6層
頸部短く屈曲。緩
波状口縁 ?

日縁内外に沈線文。肩音冊こ多重沈線文。 勺外面ナデ。 ヨ色砂粒多く含む。

第37図 10 中央部4層 下層 深鉄 口蜃部に対向する沈線。頸部に沈線。 Ⅲ面ナデ。内面巻員条痕十ナデI

白色砂粒多く含む。黒
色柱状の鉱物含む。

第37図
南 西部 5～ 6層
薩 戸伸 + 胴部張る。 多重沈線による水平及び斜行意匠。 本面ナ茂 内面巷員条痕十ナ尤 コ色砂粒含む。

第37図 12 南西部茶灰色 突起。日縁屈曲 ? は
文。

重

線
沈線間に縄文 ? 屈曲部に直

勺外面ナデ ? ヨ色砂粒多 く含む。

第37図 南端 6層 上面 胴部内湾。 弧状意匠に直線文取 りつ く
外面 ナ デ。 内 面 条 痕 +ナ ヨ色砂粒、金雲母等微

沙粒含む。

第37図 14 南西部 6層 深欽
肩部に段。胴部雰

形。
健文 (Rヒ ) 勺外画ナデ

金雲母等、微砂粒多 く

含む。

第37図 15 南端 6層 上面 胴部内湾。 宣線文、蛇行文。 小面ミガキ。内面ナデ ミガキ。 白色微砂粒含む。

第3ア 図 16 I層 下層 尤線文。下部は斜行沈線文。 ホ面ナデ.内面条痕十ナデ

第3ア 図 1フ :層 下層 口縁緩く屈曲。 宣線文間に蛇行文。
外面巻貝条痕十ナデ。内面
ナデ。

白色微砂粒含む。

第37図 層下層 国縁緩 く屈曲。 長方形区画文。 乃外面ナデ。

第3フ 図
'層

上面 弓同
=冊

長る。 督消縄文 (RL)。 縄文施文後に沈線。
外面ナデ。内面巻貝条痕十
ナデ。

微砂粒多く含む。

第3ア図 ,層 浅鉢 屈曲口縁。 督消縄文 平行・蛇行沈線文。
外面 ミガキ。内面口縁巻
貝 ?条痕、胴部ミガキ。

自色微砂粒含む。 384と 接合。

第3ア図 21 ;層 上面 胴部張る。 屹行沈線文十平行沈線文。 木面巻貝条痕十ナデ。内面ナ売 白色微砂粒多 く含む。

第37図 ,層
緩波状国縁 ? 口
縁内湾。

電文RL十多重細沈線文。 外ヽ面巻貝条痕。 雲母多 く含む。

第37図 4層下層 押し引き状の刺突 ?(巻貝殻頂言酌 勺外面丁寧なナデ・ ミガキ。
白色の微砂粒含む。初
砂粒多く含む。

第37図 萄端 6層 上面 頸部・胴部屈曲。
昏消縄文 (RL)。 沈線の原体巻貝設T

`[?

・I面 ミガキ、内面ナデ・ミガキ。 微砂粒含む。 赤色顔料付着。

第37図 武掘坑55～ 6層 内湾する器形。 督消縄文 (RL 消 し残 しあ り) 内外面ミガキ。
白色砂粒、金雲母多 く
含む^

第37図 ;層 深鉢 鑽胴部屈曲。
宣線文。クランク状文 (巻員による末
喘刺突)。 刺突文列 (二枚貝 ?)

外面ミガキ。内面巻貝条痕
十ミガキ・ナデ。

自色微砂粒含む。

第37図 ;層 上 完鉢 ? 皮状口縁。 沈線文。 潤外面ナデ (内面雑な仕上げ)。 白色微砂粒多 く含む。

第37図 ;層 上面 深鉢 同部内湾。 沈線文。 外面ミガキ。内面ナデ。 大小の砂粒含む。

第37図 I層 下層 深鉢 冊部内湾。 審消縄文 (RL)。 垂下ジグザグ文。
舛

キ
。

ミ
ガ

面

ミ

外

十
内面巻貝条痕

白色砂粒含む。

第3ア 図 南端 6層上面 深鉢
宣線文・鋸歯状文 (蛇行文 ?)。 巻貝
罷似縄文。

内面ナデ。 自色砂粒含む。

第 3フ図 31 南端 6層上面 毬支磨消 ?(RL) 米面ミガキ.肉面条痘十ナデ 微砂粒含む。

第 3ア図 十,遭雪 ヨ縁経 〈屈曲。 畑沈線文 (直線文間に三角形か菱形意匠) 外面ナデ、内面巻貝条痕十ナテi 沙粒 目立たない

第 3ア図 33 雪壁付近 4層 ヨ唇平坦面。 屹行文十沈線文。下端にも蛇行文。 内外面ナデ。 自色砂粒含む。

第 3ア図 34 ;層 上面 浅鉢底部 ヨ縁屈曲。 口唇と屈曲部に沈線。
外面巻貝条痕十ナデ。内顧
巻貝条痕。

自色の微砂粒含む。

第37図 35 ,層 ,完鉢 ヨ縁屈曲。 佃沈線。 外面ナ九 肉面春買条唐十ナデ 微砂粒含むハ

第37図 南端 6層 上面 注 口 同部屈曲。

直線文・連孤文間に巻貝疑似縄文。
日周囲は円形意匠 (沈線内刺突)。

端に刺突文列 (二枚貝?)。

注

下 外面ミガキ・ナデ。内面巻
貝条痕+ナデ。

白色砂粒、雲母等微砂
粒多く含む。

36・ 38は接合。
SRlの 2717と
同一個体の可含t

‖生。

第37図 3ア 南端 6層 上面 深鉢 頃部緩 く屈曲。 直線文+刺突状刻み目文 (二枚貝 )
外画巻貝条痕+ナ デ。内面
ナデ・ミガキ。

白色砂粒、金雲母等微
砂粒含む。

第37図 38 5～ 6層 Po99 注 口
胴部に疑似縄文。沈線末端に凹点。下
端に刺突状刻み目文 (二枚貝)。

外面ミガキ、内面絞 り痕。 微砂粒多 く含む。

36・ 38は接合。
SRlの 2717と
同一個体の可能
1+_

第3フ 図 4層下層
ヨ縁屈曲。波状E
最。日唇平坦。

左端 に小さな弧状文 2条、扇状圧痕類

似の刺突文 (原体巻貝 )。 沈線文十刺
突状刻み目文 (二枚貝)。

外面巻貝条痕+ナ デ・ ミガ
キ。内面巻貝条痕。

白色微砂粒多 く含む。

F区 (1)-17と
同一個体の可能
′
性。

第37図 40 38 5層上面
口縁屈曲。波状口

縁。

波頂部突起下に垂下浮文。クランク状の

沈線文 (末端刺突 原体巻貝殻頂部)。

突足上面に巻貝殻頂部刺突。突起直下に

扇状圧痕 (ら 肋痕なし)。 浮文上と屈曲
部に三枚貝刺突文状刻み目文。

外面ミガキ、内面巻貝条痕
+ナ デ。

白色砂粒、雲母含む。

赤色顔料付着。
SR2(1)
39・ F区 (1)

17と 同一個体
の可能性。

第38図 38 4層 口縁屈曲。 沈線文十二枚貝刺突状亥Uみ 目文。 内外面ミガキ。 微砂粒多く含む。

F区 (1)18・
SR2(2)-1は
同一個体の可能
14。

第38図 2 38 4層 下層 口唇平坦面。
国唇二枚貝刺突状刻み 目文。日縁内面
洵線。

内外面丁寧なナデ。
大粒の自色砂粒、微細
な金雲母含む。

第38図 3 4層 下層
口縁短 く屈曲。国

唇平坦。
□縁部に沈線。

外面巻貝条痕十ナデ・ ミガ
キ。内面ミガキ。

白色微砂粒多 く含む。

第38図 4 4層下層 ヨ綴屈曲。日唇平坦。 蒼消縄支 (RL)十蛇行文。 内外面ミガキ . 微砂粒含む。 〕720と 接合。

第38図 5 南端 6層 上面 口縁緩 く内湾。
|ノ 」字状の隆語。日縁 に直 477文 、楕

円形区画文。隆帯上に蛇行文。
内外面丁寧なナデ 微砂粒含む。
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番号

遺物

番号
図版

ラエ言じ
出土地点
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第38図 6 ,層上面 ヨ縁短 く屈曲。 文 (RL)十細沈線。 ヨ色砂粒、金雲母含む。

第38図 7 5層上面 ヨ縁肥厚。 者消縄文 ?(RL) 外面巻貝条痕+ナ デ。内E
丁寧なナデ。

白色微砂粒含む。

第38図 8 5層上面 ヨ唇断面三角肱 佃沈線。 米面ミガキ.肉面T筆求ナデ 色色砂粒多 く含む
^

第38図 9 う層 ヨ縁短く屈曲。 書消縄文 (RL)

輯慟
外
痕

内画巻 貝条 ョettψ種、穫状黒t
砂粒含む。

第38図 5層上面

頃部 くびれ、

部短 く屈曲。
¬録 _

煽

リ

ロ

波 個沈線文。 外面ミガキ、内面ナデ。 石英粒多 く含む。
外 面 にス ス付
着。

第38図 11 帽
ヨ縁屈曲。波状E
尿。

沈線文。波頂部に小さな円形透かし。
外面巻貝条痕。内面条痕+
ナデ。

砂粒多 く含む。

第38図 蘭端 6層 上面
ヨ縁 肥厚 、短 く厄
蜘_口屈 軍 IB面^

三枚貝疑似縄文+沈線。沈線間は磨消 ? 外面ミガキ・ナ売 内面ナデ。
自色砂粒、雲母等微翻
粒多 く含む。

第38図 13 4層下層 深鉢 ? ]縁短 く屈曲。 佃沈線2条。
外面ミガキ。内面巻貝条塘
+ナデ。

金雲母、白色砂粒多く
含む。

3‐ 1と同一個体

第38図 5～6層 ヨ縁短く屈曲。 直線文。
内外面巻貝条痕+ミ ガキ
ナデ。

白色砂粒含む。

第38図 15 葛壁付近 4層 茂鉢 ヨ縁短く屈曲。 売線間に蛇行文。 内外面ナデ・ミガキ。 白色微砂粒多く含む。

第38図 南壁付近 4層 鉱
ヨ縁短く屈曲。】
ドロ縁̂

口縁沈線文。屈曲部刻み 7(縄文の可
能性あり)

内外面巻貝条痕十ナデ。 白色砂粒含む。 外面スス付着。

第38図 17 南端 6層上面 鉢 ? 日縁月B厚。 沈線十疑似縄文 ?
外面ミガキ。内面巻貝条痕
十ミガキ。

自色の微砂粒多く含む。

第38図 4層
ヨ縁屈曲。波状E
尿。

波頂部に垂下短沈線 (原体巻貝)。 沈
線文2条。

内外面ミガキ。 白色砂粒多 く含む。

第38図 4層 下層 浅鉢 口縁緩く屈歯。 宣繰支。 内外面巻貝条痕 +ミ ガキ。 白色微砂粒含む。

第38図 4層 浅 鉢 口縁緩く屈曲。 波状文+直線文が3段。
外面ナテ、内面巻貝条痕+
ナ売

自色砂粒少量含む。

第38図 21 3層上画 磨消縄文 (巻貝疑似縄文) 内外面ナデ。 白色微砂粒含む。

第38図 4層 下層 磨消縄文 (RL)。 対向孤文。 内外面 ミガキ。 白色微砂粒家 含む
^

第38図 4層 下層
文縄

。

消
列

磨
文

(Rと)十蛇行文。上端に刺突
内外面丁寧なナ元

自色砂粒。金雲母等微
細な砂粒多く含む。

第38図 同部内湾。
直線文+連孤文2段以上 (上 端に連孤
文の下端あり)。

外面巻貝条痕+ナ デ、内面
ナデ̂ 白色砂粒含む。

第38図 4層 伺部張る。 蛇行文+沈線文を2段以上重ねる。
外面巻貝条痕+ナデ。内面
ナデ。

砂粒多く含む。

第38図
隕部 くびれ。胴部
傷るハ

磨消縄文 (RL)。 部分的に垂下する短
沈線。

内外面丁寧なミガキ。 白色微砂粒含む。

第38図 南端 6層上面
願部くびれ。胴部
にス^

連TIII文 +直線文。
内外面丁寧なナデ・ ミガ
キ。

白色の微砂粒含む。

第38図 4層 桐部張る。 沈線間に押 し引き文 (蛇行文) 内外面ナデ。 金雲母、自色微砂粒含む。

第38図 4層 胴部内湾。
違fll文、直線文。押 し引き状の疑似縄
支 ?

外面貝殻条疫+ミ ガキ。内
面丁寧なナデ。 白色砂粒多く含む。

第38図 6層 上面 睡孤文+巻貝疑似縄文。 内外面巻貝条痕 +ナ テ。 大粒の自色砂粒多く含乱

第38図 南端 6層 上面 浅鉢 口縁、胴部屈曲。 直線文十二枚貝刺突状刻み目文。
外面ナデ・ ミガキ。内面槙
ギア条痕十ナデ。

白色砂粒、金雲母等制
砂粒含む。

第38図 中央部 4層下層 磨消縄文 (RL)
ホ面ミガキ。内面巻貝条

白色砂粒多く含む。

第38図 6層上面 浅鉢
螺 部 綾 く く 0れ 、

胴部張る。
直線文。最下段に刺突状刻み目文。 有外面巻貝条痕+ナ売 金雲母多 く含む。

第38図 5～6層 Po94 日縁短く屈曲。外反。 無文。 内外面巻 貝条痛 +ナテ 微砂粒含む。

第39図 1 6層 深鉢 ? 日縁短 く屈曲。 口縁に細沈線2条。
外面ミガキ。内面巻貝条た
+ナ元

母

。

雲
む

金
含

自色砂粒多 く 39‐ 1 ・2`よ

接合。

第39図 2 4層 下層 Po76 深鉢 ?
口縁短 く屈曲。口

唇平坦面。内面頸
胴蔀贈黒tr赫 ^

口縁に細沈線2条。下端 (頸部)に連
孤文。

内外面巻貝条痕+ナデ 霞母含む。
39‐ 1 ・2は

接合。

第39図 3 l層 Po46 深鉄 ? 口縁短 く屈曲。 口縁に細沈線2条。
外面巻貝条痕十ナデ。内面
条痕+ナ デ。

牧砂粒・金雲母多く含転

第39図
'層

Po102 深鉢 ?

頸
張屈曲。肺縣屈曲。。

日
部

る

審消縄文
E。

(RL)。 胴部クランク状意 外面ミガキ。内面巻貝条娠
十ナデ。

白色微砂粒多く含む。 補修孔 2

第39図 5 萄端 6層 上面 口縁内湾。 ヨ縁に半円形浮文、直線文取りつく 内外面丁寧なナデ・ミガキ。 白色微砂粒多 く含む。
補 修 孔 。 F区
4116と 同一値

体の可能性。

第39図 6 4層下層 口縁緩く屈曲。
日点文、刺突文 (巻 貝殻頂部)に取り付く

"te守
_屈曲部

`「

~�目コ卑叶功み日ヤ_
内面条痕 ? 外面ミガキ。 白色砂粒多く含む。

外 面 に 種 子 圧
痕 ?

第39図 7 南壁付近 4層 鉢 ? 日縁・胴吉[屈 曲。
口縁屈曲部円盤状に突出。そ こに凹線
文取 り付 く。

外面丁軍なナデ。内面香只
条痕十ナデ。

微砂粒含む。

第39図 8 十層 鉢 日縁緩く屈曲。 口縁に細沈線文2条。 外面巻貝条痕+ミ ガキ。 自色砂粒多 く含む。

第39図 9 南端 6層上面 浅鉢 頸部屈曲。
同部に凹線 (内面再調整 )。 日縁内面
売線十二枚貝刺突文列。

内外面ナデ。
自色砂粒、金雲母等彿

砂粒含む。

第39図
'層

上 深鉄 ? 日縁わずかに内洗 凹線文 (内面にスジ)。
口縁内面強いナデ。外面ナ
デ。内面巻貝条痕+ナ デ。

自色微砂粒含む。

第39図 1層 鉢 直口。 ヨ綴部に浅い凹綬文。 内外面ナデ。 白色砂粒含む。

第39図 う層上 巽鉢 ? 凹線文 (内面にスジ)。 内外面巻貝条痕十ナデ。 ヨ色微砂粒含む。 浦修孔。

第39図 り冒下層 浅鉢
同部屈曲、頸部外 墓下短沈緑に太い沈線文取 り付 く (琥

腺末端刺突 いずれも原体巻貝)。
内外画ミガキ。 微砂粒含む。

第39図 4層 隈部緩く屈曲。 太い沈線文 (内面再調整 ?) 内外画ナテ 砂粒含む。

第39図 4層下層 深鉢 ? ヨ縁緩く外反。 外面太い沈線 2条。内面太い凹線文。
外面巻貝条痕 +ナデ。内面

条痕 +ナデ。
微砂粒多く含む。

第39図 葛壁付近 4層 ヨ縁外反。 口縁内面に沈線。 内外面ミガキ。 白色の微砂粒多く含む。

第39図 南壁付近 4層 口縁内面に細沈線。 外面ミガキ。内面粗いミガキ。 自色の微砂粒多く含む。

第39図 4層下層 浅 鉢
日縁内湾。口唇平
1日 _

無文。
外画丁寧なミガキ。内面巻
貝条痕十ミガキ。

白色砂粒含む。

第39図 南壁付近4層
口唇二枚貝刺突文列。日縁内面押引き
状沈線。

外面丁寧なナデ・ ミガキ。
内面巻貝条痕十ナデ。

白色の微砂粒多く含む。

第39図 6層 上画 売鉢 口縁緩く屈曲。 無文。 伺外面巻貝条痕+ミ ガキ。
彗色砂粒夢量、金雲母
歩昌合赤 ^

第39図 4層 下層 売鉢 口縁緩 く屈曲。 無文。 ～
外面巻貝条疫十ナデ・ミ

じキ̂
笥色砂粒含む。金雲母
gむハ
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第40図 1 40 5層上面 深鉢 宣口器形。 無文。
外面二枚貝 ?条履十ナデ。
内面ナデ。

砂粒少量含む。
外面粘土接合娠

明瞭。

第40図 2 40 雨側 4層～下層 ヨ縁短 く屈曲。 無文。
外面巻貝条痕+ミ ガキ。内
面ミガキ。 白色砂粒含む。

第40図 3 40 南壁付近 4層 深鉢 ?
J稼困側に困浴。

ヨ唇やや薄い。
無文。 内外面巻貝条痕+ナ デ。

自色砂粒、金雲母等彿
砂粒含む。

外面に粘土紐接
合痕。

第40図 4 4層 下層 宣口。 無文。 内外面ナデ。 微砂粒含む。

第40図 5 南西部 6層 口頸部外傾。 無文精製。
外面縦横のミガキ+巻貝条
痕。内面巻貝条痕 (ヘ ナタ
リタイプ縦位)。

白色砂粒含む。

第40図 6 爾端 6層上面
口縁短く屈曲。E

無文精製。 内外面ミガキ。 微砂粒含む。
嘱曲部下で明瞭
た簿聞縁^

第40図 ア 南西部 6層 深鉢 ?
外面巻貝条痕、内面巷貝条
痕+ナデ。

自色砂粒含む。
内面粘土紐接合
痕明瞭。

第40図 8 南壁付近 4層 深鉢 ? 葺面やや上底。 内面条痕十ナ売 外面ナデ 白色砂粒含む。

第40図 南西部 6層 肥部内湾。
外面巻貝条痕、内面二枚貝
条痕。

白色砂粒含む。

第40図 深鉢 ? 内外面ナデ。 白色砂粒含む。

第40図 11 4層 下層 Po73 底部 平底。
外面ナデ、内面巻貝条痕
(ら 肋痕なし)+ナ デ。底

面砂粒圧痕多い。
白色砂粒多 く含む。

種
さ

複底径‐０４Ｃｍ。善『数ぁり。第40図 η言 底 部 平h円 盤状に厚い。
内面巻貝条痕十ナデ。外面
凹 品 雨 著 _

白色砂粒多く含む。

第40図 4層下層 底部 丸底。 内外面ナデ。 砂粒少量含む。

第 10表 SR2出土石器観察表

図
号

挿
番

遺物
番号

図版 注  記 器 種 石  初 色 調
法 量 (cm)

重量 (g) 特  徴
長 さ 幅 厚 さ

第40図 南端 6層 上面 剥片 サヌカイト 天色 3 喘部に微細誠I離^右面に礫面^

第40図 南西部 6層 FT笑き石錘 可原石 更色 隠掛け部磨滅 (使用痕 )

第40図 5～ 6層 可原石 者灰色 一端は敲打、一端は打欠き。

第40図 4層 上～下層 欠き石錘 可原石 灰 色 27 24 隠掛け部磨減 (使用痕 ?)

第40図 萄西部 4層 下層 丁製石斧 冤山岩 A 白色 116 刃部に使用痕。一面に大きな礫面。

第40図 4層 下層 甲石・磨石 河原石 灰 色 119 605 両端に打痕。表裏面擦り痕 ?

同図 3は玉葱状の胴部に磨消縄文で曲線的な意匠を描 く。鉢か注口土器の可能性がある。第53図

5は突起で、日縁部に平行して管状に作られている。

第41図 5は屋敷式である。国縁部が肥厚し、段をなす。口唇部には短沈線列が施される。

後期前葉土器 (第41図 4～ 14・ 第42図 1) 第41図 4は成立期縁帯文で、環状の突起である。

上面に巻貝殻頂部による刺突文列が施され、前面には楕円形の透かし孔がある。

第41図 6・ 7は小池原上層式である。ともに強 く張る胴部片で、渦巻き状の意匠が描かれてい

る。 6・ 7は巻貝疑似縄文が施されている。

第41図 10～ 14は鐘崎式である。胴部が張 り、日頸部は短 く外反する (10)か 、無頸 (H)で
ある。硬直した沈線文を多重に施文し、部分的に渦巻き文が描かれている (12・ 13)。 Hに R跡電

文が施されるほかは、沈線文のみの施文である。Hには橋状把手がつけられている。

第42図 1は 口縁部が肥厚する縁帯文土器で、津雲A式の口縁部に似る。巻貝殻頂部による刺突文

列が施されている。第41図 8は注目土器で、注目部周囲に多重沈線による意匠が描かれている。

第41図 9は 回縁部がやや屈曲する無文土器で、型式不詳である。

後期中葉土器 (第41図 15～27) 15・ 17～ 19・ 23・ 24・ 26は彦崎K2式に似た土器である。

屈曲した口縁部に、細い沈線文が 2～ 8条描かれている。15は沈線の上下にRL縄文が施され、そ

のほかは、二枚貝による刺突文列が施されている。17は波頂部から垂下する隆帯と巻貝殻頂部に

よる刺突文がみられる。26は胴部片で最下段の直線文間に短沈線状の刻み目文が施されている。

16・ 21・ 22・ 25は、西平式あるいは太郎迫式で、21・ 22は磨消縄文 (RL)である。21の波頂

部には巻貝殻頂部による刺突が、22に は小さな「ノ」の字状文が付加され、25は直線文間に波状

文が描かれている。

27は太い沈線文が描かれている。沈線文は一部に再調整が施されており、凹線文に近い形状で

ある。後期後菓まで下る可能性がある。

後期無文土器 (第41図 20・ 第42図 2・ H) 第41図 20。 第42図 2の口唇部に短沈線文列が施
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されている。第42図 Hは寸胴器形で、比較的丁寧なナデ調整が施されている。

晩期突帯文土器 (第42図 3～ 10) いずれも突帯上に刻み目が施されるもので、 3・ 7・ 8が

「0」 字形、 4・ 5が「DJ字形、 6が「V」 字形の刻み目文である。 4・ 5は放射肋のある三枚

貝を施文具としている。

9。 10は、中山B式である。頸部に沈線文が描かれ、 9の突帯直下にはさらに短沈線文列が施さ

れている。

底部 (第 42図 12～ 14) 12・ 13とよ平底で、ともに後期か。13の底面には楕円形 。円形の圧痕

が多数みられる (図版48-7)。 植物種子の圧痕かもしれない。14は浅鉢の底部と考えられる。

石錘 (第 42図 15～ 24・ 第43図 1) 第42図 15～20は端部打欠き、22～ 24は端部敲打、第43

図 1は切目石錘である。いずれも河原石が利用されている。

叩石・磨石 (第43図 2～ 8) 3～ 5は端部に打痕が、 6～ 8は表面に擦 り痕、端部に打痕が

みられる。いずれも河原石が利用されている。 2は 自然礫の可能性がある。

石皿 (第43図 9) 上面に捺 り痕がみられ、平滑になっている。

刃器 (第43図 10。 H) 10は 刃部に二次剥離が、Hは微細剥離がみられる。

打製石斧 (第 43図 12～ 16・ 第44図 1～ 8) 第43図 12・ 13・ 第44図 3の一面には礫面が残

り、第43図 12～ 14・ 16・ 第44図 2・ 5・ 8には主要剥離面と思われる大きな剥離面が残ってい

る。礫面の状況からは、母岩からの剥片、または適度な形の礫が利用され、この周囲に調整剥離が

加えられたと考えられる。刃部・側縁に使用痕と思われる磨滅が観察できるものが多いが、第43

図 12・ 第44図 8に は使用痕がみられない。第43図 12とよ左図面ではほとんど調整剥離が施されない

ことから、未製品の可能性がある。第44図 7は刃部の調整剥離があまり施されていないが、これ

は欠損品の再加工品かもしれない。

第 11表 F区出土土器観察表

番号 番号
図版 占

小

記
地

狂
土出 器 種 器  形 文  様 調  整 胎  土 備  考

第41図 1

卜

層］”中央５
東
東 内外面ナデ 滑石混入。

第41図 2 南東 5層 回唇平坦面。 磨消縄文 (RL。 縄文→沈線 ) 内外面ナデ。
微砂 粒 多 く含 む

(石英多)。

第41図 3 中央 5層 下面 鉢 玉葱形の胴部。 磨消縄文 (RL)。 沈線描線後に縄文。
外面 ミガキ・ ナデ。内面条
痕+ナ デ。

自色の微砂粒含む。

第41図 中央 5層 筒状突起。 上面に巻貝殻頂部刺突。 全面ナデ
大粒の自色砂粒多
く含む。

第41図 5 |ヒ側5層 深鉢 C沈線状の亥Jみ目 (原体巻貝 ?) 内外画ナデ。 ヨ色砂粒含む。

第41図 6 】ヒ狽15層 錬 同部張る。 磨消縄文 (巻貝疑似縄文)。 J字文。
外面ナデ。内面巻貝条痕十
ナデ。内面巻貝条痕。

自色砂粒含む。

第41図 ア 東la1 5層 Po38 1月 音昼]長る。 落消縄支 (巻 員疑似紹文 ) 外面ナデ。内面ミガキ・ナ売 色色砂粒多く含む。

第41図 8
側

５０
5層 上 面

注目
浮線文+多重沈線文。浮線文上に縄文
(LR)。

内外面ナデ。 石英粒多く含む。

第41図 9 南西部 4層 下層
口縁 隆帯状 に肥
サ軍h

内外面巻貝条痕。 自色砂粒多く含む。

第41図
側

７０

西

Ｐ。

4層 下 層 日縁短 く外反、肥

厚。
沈線文。

外面ナデ。内面巻貝条痕十
ナデ。

自色砂粒多く含む。

第41図 西側 4層 Po3 沐
胴
羊

厚
叶

肥
繕

縁ロ
ス 磨消縄文 (RL)。 クランク状の意匠。

外面ナデ。内面巻貝条痕十
ナデ。 白色砂粒含む。

第41図 中央 5層下面 平行沈線文十円形文。
デナ

。

面
デ

外
ナ

内面巻貝条痕十
金雲母多 く含む。

第41図 雨西部 48層 胴部内湾。
多重沈線による渦巻き文 (原体巻貝?

一部にナジリ痕)。
内外面ナデ。 白色砂粒多く含む。

第41図 西lq1 4層 Pol 胴部内湾。 沈線文。
外面ナデ。内面巻貝条痕+
ナデ。 自色砂粒含む。

第41図 西半部 4層 上面 鉢

波状口縁。日縁屈

曲。頸胴部境界に

稜。

審消縄文 (RL)。 沈線周辺再調整。

ナ

貝
内

は
巻

。

銑
触
妹

排爆陳
嚇
誰
朧
売

面、頸ヽ
痕、サ

外
デ
条
面

白色砂粒多く含む。

第41図 E側 4層 Po8
口縁屈曲。国唇平
坦面。

主文に半円形の浮文。両脇に沈線文3

条が取りつく。
内外面ナデ。 微砂粒含む。

S R2 39 5と
司―個体の可含ヒ

第41図 1フ □損14層 Po24
口縁屈曲。波状口

縁。波頂部から垂

下隆帯。

隆帯上部、下端、上面に巻貝殻頂部刺
突。隆帯、屈曲部に二枚貝刺突。沈線

区画文。

内外面ナデ。
白色微砂粒妄く含
む。

SR2 37-39・
40と 同一個体の
可能′

性。

第41図 ,3 ヨ側 5層 口縁緩 く屈曲。
沈線 文 十刺 突 状 亥」み 目文 (二 枚
貝 ?)。

外面ミガキ。内面巻貝条痕
十ミガキ。 微砂粒含む。 'R2 381と

同一
回4よ のF下台レlVI^

第41図 □側 5層 ヨ縁屈曲。
沈 線 文 +刺 突 状 亥」み 目文 (二 枚
貝 ?)。 沈線間再調整。

外面ミガキ。内面ナデ。 微砂粒含む。

第41区 】ヒ狽15層 暖波状口縁 ? 短沈線状の刻み目 (原体巻貝 7) 内外面ナデ。
大粒の自色砂粒含
ナi^
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凶
口一

沖
番 番号

図版
出土地点

器 種 器 形 文  様 調  整 胎 土 備  考

第41図 西狽」4層 深鉢
皮状日縁。日縁、野
邪屈曲。胴部稜。

口縁、肩部磨消縄文 (RL)。 波瑣部香
貝殻頂部刺突 (扇状 半回転 ?)。 肩
吉К氏卑】f音瞬_

勺外面ミガキ。
大粒の自色砂粒少
量含む。

第41図 西狽J5層 鉢
口縁幅狭に肥厚。
波状口縁。

磨消縄文 (RL7)。 波頂部に凹点文、
直下にノの字弧状文。沈線周囲は再調
整 ?

内外面ミガキ。外画のミガ
キ幅3mm。

救砂粒含む。 補修孔あり

第41図 23 西半部 4層 中面 回縁部屈曲。
沈線文3条 (側 縁再調整)。 刺突状刻
み目文 (二枚貝 ?)。

勺外面ミガキ。外面胴言Бナデ ヨ色微砂粒多く含む。

第41図 西半部 4層 下層
口縁屈曲。日唇干
坦画。

刺突状の刻み目 (原体二枚貝 ?) 勺外面丁寧なナデ。 匂色微砂粒含む。

第41図 南西部 4層中～
下層

浅鉢 屈曲口縁。
上下に押 し引き状の沈線文。その間に
連孤文。

勺外面巻貝条痕 +ナ デ 救砂粒多く含む。

第41図 西半部 4層中～

下層
深 鉢

沈線文、短沈線状の刻み目 (原体不
日日ヽ _

外面巻貝条痕+ナデ。内面
ナデ。

沙粒 (多 )、 金蜃
雪含む。

第41図 27 北側 5層 口縁肥厚。
Щ線様の沈線文。内面再調整。底面麺
くににスジ。

外画巻貝条痕+ミ ガキ。内
面ミガキ。

大粒の白色砂粒多
く含む。

第42図 東側 5層 Po31 鉢 ?
日縁屈曲・月B厚。
日頸部外反、胴部
毛ス^

巻貝殻頂部刺突。
外面ナデ。内面巻貝条痕+
ナ元

当色砂粒・雲母含む。

第42図 2 1印 J5層 深鉢 援波状口縁。 短沈線状の刻み目 (原体巻貝 ?) 勺外面巻貝条痕 +ナデ。 匂色砂粒含む。

第42図 3 西半部 利詈下層 深 鎌 突帝文。
0字 に近い刻み目文 (原体巻貝 ? 伊
ふ ,,】 _

木面ナλ 内面条痕十ナ元 コ色砂粒含む。

第42図
先端部中央 4層

下
深 鉢

刻み 目突帯文 (D寧刺哭 原体サルボ

ウタイカ 。頸部に垂下沈線。
内外面二枚貝条痕 (サ ル/1N

ウタイプ)。

第42図 5 西側 4層 Po23 深 鉢
直口器形。日唇平
坦面。

刻み 目突帯文 (二枚貝によるD字刻み
目)。

内外面三枚貝条痕。 大粒の自色砂粒含檻

第42図 6 西南部中央 4層 渓鉢 宣口器形。 友Jみ目突帯文 Ⅳ字亥Jみ ) 内外面ケズ リ十ナデ。 白色砂粒含む。

第42図 7
西端部 中央 4

層
深鉢 突帯文。突帯上にO字刻み 目。

外面ナデ? 内面巻貝条痕
+ナデ。

微砂粒多 く含む。

第42図 4 西半部 4層 中面 深鉢 突帯文。 O字亥」み目文。 Å外面ナデ 微砂粒含む。

第42図 西半部 4層 上面 深鉢 突帯文。
O字刻 み 目文。短沈線文 、斜行沈桁

文。
内外面ナデ。 大粒の砂粒多く含む。

第42図 南西部 4層 下層 渓 鉢 胴部屈曲。
文
Ｄ

帯

煮

突

状
(0字亥」み 目)。 沈線文 (鋸 甚 外 面 ナ デ。 内 面 ナ デ、 一 苗

懸 目峯虐 白色砂粒多く含む。

第42図 東側 5層 暗灰
色上 Po28 深 鉢 内湾する器形。 無文。

外面巻貝条痕 +ミ ガキ。広
面巻貝条痕。

雲母多 く含む。

第42図 12
F区 東 側 5層
Po27 底 部 厚い平底。 内外画ナデ。 自色砂粒多く含む。 底径 1lcm。

第42図 13 北側 5層 底部
底部縁辺外側に迫

り出す。

内外面ナデ。底外面に浅し

圧痕。

自色 砂 粒 多 く含
む。金雲母含む。

底径 1 2cn。

第42図 西側 4層 Po20 底音Б 高台状の底部。
外面粗いミガキ。内面ミ充
キ・ナデ。 微砂粒含む。 底径 6cm。

第 12表 F区 出土石器観察表

図

号

挿

番
物
号

遺
番 図版 泣   記 器 種 石 材 色 調

法  量  (cm)
重量 (g) 特  徴

長 さ 幅 厚 さ

第42図 15 南西部 4層 下層 「欠き石錘 可原石 灰自色 両端打欠き

第42図 16 中央～西側 6層 丁欠き石錘 河原石 灰 色 41 67 両端打欠き (磨滅 )

第42図 ,7 西側端中央 4層 下層 可欠き石錘 河原石 縞文様。暗灰色 縄掛け部磨滅 (使用痕 ?)

第42図 西端部中央 4層 讃打石錘 河原石 暗灰色 21 敲打後施溝。

第42図 19 東西ベル ト南 5層 丁欠き石錘 河原石 灰色 面端打欠き。

第42図 東西ベル ト東南部 5尼 下欠き石錘 河原石 灰自色 面端打欠き。

第42図 □端部中央 4層 下層 護打石錘 可原石 灰色 一端敲打。一端打欠き ?

第42図 西側端中央 4層 下層 護打石錘 可原石 灰色 4ア 両端敲打。

第42図 中央～西側 6層 下層 鼓打石錘 河原石 灰褐色 一端は敲打、一端は打欠き。

第42図 東西ベル ト東南部 5層 技打石錘 河原石 灰色 6 5 両端敲打。

第43図 東西ベル ト東南部 5層 切目石錘 河原石 暗灰色 面端施溝。

第43図 2 束西ベル ト南束 5層 甲石・磨石 ? 河原石 淡黄色 2 自然礫の可能性あ り

第43図 3 覇西部 4層 下層 1口石 可原石 灰色 両端に打痕。

第43図 4 棄西ベル ト東南者[5層 1日石 ? 河原石 灰色 104 端部に打痕 ?自 然礫の可能性あり

第43図 5 |ヒ狽J5層 1口石 河原石 灰白色 12 3 一端に打痕 ?

第43図 6 東西ベル ト東南言Б5層 甲石・ 磨石 河原石 天白色 両端に打痕。表面に擦り痕 7-部被熱

第43図 7 束西ベル ト南東 5層 甲石・磨石 河原石 戻白色 71 妻面に擦 り痘 (値用痘)^端 部打痕 ?

第43図 8 東西ベル ト南東 5層 甲石・ 磨石 河原石 更褐角 ア 仰面に打痕。

第43図 9 東西ベル ト東南部 5擢 石 皿 河原石 炎黄色 126 77 一面に擦 り痕 (平坦面 )

第43図 東域北端東西ベル ト5擢 潮器 サヌカイト 死色 1 一面は剥離な し。

第43図 11 東西ベル ト東南部 5擢 箕用痕剥片
石英等鉱物多
く含む

え自色
―辺に微細剥離。一音隅こ礫面残る。母岩はメ
きな川原石か ?

第43図 中 5層 打製石斧 ? ※片岩 やや緑色 一面は大部分礫面。未製品?

第43図 西半 4層 lT製石斧 妻山岩 C 自色 一面礫面大き く残す。刃部やや磨滅。

第43図 霜西ベル ト東南音[5擢 lT製石斧 ※安山岩 C 自色 5 側面・刃部に使用痕。

第43図 騒端部中央 4層 下層 lJ製石斧 安山岩 B やや緑色 9 2 磨減見られない。

第43図 東西ベル ト東南部 5擢 打製石斧 安山岩 B やや緑色
刃部・側縁に使用痕。刃部に使用痕のないメ
■ な こ 難 _

第44図 1 東西ベル ト東南部 5層 lT製 石斧 安山岩 C ヨ色 ]部に使用痕。一部に礫面残る。

第44図 2 棄西ベル ト南東 5層 lJ裂 石斧 ※安山岩 B 灰色 (やや緑色 ) 2 刃部磨滅。基部欠損。

第44図 3 東西ベル ト東南部 5擢 打裂石斧 ※安山岩 C 白色 10 ,40 一面礫面大きく残す。刃部・側縁に使用痕。

第44図 4 東西ベル ト東南部 5層 打製石斧 ※安山岩 B 灰色 (やや緑色 ) ア2 基部か (使用痕なし)?

第44区 5 東岸北端 5層 打製石斧
※デイサイト
～ 帯 紳 井 灰色 117 大きな剥片が素材。月部やや磨滅。

第44図 6 中央 5層 lT製石斧 ※玄武岩 8 13 刃部わずかに磨滅?(使用痕?)

第審 図 7 東西ベル ト東南部 5層 打製石斧 安山岩 C 自色
欠損後再利用。欠負面に使用痕。一部に礫面

第44図 8 西半部 4層 中面 FT製石斧 安山岩 A 天色 132 2 298 蔓用痕な し。

※は中村唯史氏の鑑定による。安山岩 A・ BoCは第 5章 2節参照。
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第 4節  D・ E区の調 査 (第 45～ 48図 図版 16～ 19)

1.土層の堆積状況 (第 45図) 調査区東半部のうち、一段高い部分をD区、一段低い部分を

E区 とした。調査前は 4～ 5段に水田が作られており、比較的大きな段が河岸段丘の痕跡と考えら

れたため、これをD区 とE区の境とした。調査の結果、本来の地形は北西から南東に向かって次第

に低 くなる緩斜面と思われ、段差は水田造成に伴うものと考えられた。 D区では遺構、遺物は検出

されず、 E区で竪穴住居 2、 石囲炉 2が検出された。

D区では耕作土直下で黄灰色砂質土や砂礫層が検出され、遺物包含層 (第 45図 4～ 5層)は E

区西南部に限定的に堆積していた。竪穴住居 1下部では河床礫が多く出土したことから、DoE区
の地山は砂質土と礫層が互層状に堆積しているように思われた。

堅穴住居 2な どの遺構は、包含層下で検出された。遺構は第45図 6層上面から掘 り込まれてい

るが、この層も包含層の分布とほぼ一致している。竪穴住居 1の地山はやや粘質の締まった土層

で、比較的安定 しているように思われた。この部分では河床礫層があまり表われていないことか

ら、礫群が表出した場所を避けて住居が作られたのかもしれない。

2.竪穴住居 2(第46ん47図・図版 17～ 19) E区西南で検出された。平面形は円形で、3.4

m× 3.4m、 深さ45cmの規模である。当初、不整形に第47図 5層が確認されたため (図版 17)土

坑などの遺構と考えて調査したが、底面で土器埋設炉が出土したことから、これが竪穴住居跡と判

断された。

この時点で改めて遺構プランを精査したところ、一次堆積土と考えられる第47図 6層の平面形が

上述の範囲で認められ (図版 17)、 これが住居跡原形に近い形状と思われた。なお、当初竪穴住居

2が検出された面は第47図 b― bfラ インで段差を有しているが、これは南側の水田造成に伴って削

平された段と思われる。

この段差部分で現表土から土層を観察することができ (第 47図 。図版18)、 竪穴住居跡 2はや

や粘質の黄色土上面から掘 り込まれていることが判明した。この上位では黒味の遺物包含層 (第

45図 5層)が堆積 しており、この層を除去した面で、竪穴住居 2のプランが確認されたことにな

る。

竪穴住居 2では、底面南側で土器埋設炉が設置されている (第47・ 48図 図版 18。 19)。 土器

埋設炉の周囲では小礫が集積し東側に落込み状に土が変色していたため、この礫群が人為的かどう

かに注意を払い調査を進めた。現地の観察では、礫群が水平に広がる様相を見せたことから、この

部分の石や上の変色は自然堆積と判断された。竪穴住居 2では、炉跡を設置するため床面の一部を

掘り下げ、下位の河床礫を除去しながら土器埋設炉を設置したと思われる。

土器埋設炉 (第 48図 1・ 図版19)は、平面形楕円形の土坑中央に、口縁部と底部を打ち欠いた

土器が据えられていた。土坑の規模は、長軸 1.6m、 短軸 lm、 深さ1 5cmで、土器の径は30cmで あ

る。土器外側の土は裏込め土、内側の土は住居跡埋没時に堆積したものと考えられる。土器内の底

面には円礫が出土した。これは炉底に敷かれたように思われた。

壁際で柱穴状のピットが 7個検出された (第 46図 )。 これらは壁面を取 り巻 く形で配置されて

いるが、竪穴住居 2と 関連があるかどうかは判断できなかった。

出土遺物は、おもに一次堆積上で出土した。いずれも散在的で、とくに集中する箇所は見られな

かった。

S101出土土器 (第49図・図版43・ 44) 1・ 3は元住吉山 I式に似た土器である。 1は注目土
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器または壷で、国縁部が屈曲し、精円形区画文内に放射肋のない三枚貝による刺突文が施される。

3は 口縁部が屈曲し、無節縄文Lと 沈線文が施される。調整がやや雑で深鉢と考えたが、天地が逆

で、注口土器または壺の胴部の可能性もある。

4は左上端に沈線で円形意匠が描かれる土器で、これも天地が逆の可能性がある。四元式に近い

土器と思われた。

2は石町式の浅鉢と思われる。三角形の区画文内に縄文LRが施され、蛇行文などが描かれている。

5は口縁部がわずかに屈曲する器形で、内面は凹線状に段がついている。 1～ 4よ りやや新しい

ように思われる。

6は浅鉢で、内外面に赤色顔料による弧状の文様が描かれている。 1～ 4に近い時期と思われる

が、小片のため詳細な時期は不明である。

7・ 8は無文土器である。7は深鉢で、口縁部がやや薄く作られている。 8は胴部が屈曲する器

形で、浅鉢と思われる。

9は埋設炉に使用された土器である。無文粗製で、寸胴の器形である。口縁部、胴部下半は埋設

時に打ち欠かれたと思われる。内面は比較的ていねいな調整が施されている。

3.石囲炉 2(第 48図 2・ 図版 19) EWT lで検出された石囲炉である。平面形楕円形を呈

し、長軸75cm、 短軸60cmを測る。北部ではやや大きな礫 2個が使用されているが、その他は小さ

く           ィ

竪穴住居2

第46図  E区堅穴住居 2(S101)平 面図 (S=1/40)

く
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1 瓜色主(表土)

2.控得OilEQlヒ鉄職
3憎医悟色ilEWT lの 4層に対応、遺物包含層)

4 暗黄祭色砂質土lEWT lの6層に対応か,しまり弱し,
5情黄褐色砂貫土てしまり弱い)

61暗黄色土
7 暗資色土(`層 に類似Ⅲ資色砂上がプロック状に混きる)

2m

第47図  E区堅穴住居 2

土器埋設炉 平面図

断面図 (許1/40)

瞼 蔭 2.EWT-1石 囲炉2

士鎮磨轟 ±               9

第48図 E区竪六住居2土器埋設炉・EWT-1石囲炉 2(S=1/20)

1硼
b'

1.堅穴住居2土器埋設炉 断面園
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鑽友

0              10 cm

第 49図  E区堅穴住居 2(S101)出 土遺物

な礫 H個以上が配されている。ここではケーブル基地の基礎が隣接 して設置されていたため、面

的な観察ができなかった。そのため、周囲で住居跡の痕跡は確認できず、これが住居跡に伴うもの

かどうかは不明である。石囲炉を構成する石の下部から、平底の上器底部が出土しており、この遺

構は縄文時代後期 と考えられる。

4.D・ E区出土遺物 (第 50図～第52図 図版44～46)

前期土器 ?(第 50図 1) C字 爪形文を 3列に配す小片で、内湾する口縁部である。羽島下層

Ⅲ式であろうか。

後期初頭～前葉土器 (第50図 2～ 6) 第50図 2は胴部が屈曲する浅鉢で、平行沈線文間に

半円形文と刺突文が描かれている。器形は福田K2式・成立期縁帯文の浅鉢である。同 6は胴部片

で、磨消縄文帯で長方形区画意匠を描く。松ノ木式の胴部か。

S101埋設炉

第 13表 E区竪穴住居2出土土器観察表

挿 図 遺 物
図版

注 記・

出 十飾 占 器  種 器 形 文   様 調  整 胎  土 傭  考

第49図 I 4層 下層 注目か壼 ヨ縁屈曲。
楕円形区画文内に二枚貝
刺突アサリタイプ)。

外面ミガキ、内面ナデ。 微砂粒含む。 口径8 9cm。

第49図 2 lb41 浅 鉢 ヨ縁屈曲。
磨消縄文 (LR)。 三角形
意匠内に蛇行沈線文。縄
文施文後に沈線。

内外面 ミガキ。 微砂粒多 く含む。

第49図 3 �33 深鉢 ? ヨ縁屈曲。
無節縄文L(LRの可能性彦
り)■沈緯支ハ

外面ミガキ。内面巻貝条痕
十ナデ・ミガキ。 白色微砂粒多 く含む。

口縁にタール状の
付着物ハ

第49図 屯17 本反。 上端に円形文。
外面巻貝条痕十ナデ。内置
ナ九

敷砂粒多 く含む。

第49図 5 屯41 渓欽 ? 回縁わずかに屈曲。
口縁内面に国線状の くほ
み・段。

外面巻貝条痕十ナデ。内面
ナデ。内面三枚貝条痕+ナ
デ。

白色微砂粒多 く含む。
外面条痕、ら肋の
ないタイプ ?

第49図 6 鼈 1 浅 鉢 Ⅲ反。 内外面、赤色顔料で弧状
意匠を描く。

内外面 ミガキ。 微砂粒含む。

第49図 7
:WT2南 側拡藤
ZSX12-Po05 深 鉢

外反、口縁部わずか
に肉潜 ^

無文。 内外面二枚貝条痕十ナデ。 石英・雲母含む。

第49図 8 lb3 浅鉢 ? 胴部屈曲。 無文。
外面巻貝条痕十ナデ。内画
ナデ。

大粒の砂粒夢 く含む。

第49図 9 引01土器埋設炉 深 欽 甘胴器形. 瞭文ぅ 景大径17 2cn
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第50図 3～ 5は 口縁部が肥厚する深鉢で、口縁形態は津雲A式に似る。沈線下あるいは沈線間に

縄文が施されている。 3は上部に対向する意匠、下部に半円の意匠が描かれている。 4は棒状の垂

下浮文が付され、 5は長方形区画文とその下に短沈線文が連続している。

後期中葉土器 (第50図 7～32) 第50図 7～ 10は、四元式に似る。日縁部がやや内湾し、縄文

と2条の沈線文が描かれている。

同 19。 20は、彦崎K2式に似る。19は浅鉢、20は注目または壺である。19は巻貝回転による、

20は二枚貝刺突による疑似縄文が施されている。

同Hは肥厚した口縁部に羽状文が施された、型式不詳の土器である。28は単純口縁に巻貝疑似

縄文が施され、石町式と思われる。 12～ 18・ 21～ 27は 西平式から太郎迫式にかけての土器で、

18。 21が巻貝による疑似縄文、25が二枚貝刺突による疑似縄文、 12～ 17・ 22・ 24・ 26・ 27は

縄文が施されている。32は 口縁部がやや長 く屈曲し、沈線が太目であることから、やや新しいか

もしれない。

後期後葉土器 (第50図 33～43・ 第51図 1～ 8) 凹線文、またはそれに準じたものを集めた。

明瞭な扇状圧痕がみられないことから、いずれも九州系の凹線文土器と考えた。三万田式から御領

式に相当すると思われる。第50図 33・ 40・ 43な どは明瞭な凹線文だが、第51図 7・ 8な どは幅

狭で凹線と呼ぶには躊躇されるものもある。

深鉢は口縁部が「く」の字形に屈曲して外反気味なものが多く (第50図 33～43)、 第51図 1の

みは内傾する口縁である。浅鉢は胴部が屈曲して口頸部が長いもの (第 51図 3・ 4)と 、口縁部

が「く」の字形に屈曲するもの (第 51図 5)がある。凹線文は2条引かれるものが多く、第50図

33は 3条引かれている。第50図 43・ 第51図 1は 凹線文が山形をなし、第51図 5は 凹線文上に紡

錘形の凹点文が付加されている。

晩期土器 ?(第51図 9) 口縁部がわずかに屈曲し、胴部に稜がつ く無文の土器である。日縁

部形態が凹線文土器口縁部の名残 りを思わせることから、後期末にさかのぼる可育旨陛もある。

後期無文土器 (第 51図 10) 寸胴器形の無文土器で、内面に二枚貝条痕が残る。日縁部が厚い

ことから、晩期まで下らないと判断した。

底部 (第51図 11) 浅鉢の底部と思われる。

石錘 (第51図 12) 両端に敲打痕がみられる。

磨石・叩石 (第 51図 13～ 17) 13は両面に擦 り痕・打痕、14は端部に打痕、 15・ 16は表面に

擦 り痕がみられる。16は磨石としては大型で、他器種の可能性もある。17は打痕・擦 り痕は確認

できず、自然礫の可台留隆がある。

打製石斧 (第 52図 1～ 4) 1は 左面に礫面を、 2～ 4は主要剥離面を一面に残す。縁辺には

二次剥離が施され、刃部には使用による磨滅がみられる。
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第 52図  DHE区 出土遺物 (3)

第 14表 DEE区出土土器観察表

0               10 cm
-

→

番 号 番 号
図版

出土地点
器  種 器  形 文  様 調  整 胎  土 備  考

第50図 :W手 13層 口縁内湾。 [字爪形文3列。 内外画ナデ ?
自色砂粒、金雲母含
む。

第50図 2
:WT l北狽J拡 :f

丞3層
浅 鉢 頸胴部屈曲。

直線文間に弧状文、巻貝殻長部刺
突文。

内外面丁寧なミがキ。
白色砂粒、金雲母等微
秒 対 合 す、_

第50図 3

EWT l南 側拡蓄

区西側 3層 (睡

掲色土 )

口縁月B厚。
磨消縄文 RL。 日縁双曲線状の意
匠。屈曲部下に重VA文。日唇に短
沈線文。

外面巻貝条痕 十ナデ

内面ナデ。
微砂粒 (自 色砂粒 ,金

雲母)含む。

第50図 4 曲V牛13層 Poll 口縁やや内湾 ?

棒状の隆帯。隆帯 に沿 つて U字
状に沈線。横走沈線間に縄文 ?

(LR?)。
内面二枚貝条痕。 白色砂粒含む。

第50図 5 44
EIAIT-1(】 ヒ揆」V
張区) 3～ 4層

深鉢 口縁内湾 ?
看円形区画文。紡鍾文 ? 蛇行す
る横方向の短沈線。

外画巻貝条痕または
ガキ。内面巻貝条痕
ナデ。

大粒の砂粒含む。

第50図 Ehr「 14層上面 洞部内湾。 昏消縄文 (RL充填)。 方形区回煮匠?
外面 ミガキ・ ナデ。広
面条痕 +ナ デ。

大粒の砂粒少量含む。

第50図 7
EWT l拡 張区
～4層 上面

勺湾 した月同宮F。

沈線文上下に巻貝殻頂部による束‖
突文。

外面巻貝条痕。内面ミ
ガキ様の巻貝条痕。

第50図 Ell● l Po4 3層 深鉢
ヨ縁やや内湾。波】メ
ヨ縁。日唇平坦面。

沈線文十縄文 (RL)
外面ミガキ。内面丁寧
なナデ。

白色微砂粒含む。

第50図 9
EWT l南 狽1拡 張
区 3層 黒灰色土

ヨ縁内湾。
文
ｎ

縄
貝

(RL)+沈 線 文 (原 体 巻
。縄文施文後に沈繰_

勺外面ナデ。 救砂粒含む。

第50図
EWT l南 側拡張
区 3層

深鉢
ヨ縁やや肥厚。国

巨平坦面。

文
，

で

縄
貝

(RL)後 に沈線 文 (原 体 香 ホ面ミガキ、内面ナデ。 匂色微砂粒多く含む。

第50図 11
EWT l北 側拡張
区 4層

栗鉢 ヨ縁肥厚。 羽状沈線文 (原体二枚貝 ?) 内外面ナデ。 砂粒多 く含む。

霜50図
EWT l(北 狽」″
張区) 3～ 4層

ヨ唇平坦面。
磨消縄文

線。

(RL)。 縄文施文後に沈
外面ナデ。内面ミガキ。 自色砂粒多く含む。

第50図 13
EWT l(南 側拡
張区)4層 日唇平坦画。

磨 消縄文 (RL)。 沈線周辺再 調
整。

内外面ナデ。 大粒の砂粒含む。

第50図 EXIT 1 3～4層 日縁内湾。波状口縁。 縄文 RL施文後に沈線文。 内外面ミガキ . 倣砂粒含む。

第50図 15

“

EWT l南側拡張
区3～4層 上面

完鉢
屈曲口縁。国縁内
傾。

縄文 (無節Lか撚 り戻 し)後に沈線
文 (上 3条 は細 い半裁竹管、下端
は巻貝殻頂部 ?)

内面粗いミガキ+条痕。 白色微砂粒多く含む。 赤色顔料付着。

第50図 EW手 12～3層 浅鉢 口縁内湾。 磨消縄文 (細 沈線 撚 り戻 しL) 内外面 ミガキ。 〕色砂粒含む

第50図 17 削V牛13層 口縁内湾。口唇平
坦面。

電文 (RL)施 文後沈線文 (原体巻貝)。 内外面ナデ。 白色微砂粒含む。 赤色顔料付着。

第50図 44
EWT l中 央～西
側 3層

浅 鉢
口縁屈曲。 日唇平
坦面。

蒼消縄文 (巻 貝疑似縄文)。 無文
詰は縄文磨消か ?

外面ナデ。内面巻貝条
痕+ナ デ。

白色砂粒含む。

第50図 44
EWT l南 側拡張
医西側

浅 鉢 口縁内湾。 審消縄文 (巻貝疑似縄文 ) 内外面ナデ・ ミガキ。 白色砂粒含む。

第 50図 44
EWT l南 側拡張

区西側3層
注 口 ま
たは壼

皮】犬口縁 ? 口縁
〒曲 ^

沈線間に二枚貝刺突。 外面ミガキ。内面ナ売 微砂粒含む。

第 50図 21
EWT l(南 狽1拡
張区) 4層 波状国縁 ?

磨消縄文 (巻 貝疑似縄文)。 上白
に春口殻脚 剣寮フ^

米面ミガキ。内面ミガキ? 白色砂粒含む。
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挿 図 物
具

遺
蒸 図版

注記・

出土地点
器 種 器  形 文  様 調  整 胎  土 備  考

第50図 EWT13層 月同言円長る。
電文 RL施文後に硬直 した波状文
(原体春貝)。

外 面 ミガ キ・ 巻 貝 雰
痕、内面ナデ。

微砂粒含む。

第50図 EvAT 1 3～ 4層 上面 クランク状の意匠。斜格子文。 内外面ミガキ。 金雲母多 く含む。 赤色顔料付着。

第50図
EWT l北 側拡張
区 4層

頸部内面に稜。
上部磨消縄文 (RL)。 縄文施文後
に沈線。下半左は斜格子文。

外面ミガキかナデ。膵
面巻貝条痕+ミ ガキ。

微砂粒・雲母多く含む。

第50図
EWT l(南 狽」材
]長区) 4層 唯

簿
注

た 尤線間に二枚貝束1突文。
外面ミガキ。内面巻F
条痕+ナ デ。

白色砂粒多く含む。

第50図
EWT l(】ヒ狽」材

張区) 3～ 4層
頸部屈曲。

書消縄文 (RL)。 縄文施文後に
環。短沈線 (原体巻貝殻頂部)。

外面ナデ。内面巻貝条
痕+ナ デ。

微砂粒多 く含む。

第50図
EWT l中 央～ E
側 3層

深鉢
口縁 緩 く屈 曲。 口
辰 平 1回 面

沈線 文 下 に縄 文 (RL)。 沈 線 周 芝
面調 整 ^

外面巻貝条痕 +ナデ

内面ナデ。
微砂粒多 く含む。

第50図
EW卜 1西半 南壁

付近 Po24 深鉢 口縁短く外反。 ヨ縁に巻貝疑似縄文。 内外面ナデ 自色砂粒多く含む。

第50図
EWT l中 央～E
側 3層

巻貝疑似縄文。 外面巻員条痕。内面ナデて 大粒の自色砂粒含む。

第50図
EWT l(北 側 I「

張区) 3～ 4層
巻貝疑似縄文。 内外面ナデ。 自色砂粒多 く含む。

第50図 31 :lVT l南 3層
口縁屈 曲。 日唇 平
l日 百昴_

判線文。
内外面 ミガキ。内面粘
土紐接合痕。

微砂粒含む。

第50図
:WT l南側拡張区

(中央～西側)3層
ヨ縁屈曲。 沈線文2条。

外面頸部斜方向の巻貝
条痕。内面ナデ。

白色微砂粒多 く含む。

第50図 :WT13層 深鉢 目曲口縁。 ヨ線文3条 (底面にら肋痕)

外面ナデ、内面巻貝条
痕十ナデ。

大粒の砂粒含むc

第50図
:WT l南側拡張区

(中 央～西側)3層
深鉢 ヨ縁屈曲。 Ⅵ線文2条 (内画未調整 )

ガ癖
キ。

条
ガ韓

。内面ミ
外

キ 自色砂粒含む。

第50図
:WT l南側拡張区
(中 央～西狽‖)3層 深鉢 ヨ縁屈曲。 当線文 ?2条 (内 面スジ)

外面ナデ。内面巻貝条
痕+ナ デ。

白色砂粒多 く含む。

第50図
EWT l中 央～E
側 3層

ヨ縁屈曲・外反。 Щ線文 (内 面再調整 ?) 外面ミガキ。内面ナデ
(一部に巻貝条痕)。

微砂粒含む。

第50図 37 深鉢 ヨ縁屈曲。 J線 (内面再調整 ) 内外面ミガキぅ

第50図 :VV手 1南 3層 ヨ縁屈曲、外反。 凹線文。
内外面ミガキ。凹線文
周囲に巻貝条痕。

大粒の砂粒含む。

第50図 :VV手 1南 3層 ヨ縁屈曲、外反。 凹線文 (内面スジ残る)

内外面 ミガキ。内面粘
+細14合痛 微砂粒含む。

第50図
三l llT-lJヒ狽」拡張
Z3～4層

ヨ縁屈曲。 凹線文 (内面再調整)。
外面ナデ。内面巻貝条
痕十ナデ。

白色砂粒多く含む。

第50図 :lVT 1 3層 ヨ縁屈曲。 凹線文 (内画スジ残る) 外面巻貝条痕。内面ナデ。 微砂粒含む。

第50図 EW子 13層 Po26 深 鉢
ヨ縁屈曲。国唇平

凹線文2条 (内面未調整)
内外面巻貝条痕+ナ
デ。内面条痕顕著。 白色砂粒含む。

第50図
EWT l南 側拡張
区 3層

深 鉢
口稼 層 囲。 頸 EI'例

反。 日唇平 坦 面。

凹緑文 2条 、 1条 は一部 で山形意

匠。直下に扇状の凹点文。
外面 ミガキ。内面巻 _E

条痕十ミガキ。
砂粒含む。

第51図 1 ElyhT l南側 3層 己曲口縁。
波状の凹線文 (凹線内再調整 )

凹線文波頂部上に扇状の押圧文。
外面ミガキ、内面巻貝
条痕+ナデ。

第51図 2 EWT l南側 3層 用部屈曲。 凹線文 (内 面スジ残る)。
外面巻貝条痕十ナデ。
内面ナデ・ミガキ。

自色砂粒含む。 外面スス付着。

第51図 3 EWW子 13層 Po9 伺部屈曲。 屈曲部に凹線2条 (内 面再調整)
外面ミガキ・ナデ。内
面ナデ。

自色砂粒多 く含む。

第51図 EVV卜 13層 Po15 洞部屈曲。 凹線文2条 (内 面再調整)

外面ミガキ。内面ミガ
キ・ナデ。屈曲部内面
1「 巻□峯痛 _

大小の自色砂粒含む。

第51図 5
EWT l北 側拡張
区 3層

,完鉢 口縁屈曲、外反。
凹線文 2条 (凹 線 内再調整 )。 紡
錘状の凹点文。

内外面巻貝条痕十ナデ 白色微砂粒多 く含む。 勾外面黒色物塗布 ?

第51図 6 中央～東側 3～ 4層 I同部屈曲。
断面方形の沈線文。上端に斜行所
線文 ?

内外面ナデ。 白色微砂粒多く含む。

第51図 酬V手 13層 胴部屈曲・稜。 凹線文2条 (内面未調整 )

外面 ミガキ・ ナデ。内
面巻貝条痕 +ミ ガキ・

ナデ。
白色砂粒、金雲母含む。

第51図 8 EW卜 13層 浅 鉢
胴部屈曲。口頸部

外反。

凹 線 又
整 )。

2条 (上 下 端 を 再 評 勺外面ミガキ ?(光沢
あるが内面に筋)

微砂粒多く含む。
同部最 大径 13

第51図 9
EWT l南側拡張
区 3層

深鉢
日縁部と胴部外面

`こ

れをぅ 無文。 内外面ミガキ。
白色微砂粒、金雲母御
砂粒多く含む。

第51図 EW子 1中央 5層 深鉢 寸胴器形。 無文。
外面ナデ、内面二枚貝
条痕 +ナ デ。

大粒の自色砂粒含む。
補修孔 (磨 滅著 し
く焼成前穿孔の司
含レ性もあり)

第51図
EWT l北 側拡張
区 3～4層

底部
(,完鉢?)

上底風の底部。
外面ミガキ、内面ナデ。
内外面丁寧な調整。

微砂粒含む。 底径6 8cm。

第 15表 D tt E区 出土石器観察表

挿図

番号

物
号

違
番 図版 注  記 器  種 石 材 色  調

法 量 (cn)
重量 (g) 特  徴

長 さ 幅 厚 さ

第51図 12 3層 中～下位 改打石錘 河原石 灰色 4 2 40 両端敲打。

第51図 13
:WTl北 側拡張区 3～
I層 上面

口石・磨石 河原石 灰 色 表面中央打痕。表面擦り痕 ?

第51図 14
:WTl北 側拡張区 3～
:層

叩石・磨石 河原石 暗灰色。多子L質 8 7 側面に打痕。

第51図 15
EWT l南側拡張区西狽
3層

甲石・磨石 河原石 灰白色 151 57 表面に擦り痕 (使用痕)

第51図
EW卜 1南狽」拡 E長区西根
3層

昏石 ? 河原石 灰白色 17 117 4/ 両面擦痕明瞭。縦横に薄い亥」線。破断面端部研薦
(完形 ?)_

第51図 1フ :VVT l北 3～4層 蕃石 ? 河原石 淡茶色 ∃然礫の可能性あり。

第52図 1 刊VT l南 側 1～2層 T製石斧 震山岩 C 自色 11 21 刃部に使用痕。磨滅署 しい。

第52図 2
EVVT l北 側拡張区 (中

央～東側)3～4層
打製石斧 安山岩 C 自色 11 61 19 130 刃部磨滅 (使用痕 )

第52図 3 削T引 南側拡張区 3層 打製石斧 玄武岩 ? 曽灰負 i6 司部わずかに磨減 (使用痕 )

第52図 :W手 ]南 lRl拡 張区 3層 打製石斧 安山岩 B やや緑色 17 128
D部わずかに磨 /2_(使用痕 )。 基部側縁欠損再評
堅か ?
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第 5節 追 加 資料・ 出土地 点 不 明資 料 (第 53・ 54図 図版 46・ 47)

挿図作成時に漏れたものと、出土地点が不明な出土遺物をここに掲載する。

第53図 1～ 4・ 6・ 第54図 2・ 3は SRl、 第54図 5。 6は D・ E区、第53図 5・ 第54図 7

は F区から出土した資料である。これらは、各出土地点の項ですでに紹介している。

第53図 7・ 8・ 10・ 第54図 1は、西平式または太郎迫式である。第53図 7の胴部にはπ字状の

対向孤文が描かれている。同図 7・ 101こ はRL縄文が施されるが、第53図 8。 第54図 1は沈線文の

みの施文である。

第53図 9は彦崎K2式 と思われるが、回縁上部が段を設けて内傾するのは一乗寺K式に似てい

る。沈線文間に二枚貝による刺突文列が施されており、これを疑似縄文とみなせば文様的には元住

吉山 I式 と共通している。

第53図 Hは後期無文土器である。波頂部に短沈線状の刻み目文が施されている。

第53図 12は突帯文土器で、突帯上にO字刻み目文が施されている。

第54図 6・ 8は石鏃、同10は剥片で、いずれもサヌカイ ト製である。同H・ 12は打製石斧で、

12の刃部には使用痕と思われる磨滅がみられるが、Hに は磨滅がみられない。13は礫面が残るサ

ヌカイ トの剥片で、端部に使用痕と思われる微細剥離がみられる。

第54図 9は、側縁と下部に 2～ 3条の施溝がみられる石器である。上端は欠損ではなく、この

形で完形と思われる。呪術具としては不整形であるが、砥石など生活用具としては整った形をして

いる。呪術具の未製品の可能性が考えられる。

第 16表 追加資料 日出土地点不明土器観察表

番号 番 号
図版

出土地点
器  種 器  形 文   様 調  整 胎 土 偏   考

第53図 SRl 深鉢
ｍ

突起
。

面
形

外
山

縁

。

日
厚

口縁頸部に磨消縄文 (RL)。 日
縁渦巻き文、羽状文。

外面ナデ、内面ミガキ・

ナ∴
自色微砂粒含む。

第53図 2 SR1 5層 暗灰色土 上部に縄文 (RL)。
外面巻貝条痕+ナ デ七内
面 懸 自峯 痘 砂粒・金雲母多 く含む。

第53図 3 SRl 深鉢
口縁肥厚。 山形

突起。

多条沈線による入り組み文。顕部
に3d状文。頸部下に浮線文。

勺外画ミガキ。 微砂粒、金雲母含む。 外面赤色顔料。

第53図 SRl
口 縁 外 面 幅 広
に 肥 厚 。 山 形
突起。突起部肥
厚。

日縁、日唇磨消縄文 (RL)。 突
起部円形束」突文。頸部垂下帯縄文
(RL)十円形刺突3列 (巻 貝殻頂

部)。

勺外面ナ売 大粒の自色砂粒含む。 頸部スス付着。

第53図 5 F区 管状突起。 腔鰻
磨

＋
、

側辺・ 内側 に
外面ナデ・ ミガキ。 砂粒ほとんど含まない。

第53図 6 SRl 深 鉢

口縁外面幅広に
肥 厚 。 頸 部 外
反、胴部張る。

円形文 に取 り付 く沈線文。縄文

(無節L)。
外面ナデ。内面巻貝条痕
十ナデ。

大小の砂粒含む。_T母含む。

第53図 フ 46 な し
LH稼屈田。Bal封 跡
る。波状日縁。

詈消縄文 (RL)。 波頂部下逆
「ノ」字状文。胴部対向孤文。

外面香貝条痕十ナデ。内
面ミがキ・ナデ。

粒砂微

ｏ

色

む

白
Д
日

金雲母多 く

第53図 な し 浅 鉢 口縁強く内湾。 多重沈線文・楕円形文。
外面ミガキ、内面巻貝条
痕?十 ナデ。

微砂粒 (白 色砂粒・金雲
母)含む。

第53図 な し 浅鉢

洞部屈 曲。波状

ヨ縁。波底部 に
44「 _

尤線十二枚貝束J突文。波頂部、波
巨部下の胴部に半円形浮文 +巻貝
Ы空▼ _

外面ナデ。内面巻貝条痕
十ナデ。

自色微砂粒含む。

第53図 46 な し

波状日縁。頸部屈
曲。胴部張る。日

ヨ縁縄文 (RL)。 胴部磨消縄又
(一部に小さな入り組み文)。 波
目
=町

こコ!突支、内面沈線支.

内外画巻貝条痕+ナ デ。 自色砂粒多 く含む。

第53図 11 46 な し 深鉢
日頸部外反。日縁

肥厚。波状日縁。

皮頂部口唇部に短沈線状の刻み目
(原体巻貝殻頂部 ?)。 外面巻貝条痕。

第53図 ,2 な し 深 鉢 直口器形。
駕帯文。 D字 刻み目 (原体二枚
員?). 内外面ナデ。

粒

・

砂

赤

色
今

自
附

金雲母等微砂

第54図 な し 深鉢 日縁部短く屈曲。 ¶沈線文。
内外面巻貝条痕+丁寧な
ナデ。

自色砂粒含む。 復元口径38 8cn。

第54図 2
層‐

‐ ２

垂下隆帯上端が
突起になる。

垂下隆帯2条 (頂部に小束」突文。

側面沈線 )。 隆帯に横走沈線取 り

付く。隆帯間に円形文。

内画巻員条痕キナデ。外
面ナデ。

第54図 3

5R16層 上画

(上器溜 り)

P o59・

深鉱 鰤。突起。
日
厚

ヨ縁地文縄文 (撚 り戻 しL)。 突
巴部円形文に し字意匠の沈線文。
ヨ唇短沈線文列。

内外面巻貝条痕十ナデ
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第 17表 追加資料 L出土地点不明石器観察表

図
号

挿
番

物
号

遺
番 図版 注  記 器  種 石  材 色 調

法  量  (cm)
重量 (g) 特  徴

長 さ 厚 さ

第54図 SRI Pol17 石鏃 サヌカイト 嗜灰色 一面に大きな剥離面。

第54図 5 EVtr「l Po10 衝鏃 石英 益明 16

第54図 EVWTl Po3 5鏃 英 査明

第54図 フ
F区東西べ,レ ト
Pol14 石 鏃 黒曜石 黒色 両面に礫面残る。

第54図 8 不 明 石 鏃 サヌカイト え色

第54図 9 不 明
呪術具
または砥石

玄武岩 ? 嗜灰色 8
ほぼ完形。側縁に施溝。不整形。精神遺物未製品の可
能性もあ り。

第54図 不 明 剥片 サヌカイト え色 5 一面に礫面 (多孔)

第54図 ,1 不 明 打製石斧
火成岩 ?

(薄い葉理)

火色
(光沢あ り

12 一部礫面か ?使用痕な し。

第54図 12 不明 灯製石斧 安山岩 A? 刃部磨減。基部欠損。

窮54図 不 明 使用痕剥片 サヌカイト 庚～黒灰色 14 端部に刃こばれ様の微細剥離。礫画残る。

第 5章 考 察

第 1節 山崎遺跡における後期初頭から後期前葉の上器様相
―C区出土土器の検討よリー

幡中光輔 (出雲市文化財課)

山崎遺跡C区では、後期前葉から後期中菓頃の石囲炉を持つ竪穴住居跡SXlが検出された。

近年、津和野町大蔭遺跡でも石囲炉を伴 う後期中葉頃の竪穴住居跡が 2棟検出され (宮 田編

2010)、 今回の山崎遺跡での検出遺構は大蔭遺跡の事例 とあわせて山陰地方西部の石囲炉の受容

と展開を知る上で興味深い。

さて、C区では遺構のほかに出土土器からも重要な情報を得ることができる。石囲炉では後期前

葉から後期中葉頃の土器が確認されているが、C区全体を見ると、後期初頭から後期前葉の上器の

出土が目立つ。その中で注目されるのは、複数系統の土器が入 り交 じって存在する点である。その

分布の中心を東部瀬戸内に持ち、山陰地方でも広 く分布する中津式・福田KⅡ 式やそれに後続する

成立期の縁帯文土器、また本州西端部域を中心に出土する屋敷式やこの地域の在地系と思われる成

立期縁帯文土器、そして北部九州で主に展開する小池原上層式も一定量存在するなど、複数系統の

土器型式が確認できる°
。

C区の出土土器には層位的な情報が付与されているほか、 2mメ ッシュのグリッドが調査区内に

設定されており、それに基づいて土器が取 り上げられている。そのため、各出土土器の層位状況と

出土地点が同時に把握でき、型式別にみた場合の情報も整理 しやすい。すなわち、C区での各型式

の出土層位と出土地点の情報を総合的に詳しく検討することで、複数系統が入 り交じった後期初頭

から後期前葉の山崎遺跡の土器様相を紐解く手掛かりを得ることができる。以上の前提をもとに具

体的な検討を進めていくが、ここでは報告書掲載の上器以外の未報告資料も対象にして検討を実施

している。

型式別出土層位 (第55図) 最初にグリッドごとに取 り上げられた土器の型式別出土層位を検

討してみたい。C区では 3層 と4層が主な遺物包含層であるが、出土時の記録を見ると、その他に

も4層下層と3～ 4層の上面付近で比較的まとまって確認されており、この 4つの段階で土器型式

の層位的な出土状況を トレースできる。

まずは、東部瀬戸内・山陰系の後期初頭の中津式・福田KⅡ 式、そして東部瀬戸内系と在地系が

混在する後期前葉の成立期縁帯文の層位状況を確認 してみたい。中津式は大半が 4層下層と4層出

土であり、続 く福田KⅡ 式では 4層下層からの出土は認められず、 3～ 4層上面出土の割合が増カロ

して くる。そして成立期縁帯文の時期になると、その傾向はさらに顕著になり、多くの上器が 3～
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4層上面で出土している。つまり、層ごとに土器型式が明確に分離されている訳ではないが、土器

型式の変遷と各層からの出土量の変化が対応している様子が窺える。

その状況を踏まえて、本州西端部域を中心に分布する屋敷式を見ていきたい。屋敷式について

は、単独の型式として存在せずに各遺跡の中で中津式・福田KⅡ 式や縁帯文土器に伴うことが指摘

されている (中村1999・ 2005)。 しかし、これまで遺跡内では共伴するものの層位的な情報は乏

しく、屋敷式の時期比定に有効な資料状況に恵まれなかった。今回、確実 とは言えないが、第55

図に示された屋敷式を含む当該期の出土層位の傾向から、その時期的な位置づけの有益な情報を得

ることができる。第55図のなかで、屋敷式は 3～ 4層上面からの出土が半数近 くを占め、 3層出

土が 2割程度、 4層出土が 3割程度である。この出土傾向は、 3～ 4層上面出土と4層出土の上器

がそれぞれ半数程度である福田KⅡ 式 と、 3～ 4層上面出土の土器が 7割以上、 4層出上の土器が

1割強である成立期縁帯文との間に位置付けられることとなろう。つまり、これら山崎遺跡C区の

出土層位の状況と、単独で出土 しないという中村氏の指摘を踏まえると、屋敷式は福田KⅡ 式から

成立期縁帯文にかけて共伴する土器型式の可能性を持つと考えることができる。

一方、九州系の後期前葉の小池原上層式は、 3層出土のものが全体の半数近 くに達しており、屋

敷式や成立期縁帯文 と比べて 3～ 4層上面の上器の割合が減少 している。これは、小池原上層式

が土器型式編年のなかで屋敷式や成立期縁帯文土器よりも後の時期に位置付けられることと対応

する。なお、C区以外の出土土器を俯敵すると、この時期以降に九州系の土器群が優勢に/1-っ てお

り、山崎遺跡全体の中で九州系の様相が後期前葉以降に徐々に色濃 くなってい くことが分かる。

型式別出土地点 (第 56～58図) これまで型式別の出土層位に注目して検討を進めてきたが、

その内容を踏まえてグリッドごとの型式別出土地点について見てみたい。中津式はC区の北西部か

ら南東部にかけて出土しており、その中心 となるC6、 D7グリッド付近に特に集中している (第

56図左)。 福田KⅡ 式になると、中津式 と概ね同じ地点から出土 しているものの、C6、 D7グ

リッド付近からの集中した出土状況は見 られなくなる (第 56図右)。 このように東部瀬戸内・山

陰系の後期初頭の中津式から福田KⅡ 式にかけては、土器出土量とその分布域が徐々に縮小 してい

る様子が見て取れる。

次に屋敷式のグリッド別出土地点の様相はどうであろうか。第57図左でその状況を見てみる

と、福田KⅡ 式とある程度類似 した出上分布の広がりを示していることが読み取れ、屋敷式が遺跡

内で福田KⅡ 式と共に存在したことを想起させる。その一方で、土器量が減少 して集中部が見られ

なくなる福田KⅡ 式とは対照的に、屋敷式はD7・ E7グリッド付近を中心として量的にまとまって

いることが分かる。この点を積極的に評価すれば、本州西端部域に展開する屋敷式と東部瀬戸内・

山陰系の福田KⅡ 式とは、遺跡内で共伴 しながらも両者は系統を異にして別々に展開していたと捉

えることができよう。

成立期縁帯文は東部瀬戸内・山陰系の福田KⅡ 式に後続する系統と、この地域の在地系と考えら

れる系統が存在する。その出土地点を第57図右から読み取ると、成立期縁帯文全体 としての分布

の広がりは福田KⅡ 式や屋敷式に類似 しているが、在地系のものはD7・ E7グ リッド付近にまとま

り、屋敷式の集中地点と概ね重なっている。これまで在地系の成立期縁帯文土器は出土例が少なく

実態が不明瞭であつたが、この状況は、在地系の成立期縁帯文が屋敷式と一部で併存していたこと

を予想させると共に、在地系の成立期縁帯文の成立については屋敷式の影響を少なからず考慮する

必要性を物語っているのかもしれない。この点については現段階では判然とせず、今後、福田KⅡ

式・成立期縁帯文との関係性を含めた屋敷式の型式学的検討が鍵を握ってくる。

一方、九州系の小池原下層式においては、他の土器型式と出土地点の状況が異なり、竪穴住居
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SXl内 やその付近のグリッ ドを中心 として出土 している (第 58図 )。 この状況は、小池原上層式

がこれまでの上器型式 とは系譜が異な り、東部瀬戸内・ 山陰系や在地系の成立期縁帯文が展開した

後に新 しく流入 してきたことを示唆 していると思われる。

まとめ と考察 これまでC区グリッ ド取上土器の出土層位 と出土地点の様相を型式別に検討 して

きたが、その内容を整理 しつつ、山崎遺跡の後期初頭から後期前葉における土器様相の展開を考え

てみたい。

出土層位の状況を トレースすると、後期初頭の中津式・福田KⅡ 式、後期前菓の成立期縁帯文や

小池原上層式までの土器型式の変遷 と各層における出土量の変化が対応することを確認でき、それ

に照 らし合わせてみると、本州西端部域を中心に分布する屋敷式は福田KⅡ 式から成立期縁帯文に

併行する可能性を考えることができた。

グリッ ドごとの出土地点では、中津式か ら福田KⅡ 式までの東部瀬戸内・山陰系は概ね同 じ地点

で展開するが徐々に後退 していき、その一方で、屋敷式は福田KⅡ 式 と類似 した分布傾向を示 しつ

つも福田KⅡ 式 とは対照的に、出土土器の集中地点が顕在化する様相を呈するため、両者は共伴 し

ながらも別系統 として存在 したことが強調される。また、屋敷式の出土土器地点は併行する可能性

のある在地系の成立期縁帯文 と類似 してお り、実態が不明瞭な成立期縁帯文 と屋敷式 との関係性に

ついては今後の検討を要することが課題 として浮上 した。小池原上層式に関 しては、出土地点の中

心が他の土器型式 と異なるため、新 しく流入 した別系譜の上器型式であることが印象付けられる。

このようなC区での土器群の在 り方から、山崎遺跡での後期初頭から後期前棄の上器様相について

は、以下のような動態を考えることができる。

複数系統の上器が入 り交 じる状況のなかで、後期初頭では東部瀬戸内・ 山陰系の中津式・福田K

Ⅱ式が優勢であるが、それが本州西端部系の屋敷式 と共存 しながらも次第に後退 し、次に屋敷式 と

在地系の成立期縁帯文が顕在化 して展開して くる。その後には、東部瀬戸内・山陰系や本州西端部

系 と入れ替わるようにして九州系の小池原上層式が流入 して浸透 し、やがて山崎遺跡全体で九州系

の色合いが濃 く/d― ってい くという、後期初頭から後期前棄までのダイナミックな文化的動態が土器

様相から想定できよう。

なお、山陰地方西部では屋敷式や九州系の上器群を有する遺跡が散見されるが、山崎遺跡のC区

の土器様相は、山陰地方西部の屋敷式や九州系土器群の展開を含めた後期初頭から後期前葉の文化

的動態の一端を具体的に示 していると考えられる。

【註】

1)その他、後期初頭から後期前葉の土器型式としては、山陰中央部における福田KⅡ 式併行の五明田式も確認さ

れているが、それほど多くはないため、今回の検討では福田KⅡ 式の中に含めた。また、宿毛式や松ノ木式が

少量ながら確認されるなど、西南四国に特有の系統も認められる。なお、九州系の小池原上層式は、小片にな

ると直前の小池原下層式との判別が困難な場合があるため、検討のなかで小池原上層式とした土器群の中には

小池原下層式も一部で含んでいる可能性がある。
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第 2節 山崎遺 跡 発 掘 の成 果 と意 義

柳浦俊― (島根県立古代出雲歴史博物館)

益田市匹見町では、これまで70箇所を超える縄文時代の遺跡が存在することが知 られている

(幡中2014)。 匹見町は島根県内でも有数の縄文遺跡が密集する地域であるが、これまでは比較

的狭い面積の発掘調査が多かった。今回、発掘調査が河岸段丘のほぼ全域に及んだことにより、当

地の縄文集落の全体像が明らかになったことに最大の意義がある。

ここでは、山崎遺跡の発掘調査で得られた成果 。意義と、今後の展望について述べる。

遺跡の立地・景観 と居住域 山崎遺跡は、匹見川 とその支流の能登川の合流地点に立地してい

る。早期段階では上位河岸段丘に立地 し (A・ B区)、 遺跡は匹見川に面 していたと想像される。

現在の匹見川とA・ B区 との比高から考えると、約7000年の間に匹見川は約 14m低下 したことに

なる。後期初頭から中葉段階では旧能登川 (SRl・ 2)に、後期中葉から後菜段階では匹見川に

面して居住していたと考えられる。後期段階では、大河川とその支流の合流点付近を好んで集落が

設営された可能性が考えられる。

C区では竪穴住居 1や石囲炉 1が検出されており、少なくとも後期中葉には川に面した集落景観

が想定できる。 C区からF区にかけて、後期初頭から後期中葉の土器がまとまっていることから、

この間連続して居住域となっていたと考えられる。

一方、DoE区 で検出された竪穴住居 2は、竪穴住居 1よ りやや新 しい様相がみられるものの、

両者はほとんど時期差がないように思われる。また、包含層出土の土器も両地区ともに後期中葉土

器がまとまって出土 している。竪穴住居 1・ 2が同時併存 していたかどうかはともかく、後期中

菜・石町式 (あ るいは元住吉山 I式)の段階では、 C区・ F区とDoE区 は同時期に 2つの居住域

が存在していた可能性は高い。

DoE区 では、後期後葉の凹線文土器がまとまって出土した。この時期の土器は、 FttS R 2で

もまとまって出土しており、この時期も2か所で居住していた可能性がある。

晩期前半の土器は、皆無に近い。この時期には、山崎遺跡は居住に利用されなかった可能性が高

いと思われる。

晩期後半の突帯文土器は、 F区だけで出土した。これらは SR2埋 没過程で混入したと思われ、

本来は調査区西側に展開していた可能性がある。晩期後半の遺構・包含層は、 SR3に よって流失

した可能性が考えられる。

山崎遺跡では堅穴住居跡を 2棟、石囲炉 2所が検出された。石囲炉の詳細な時期は不明だが、石

囲炉 1は堅穴住居 1に近接していることから、これが住居内に設けられた炉跡とすると、両者は重

複関係にあり、同時併存は考えられない。竪穴住居 1・ 2と 石囲炉 2は位置的にみて同時に存在し

た可能性があるが、竪穴住居 1と 竪穴住居 2は若干時期差がみられることから、山崎遺跡では一時

期に最大 2棟の住居跡で集落が構成された可能性を考えたい。検出できなかった住居跡の存在も想

定されるので、厳密に集落の構成を知ることはできないが、山崎遺跡の集落は中国地方で一般的な

小規模集落だったと考えることができる (柳浦2009)。

石囲炉 山崎遺跡では堅穴住居 1のほか 2か所で石囲炉が検出された。また、堅穴住居 2では土

器埋設炉が検出されたが、これは石囲炉の変容と考えられる。

本稿では堅穴住居 1の年代を後期中葉 。石町式とした。ここからは後期前菜・小池原上層式もま

とまって出土しており、この住居跡が後期前葉に作られた可能性も否定できない。この年代が問題

となるのは、石囲炉の伝播に関してである。石囲炉は東方から伝播 してきたとされ、中期末に鳥
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取県東部・智頭枕田遺跡 (智頭町教委2006)に、後期前葉に島根県東部・林原遺跡 (島根県教委

2007)に達 している。これまでは、津和野町大陰遺跡で石町式の竪穴住居跡で石囲炉が検出され

(津和野町教委2010)、 島根県西端部では導入がやや遅れると考えられていた。 しかし、堅穴住

居 1が後期前葉の時期となると、島根県西端部に石囲炉が伝播した時期は島根県東部と同時期とに

なる。今回の調査で、この地域でも東部瀬戸内地方の型式である津雲 A式 (後期前葉)が存在して

いることが明らかになったが、石囲炉の分布拡大もこれと運動しているのだろうか。あるいは、も

う少し後になるのか。石囲炉は文化伝播のありかたを解明する素材となりうるので、新たな事例に

注目したい。

早期土器 A・ B区では早期・高山寺式がまとまって出土した。若干の黄島式が混じるが、ほぼ

高山寺式のみが出土している。高山寺式のほぼ単純な出土は島根県内では初めてで、ここでは無文

土器が組成 していない。これにより早期の編年が、①無文土器→黄島式→高山寺式、あるいは②無

文土器→無文土器+黄島式→高山寺式、となる可能性が高まった。この状況は周辺地域の状況と同

調 している。

後期土器 中津式から凹線文土器まで、後期全般にわたって各型式が出土している。 とくに、近

畿・東部瀬戸内地方に広 く分布する後期前葉・津雲 A式と、同中葉・元住吉山 I式と同じ系譜の上

器が多数出土したことが注目される。私は以前から「島根県西端部の土器は、一貫 して九州系の型

式」 としてきたが (柳浦2010な ど)、 本遺跡の出土状況からはこれを撤回せざるを得ない。

第 18表で、山崎遺跡各遺構・包含層から出土 した土器を大雑把にカウントした。 これによる

と、九州系の土器型式が当地を席巻するのは、後期中菜・西平式あるいは太郎迫式以後である。津

和野町大陰遺跡 (津和野町教委2010)で石町式が主体 となる住居跡が検出されているので、九州

系の型式が多数を占めるのはもう一型式前の段階かもしれ/d‐ い。

今回の調査で得られた成果の一つとして、東部瀬戸内地方に分布する後期前葉 。津雲 A式類似土

器 (第25図 22な ど)が多数出上 したことである。これまでは、この時期は小池原上層式、鐘崎式

など、九州系の型式が主体を占めると考えていたが、この時期には東方系の型式がかなりの部分を

占めることが判明した。ただし、同一の系譜を引 くとはいえ、東部瀬戸内の津雲 A式、山陰中部の

崎ガ鼻式 とは趣きが違う。山口県を含めた本州西端部域は独自の分布固を形成していた可能性があ

り、この時期に九州 。東部瀬戸内のいずれの影響が強かったのか、見極める必要があろう。

石斧石材 F区では打製石斧、磨製石斧 (打製石命転用を含む)が多数出土した。これらの所属

時期が不明なのは残念だが、注目されるのは器種によって石材が選択されている可含静l■が高いこと

である。中村唯史によると、打製、磨製 とも安山岩が使用されているが、両者の産地は違 う可能性

があるという。本報告では石斧石材について、安山岩A・ 同 B。 同 Cと表記した。磨製石斧は安山

岩 Aが、打製石斧は安山岩 Bが多い。これは中村の鑑定をもとに柳浦が分類・判断した。安山岩A

と同 Cは、肉眼でも大きな違いがあり、同じ岩石でも産出する場所が違う可能性が考えられた。中

村によると、安山岩 Cは津和野町青野山周辺で産出する岩石に似ているという。なお、安山岩 Bは

やや緑色であるが、安山岩 Cに近い。

石器石材は、露頭または河川での採取が想定される。黒曜石やサヌカイ ト以外の石材について

も、産地を究明する必要があろう。

以上、山崎遺跡の発掘成果と今後の展望について述べてきた。残された課題は多いが、本報告が

西 日本の縄文研究に有効な基礎資料となるべ く、活用されることを期待したい。
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第 18表 出土地点別出土点数表

第 6章 まとめ

山崎遺跡の発掘調査では、竪穴住居跡や能登川の旧河道 /1-ど が検出された。これらの時期を以下

にまとめておく。

竪穴住居 1 出土土器は、中津式、小池原上層式、石町式などがある。数的に多いのは小池原上

層式だが、石町式が最も新しく、この住居跡の時期を反映している可台を隆がある。

竪穴住居 2 元住吉山式、石町式など、後期中葉を主体 とする。後期後葉土器がわずかに混 じ

り、竪穴住居 1よ りやや新しい様相がうかがえる。

SRl 福田K2式、津雲 A式併行などを主体として、後期中葉の石町式が少数混 じる。後期初

頭～前葉に形成されたと考えられるが、 C区包含層よりやや新しい様相がみられる。

SR2 中津式、小池原上層式、鐘崎式など、後期初頭から前葉の土器が少数混じるが、主体と

なるのは石町式、西平式、元住吉山 I式、凹線文土器など後期中葉から後葉の土器である。 S R2

は、後期中葉～後葉に形成されたと考えられる。

SR3 遺物がまったく出土しなかったため、時期は不明である。 SRl・ 2や C区・ F区包含

層を削 りこんでいることから、少なくとも縄文時代晩期以降に形成されたものである。

包含層から出土した土器は、各調査区で様相が違う。包含層の時期は、以下のとお りである。

A・ B区包含層 早期押型文がまとまって出土した。黄島式はごくわずかで、高山寺式が主体を

占める。これに続く土器は出土していない。住居跡などは検出されなかったが、高山寺式期の居住

域 と考えられる。

C区包含層 中津式、福田K2式、成立期縁帯文 /h‐ どを主体とし、後期中葉土器がわずかに混 じ

る。 C区包含層は、後期初頭～前葉に堆積 したと考えられる。

F区包含層 小池原上層式、鐘崎式などの後期前葉土器と、元住吉山 I式、西平式などの後期中

時期
区分

型式名

C区 F区 D・ E区 全体

東部
瀬戸内系

東部
瀬戸内系

東部
甑百丙玄

東部
逝百肉系

東部
涌百肉率

| 中津 15 8 2

II 福田K2 ア 24

成立期縁帯文 6 1

津雲 A 1 1

V 夢崎 Kl 6 6

VI 四 元 7 7

彦崎K2
(―乗寺K・ 元住吉山1)

8 , 11 4

凹線文
(元住吉山 2・ 宮滝)

0

期

分

時

区
型式名

C区 F区 D・ E区

全体几 ll糸 '

在地系等
，
等

系

系

州

地

九

在
・
等

系

系

州

地

九

在
九州系・

在地系等
・
等

系

系

州

地

九

在

| 阿 高 1 1

II (宿毛・屋敷) 8 4 12

小池原下層 ? 5

小池原上層 9 4 1 4

V 鐘 崎 5 5 10

Vl 石町 (北久根山 ) 3 16

西平・太郎迫 2 6

IX
凹線文

(三ん田・鳥居原 `御領)

31
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葉土器が主体で、 SRlや SR2な どの下部遺構の時期が反映されていると考えられる。全体 とし

ては、 C区包含層よりやや新 しい様相がうかがえる。 F区からは晩期突帯文土器が出土 している

が、これらは F区西南部で出土しており、 SR2埋 没過程で混じったと思われる。

D・ E区包含層 元住吉山 I式併行と凹線文土器が主体 となる。山崎遺跡では、もっとも新 しい

時期の生活域と考えられる。

以上から、山崎遺跡では早期 。高山寺式期に、上位段丘に当たるA・ B区が居住域として利用さ

れたと思われる。前・中期に中断した後、後期初頭からC区が居住域となった。居住域は C区 。F

区から、後期後葉にはDoE区 に移ったと考えられる。

C区・ F区では、現在の能登川が後期段階では東寄 りに流れていたと考えられる。後期前葉 (S

Rl)か ら中葉 (SR2)に かけて次第に流路を西に変えていった。 SRl・ 2埋没後に再度流路

を変えて (SR3)、 現在に近い流れになったようである。

山崎遺跡では、匹見川 とその支流・能登川の合流地点が、縄文時代の居住域として選地されてい

る。今回の調査では、居住域の変遷と河川の変遷が明らかになり、縄文時代の集落景観を知る上で

重要な知見が得 られた。

なお、本書での縄文土器の記述は、以下の参考文献によった。

【参考文献】

小林達雄編『総覧 縄文土器』2008 アムロプロモーション

千葉 豊編『西日本の縄文土器 後期』2010 真陽社
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自然科学分析

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

本報は、文化財調査コンサルタント株式会社が益田市からの委託を受け、山崎遺跡 (益田市匹見

町)での古植生変遷を明らかにする目的で実施・報告した分析報告書の概報である。山崎遺跡は、

島根県西部の益田市匹見町澄川に位置し、匹見川右岸能登川との合流点付近の斜面に立地する。

分析試料について

分析試料は益田市教育委員会文化財課との協議の上、文化財調査コンサルタント (株)が採取し

た。また、益田市教育委員会文化財課より提供を受けた原図をもとに調査区平面図 (図 1)及び断

面図 (図2)を作成した。調査区平面図 (図 1)中には試料採取地点を示し、各地点断面図 (図2)

中には試料採取位置を丸囲みの試料番号で示した。これらのうち、EWT6で は北面東端で試料を

採取したが、断面図がないことから南壁断面図の同層準に試料採取位置を投影して示した。NS子 1

では、試料血9を深掘 リトレンチの東壁で採取したが、断面図がないことから西壁断面図の同層準

に、試料採取位置を投影して示した。さらに試料h8は トレンチ北部の5層 (P12:第 5図参照)

図 1調査区平面図 (試料採取地点 )
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3-5

3-2

0          1m

図 2試料採取地点断面図 (試料採取位置 )

各層の層相記載は本編及び模式柱状図を参照

上左 :EWT-1地 点 上右 :EWT 3地 点

下左 :EWT-6地 点

下右 :NST-1地 点

下部で採取しているが、図2の断面図の範囲から外れたために、省略した。また、それぞれの地点

の花粉ダイアグラム (図 3～ 10)中 に、模式柱状図及び試料採取層準を示している。

ｍ
■
日
ｌ

0          1m
l      I      I

o          lm
I     I      I

酌 ユ
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分析方法

(1)微化石概査

花粉分析用プレパラー ト、及び花粉分析処理残澄を観察 し、花粉 (胞子)、 植物片、炭片、珪

藻、火山ガラス、植物珪酸体の含有状況を5段階で示す。

修)花粉分析

渡辺 (2010)に 従って、観察用プレパラー トを作成した。花粉化石の観察・同定は、光学顕微

鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍あるいは 1000倍を用いて実施 した。原則的に木本花粉

総数が200粒以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。また

中村 (1974)イこ従ってイネ科花粉を、イネを含む可能性が高い大型のイネ科 (40ミ クロン以上)

と、イネを含む可能性が低い小型のイネ科 (40ミ クロン未満)に細分している。

分析結果

(1)微化石概査

微化石概査結果を表 11こ示す。

NST lでは微化石の含有量が少なく、火山ガラスが多量に含まれていた。その他の地点では、火

山ガラスの含有量が多いが、炭片の含有量も多い。花粉や珪藻の含有量は少なく。プラント・オ

パール (植物珪酸体)の含有量は、これらに比べ多かった。

修)花粉分析

花粉分析結果を図3～ 10の花粉ダイアグラム (百分率)及び花粉ダイアグラム (粒数)に示す。

また、表 21こ全試料のデータ (カ ウント数、計算値)を示した。

花粉ダイアグラム (百分率)では、分類群 ごとの百分率 (百分率の算出に際して、木本花粉総数

を基数にした。)を、木本は黒、草本・藤本は白抜き、胞子は右上がり斜線のスペクトルで表 し

た。分類群ごとのグラフの右側には「針葉樹」、「広葉樹」、「草本・藤本」と「胞子」の割合を

示すグラフを示している。

花粉ダイアグラム (粒数)では、分類群ごとに算出した含有量 (湿潤試料18中 の粒数)を、木

本は黒、草本・藤本は白抜き、胞子は右上が り斜線のスペクトルで表した。分類群ごとのグラフの

右側には「木本」、「草本・藤本」、「胞子」 とこれらの合計 (「花粉 。胞子」)について、含有

量 (湿潤試料 18中 の粒数)の変化を表すグラフを示 している。

以下に、地点ごとの花粉化石群集の特徴を示す。また、花粉化石群集の変遷が分かるように、下

位から上位に向かって記している。

① EWTl地点

花粉・胞子化石の含有量が最高で試料血 1の 3074粒 /g、 最低で試料陥5の 78粒/gと 、通常の堆積

物の 1/10～ 1/1000の 量であった。また、胞子 (化石)の割合が全体の50～ 700/Oと 高 く、草本花

粉は 16～ 360/O、 木本花粉は6～ 230/Oで あった。

試料陥5～3では、木本花粉の検出量が 100粒に満たなかったが、アカガシ亜属が卓越傾向に有

り、スギ属と伴っていた。また、草本花粉ではイネ科 (40ミ クロン未満)が、胞子ではシノブ属

とオシダ科―チャセンシダ科が高率を示していた。

試料陥 2、 1では、木本花粉の検出量が 100粒を越えたことから、ダイアグラムにスペクトルで

示 している。ここではコナラ亜属 とアカガシ亜属が20～ 300/O、 スギ属が 150/O程 度の出現率を示

す。
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表 1微化石概査結果

地点 試料No 花粉 中灰 植物片 珪藻 火山ガラス プラント。オブヽ一ル

EVVT-1

１

２

３

４

５

○

○

△

△

△

△

〇

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

患
×
触
×
×

○

○

◎

◎

◎

○

△

△

△

△

EWT-3

１

２

３

４

○
○
鰈
△

△
○

◎

◎

○

○

△

〇

煤

×

×

×

○

○

◎

◎

○

○

△

△

EIA/T6
１

２

×

×

△

△

○

◎
△
鰈

×

×

◎

◎

△

○

NST-1

１

２

３

４

５

６

７

８

９

△
触
△
△
〇
△
○
△
解

△
△
△
△
△
△
触
○
触

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

∩

△
触
鰈
触
触
触
鰈
○
△

凡例 ◎  :十分な数量が検出できる  ○  :少ないが検出できる △  :非常に少ない

△× :極めてまれに検出できる  × :検出できない

② EWT3地 点

花粉・胞子化石の含有量が最高で試料h2の 1450粒 /8、 最低で試料h3の 121粒/8と 、通常の堆

積物の 1/50～ 1/500の量であった。また、胞子 (化石)の割合が全体の40～ 700/O程度と高 く、革

本花粉は20～ 40%、 木本花粉は6～ 180/Oであった。

試料血 4、 3では、木本花粉の検出量が 100粒に満たなかったが、スギ属、コナラ亜属、アカガ

シ亜属が卓越傾向にあった。また、草本花粉ではイネ科 (40ミ クロン未満)が、胞子ではシノブ

属 とオシダ科―チャセンシダ科が高率を示していた。

試料陥 2、 1で は、木本花粉の検出量が 100粒を越えたことから、ダイアグラムにスペクトルで

示 している。ここではアカガシ亜属が30～ 40%、 コナラ亜属が 10～ 200/。 スギ属、エレ属―ケヤキ

属、ツガ属が10%程度の出現率を示す。

③ EWT6地 点

いずれの試料も、花粉・胞子化石の含有量が100粒 /gよ り少なく、検出量も24、 39粒 と少量で

あった。このような中で、両試料ともにスギ属花粉が数粒検出されていた。

④ NS子 1地点

花粉・胞子化石の含有量の最高が試料h7の 394粒/gで、数粒/8の試料もあった。試料血 5、 7で

は木本花粉で100粒以上の検出量があり、試料陥7ではアカガシ亜属が180粒、試料m5で はスギ属

が 131粒 と突出した検出量を示 した。
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ÁA
手 カ

年 々

200

″
′   砂質

2000  3000(粒 数/g)

-100米

立/g

■■ 木本 (針葉樹)・ 木本 (広葉樹)

に二ここJ シルト  l    l 細粒砂

匠コ 草本・藤本 ヽ� 胞子

l   l  砂    多   シル ト質

片
　

下

‐一
‐

一

一
γ
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一

ン

ー

■

■

司
／
∠
　
　
一　
　
一

オ
‐／″
‐
Ｔ
ｉ

一
巧

／ｒ

一　

　

　

一

-97・ 98-



山
崎
瑚

→

ず
．々 ず £ヾ

く歳 麟

艶 華
韻 即 縛

幾 螺 鋲ぶ 鞣 枠
群

ぶ 沖
姶

Ｉ Φ Φ Ｉ

櫛
A霞

え
斑

*難

L」
19
4 

■
(|
・

/D

‐
木
本

ke
l鋤

朔
曇

は
鋤

E」
募

・
感

К
藤
予

H・
li
碧

麟
呻

ケ
ケ
チ

監
=」

瀧
 「

―
―
Hカ

ト 
ー 韓

盛
 1
//
/ 

難
露
 

〃
 

沙
強

[豆
勾
1藤

 
―

触
,ど

亜
呵

線
入
 E
正

コ
編

艤
入

羽
観

図
5 
EW
T-
3の

1花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

(百
分
率

)



山
崎
遺
跡
EW
T-
3

― ド ｏ ｏ ｌ

-1
。

(瀧
/8

日
日

本
赤

(針
葉
掛
) 

木
本

(▲
葉
料
)E
コ

革
米
・

藤
本

慰
雨

胞
子

―
  

粘
上
  

に
二
EE
」

 
シ
″

卜
  
P
●

●
●
●
4 

砂
療
  
  
//
/ 
 4
■

質
  
I 

ッ″
イ
 |
 
シ
″

卜
質
  
 .
セ

ア
  
 

砂
質
  

―
 
族
撮

じ
り  
 E
tt
Ξ

≡
コ
 

礫
蝙
ム

30
00
(粒

4/
g〕

γ
 

γ
鵬

懇

図
6 
EW
T-
3の

花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

(含
有
量

)



山
崎

遺
跡

EW
T-
6

― ド ｏ μ ｌ

GL
―
m

-0 -0
.5

柱
状

図
凡

例

学
 

粘
土
  
l 
  
 l

10
0%

L」
10
%

■
■

木
本

(針
葉
樹

)・
木
本

(広
葉
樹

)

匠
コ

草
本
・
藤
本

厖
吻

胞
子

*1
:基

数
が

10
0粒

未
満

の
タ
ク
サ

.

細
粒
砂
  
/多

/ 
シ
ル

ト
質
  

ゴ
 
 

腐
植
質

剤

O 
O 
 

礫
混

入

＊ 　 　 　 　 　 ＊

*1

図
7 
EW
T-
6の

花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

(百
分
率

)



― い ｏ Ｎ Ｉ

山
崎

遺
跡

EW
T-
6

GL
―
m

-0 -0
.5

柱
状

図
凡

例

学
 

粘
土
  
l 
  
 l

～

/

‖

●
ゃ
む
湖

・

|

0 
 1
00
0 
 2
00
0 
 3
00
0(
粒

数
/g
)

| 
 1
  
10
0粒

/g

■
■

木
本

(針
葉
樹

)。
木
本

(広
葉
樹

)

匠
コ

草
本

・
藤
本

厖
吻

胞
子

細
粒
砂
  
 

形
/ 

シ
ル

ト
質
 

呻
腐
植

質
 

匠
三
茎
≡
コ

礫
混
入

図
8 
EW
T-
6の

花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

(含
有
量

)



山
崎
遺

跡
NS
卜

1

GL
―
m

― 中 Ｏ ω ｌ

0

柱
状
図
凡
例

―

ン
ル

ト
 l
  
 l

騨
皓
e補

■
辞
む
ネ
こや

ぐ
GO
む

乎

口
10
% 
 
十
:<
1%

■
■

木
本

(針
葉
樹
) 

木
本

(広
葉
樹
)匠

コ
草
本
 
藤
本

医
趨

胞
子

*1
:基

数
が

10
0粒

未
満

の
タ
ク
サ

細
粒
砂
 

言
,黛

黛
肇

 ゝ
砂

礫
  
 

形
π
  

粘
土
質
  
 

ル
/ 
 

シ
ル

ト
質
 

匠
二
夏
三
コ
 

砂
質
  

―
 

腐
植
質

図
9 
NS
T-
1の

花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

(百
分
率

)



山
崎
遺

跡
鴎

卜
と

Cと
‐
■ 0

― い ｏ ト ー

潔

漆
談
覆

!
爛

'

飴

―

″ ヽ 占

90
 y
O鱒

― a
′
00
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
0 
  
10
∞

  
20
00

-X
9C
t/
。

■
■

i木
本

(針
期

 ,
木

本
麟

樹
)匡

コ
車
本
・
藤
本

穏
雨

聘
手

紳
粒
砂
 

郎
4室

割
 
妙
擁
| 

―
l粘

土
質
 

―
lシ

ル
ト
質
 |
 
′
T 
I 

砂
質
  
 v
T 
 

腐
植
質

図
10
 N
ST
-1
の

花
紛
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
.(
含

有
量

)



花粉化石群集解析の有効性について

一般に明確な古土壌堆積物 (い わゆる暗色帯、土壌学的なA層 )が認められた場合、花粉化石

の含有量は下位 (土壌学的なB層、C層)に 向かって対数的に減少することが知られている。これ

は、下位ほど堆積後の化学変化が進み、花粉化石が劣化・消滅、あるいは判定不育ヒになる個体が多

いことに由来する。また、本来花粉化石が含まれていない層準に、上位からの根等による擾乱作用

によって付加された場合にも、同様の減少傾向が認められる。数枚のA層 (別の古土壌堆積物)が

認められると、本来ここ (別の古土壌堆積物)に存在 した花粉化石に、擾乱によって上位の古土壌

から新たな花粉化石が付加され、対数的な減少過程が乱れることになる。

今回の分析では、EWT lで後者の現象が顕著に認められる。試料No lと 2の間で草本花粉が急激

に減少するのに対し、木本花粉や胞子は増加する。このことは、試料2の草本花粉の多くが上位か

らの混入であるのに対 し、木本花粉、胞子は試料2の堆積時の植生を示 していると考えられる。同

様の視点から花粉ダイアグラムによる植生解析を行うことによって、擾乱による混入花粉 (胞子)

化石と本質的な花粉 (胞子)化石を区別することができる。

古植生復元

地点ごとに層序 (層名)に基づき、古植生を推定する。植生の変化を明確にするために、下位か

ら上位に向かって (時代を遡って)記す。

(1)EWT-1地 点

① 4層堆積時期 (縄文時代後期初頭から後葉)

試料 5、 4、 3を 4層から採取 している。木本花粉の検出量が少 /d― かったものの、アカガシ亜属が

上位の試料2(2層)と 同程度の含有量を示す。このことから、上位から花粉粒が混入した可能性

が低 く、アカガシ亜属花粉化石の多くは、本来この層に含まれていたと考えられる。現在の調査地

点の標高はTP+160m前後で、暖温帯の気候帯に含まれている。一方周囲の山地はTP+450～ 600m

あるいはこれより高 く、冷温帯の気候帯に入る可能性がある。

例在の調査地点の標高や周辺の山地の標高を考慮すると、周辺の山地低所にはカシ林 (照葉樹

林)が分布していたと考えられる。また、僅かに検出されるアカマツ、スギ、ヒノキ /8‐ どの針葉樹

が、カシ林に混滑した可能性がある。また、山地高所に温帯針葉樹林やミズナラ林が分布した可能

性もある。一方、コナラ亜属や針葉樹の含有量、出現率が、上部、更に上位の2層 に向かい増加す

る。4層では、これらの増加がそれほど顕著ではないが、周辺の二次林化、あるいは冷涼化に伴う

温帯針葉樹林やミズナラ林の拡大が進行していたことが示唆される。

② 2層堆積時期 (縄文時代後期初頭から後葉)

試料陥 2、 1を 2層から採取 している。4層上部から認められるように、コナラ亜属、クマシデ属

―アサダ属の含有量、出現率が高くなり、アカガシ亜属をしのぐようになる。また、モミ属、ツガ

属、コウヤマキ属などの針葉樹の含有量、出現率も高くなる。現在の調査地点の標高や周辺の山地

の標高を考慮すると、周辺の山地低所にはカシ林 (照葉樹林)が分布 し、モミ、ツガ、アカマツ、

コウヤマキ、スギ、ヒノキなどの針葉樹はカシ林に混治していたものと考えられる。コナラ類やク

マシデ類は自然植生下において、いわゆる「二次林」の要素である。照菜樹林が森林火災などに起

因して広範囲に消滅し、照葉樹林の跡地に「二次林」であるコナラ林が広がったと考えられる。既

に人間活動が認められることを考慮すると、人間の管理下で「薪炭林 (いわゆる里山)」 として、

あるいは「焼き畑」跡地の「二次林」として分布が拡大した可台PLも指摘できる。さらに、調査地

近辺の照葉樹林が縮小 したことによって、山地高所に分布した温帯針葉樹林や冷温帯林 (ミ ズナラ
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表 2花粉化
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31l Gram neae(<40)         イネ科 (40ミ クロン未満 )

312 Gramheae(>40)        イネ科 (40ミ クロン以上 )
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林)の要素が相対的に増えることも、忘れてはならない。一方で縄文時代後期は、「弥生小海退

期」に向かう気温の低下期でもある。温暖な縄文海進期から一転した気温の低下によって、植生帯

の垂直分布が低下し、それまで山地高所に分布していた温帯針葉樹林やミズナラ林が分布を拡大し

た可能性も指摘できる。また、これらの事柄が単独で起きた可能性もあるが、恐らく幾つかの事柄

が複合した結果と考えられる。

草本花粉ではイネ科 (40ミ クロン以上)花粉が上部の試料陥 1で多量に検出されるほか、両試料

ともソバ属花粉が検出される。2層上部の堆積時には、調査地あるいは近辺で稲作が行われていた

ほか、ソバが裏作、あるいは畑作や畦などを利用して栽培されていたと考えられる。ただし、本層

は縄文時代後期に堆積 したもので、「稲作」の開始時期が他地域に比べ早いことになる。試料 1で

は花粉化石の含有量が少ないことから、分析を行ってい/3-い上位の21層や 1層から、イネ科 (40ミ

クロン以上)花粉を含めた多くの草本花粉が混入 した可能性が指摘できる。 このことを踏まえる

と、今後の追従が必要不可欠である。

一方2層下部 (試料2)で は、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉が対数的に減少するのに対し、ソ

バ属は増加する。このことから2層下部堆積時には、調査地あるいは近辺でソバ栽培が行われてい

たものと考えられる。「縄文時代後期」に日本列島内でソバ栽培が行われていたことは、既に知ら

れているが、今後、追従の必要があろう。

(2) EWT-3地点

-106-



郭
飩
　
Ы
　
　
削
　
　
　
　
　
酌
廟
　
　
醐
　
税
　
　
　
勇

朝
　
邪
珈
郭

あ

　

　

軸

鵬

湧

　

　

　

跡

　

跡

　

獅

勁

　

邪

　

勘

枷
　
　
勁
Ⅵ
　
　
　
　
出
　
　
協
出
　
　
　
Ｍ

，

３

　

３７

０

　

３

，

　

３

　

　

４

迎

　

　

　

―

碗

出

　

醐

朗

　

椰

蜘

　

税

　

　

秘

冽

　

　

　

碗

，

２

　

”

０

　

２

１

　

ク

　

　

ａ

脚

　

　

　

―

珈
　
　
靭
邪
　
伽
　
　
跡
珈
　
　
肌

跡

軸

勤

冽
鶉
靭

靭
射
湧
　
　
　
　
　
　
　
　
湧
　
　
　
羽

珈
邪
　
　
　
　
嚇
　
　
　
婉
　
　
　
靭
醐

酎
郭
湧

瑯
郭
朗
　
馴
中

飩　　帥
拉

Ш
　
　
聯
Ｑ

削
　
邪
射
　
　
珈
羽
朗
　
醐

コ
朝
租

コ
跡
朝

翔
跡
税

″
鉛
４

“
馴
枷

和
る

３

獅

明

朝

① 32層堆積時期 (縄文時代後期初頭から中葉)

試料配4を、3-2層 から採取 している。上位の3-5層 に比べ花粉化石含有量が増加 し、検出さ

れた花粉粒の多くが本来3-2層に含まれていたものと考えられる。検出された木本花粉の種類は

EWT-1地点の4層 に類似する。また、針葉樹種やコナラ亜属の割合がやや高いが、2層ほど高率に

は/d‐ らない。

本層から上位の31層が縄文時代後期初頭から中葉、前述EWT l地点の4層から2層が縄文時代

後期初頭から後葉と、出土遺物から推定される堆積時期に重なりがあるものの、一致していない。

EWT-1地点での花粉化石群集の変化を有為なものと考えると、縄文時代後期初頭から後葉にかけ

ての植生の変化を示していると考えられる。このことは、EWT-3地点でも同じである。また、両

地点での推定時期の時間的/h―広がりから、EWT-3地点の花粉化石群集は、EWT l地点の一部に重

なるものと考えられる。これらのことから、32層の堆積時期は、EWT-1地点の4層が堆積 した時

期に重 /d‐ ると考えられる。

上記のように、本層の堆積時期はEWT l地点の4層の堆積時期と重なり、同様の植生が復元でき

る。したがって、周辺の山地低所にはカシ林 (照菓樹林)が分布していたと考えられる。また、僅

かに検出されるツガ、アカマツ、スギなどの針菓樹が、カシ林に混治した可能性がある。また、山

地高所に温帯針葉樹林やミズナラ林が分布した可能性もある。更にEWT l地点の植生変遷を踏ま

えると、周辺の二次林化、あるいは冷涼化に伴う温帯針葉樹林やミズナラ林の拡大が進行していた
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ことが示唆される。

② 3-1層堆積時期 (縄文時代後期初頭から中葉)

試料陥2を 3-1層から採取している。木本花粉化石群集は下位の32層 (試料h4)やEWT-1地

点の4層、2層に類似する。ただし、コナラ亜属の含有量、出現率は2層ほどは高くならない。これ

らのことから、31層の堆積時期が、EWT l地点の4層上部と重なる、あるいは4層 と2層の堆積し

た時期の間に位置すると考えられる。

上記のように、本層の堆積時期はEWT l地点の4層上部の堆積時期、あるいは4層 と2層の堆積

時期の間に重なる。また、植生の変化は32層及びEWT-1地点の4層から続くことから、周辺の山

地低所には引き続きカシ林 (照菜樹林)が分布していたと考えられる。また、モミ、ツガ、アカマ

ツ、スギなどの針葉樹が、カシ林に混治したと考えられる。更に山地高所には温帯針葉樹林やミズ

ナラ林が分布した。EWT l地点の植生変遷を踏まえると、周辺の二次林化、あるいは冷涼化に伴

う温帯針葉樹林やミズナラ林の拡大が進行していたことが示唆される。

一方草本花粉化石ではイネ科 (40ミ クロン未満)花粉の含有量が高い。僅かにカヤツリグサ科

やセリ科が検出されることから、やや湿った環境下で堆積し、ヨシ類 (イネ科)やホタルイ類 (カ

ヤツリグサ科)、 セリ類などが近辺に生育していた可能性がある。また、ソバ属もごく僅かである

が検出されており、EWTl地点2層に先立つ可育静性があるこの時期に、ソバが栽培されていた可能

性が示唆される。

③ ll加層堆積時期 (時期未定)

試料血 1を 11""層 から採取している。本層からは遺物が検出されず、堆積時期が不明である。

木本花粉化石群集は下位の31層 (試料陥2)やEWT l地点の4層上部、2層 に類似する。コナラ

亜属の含有量、出現率は31層や (試料h2)やEWT l地点の4層上部 (試料h3)|こ比べ高いが、

EWT l地点の2層 に比べ低い。EWT-1地点の2層では下位の試料陥2を ピークとして試料血 1では

コナラ亜属の含有量、出現率が低下することから、EWT-1地点の2層 (縄文時代後期初頭から中

葉)に先立つ時期、あるいはEWT l地点の2層堆積後、間もなく堆積した可能性が示唆される。一

方卜 1""層 は水田床土とされ、現在に近い時期に堆積したことが示唆されており、一見矛盾が生じ

る。床上の形成には、水田を造成するために耕作上の底に粘土を貼り付け、不透水層を造った場合

と、自然堆積物が踏み固められて、自然に形成された場合がある。床土が貼られたものとすると、

床土の母材が、別の場所からもたらされ古い時期の堆積物であると考えられる。また、自然に形成

されたとしても、床上の母材が堆積してから水田耕作が行われる間に、何らかの原因で時期差が存

在した可能性も指摘できる。

11""層 が試料採取地点で自然に堆積 したものとすると、31層、あるいはEWT l地点2層 に続

き、周辺の山地低所にはカシ林 (照葉樹林)が分布していたと考えられる。また、僅かに検出され

るモミ、ツガ、アカマツ、コウヤマキ、スギ、ヒノキなどの針葉樹が、カシ林に混治したと考えら

れる。更に山地高所には温帯針葉樹林やミズナラ林が分布した。本層の堆積時期が31層 に続く時

期と仮定すると、周辺の二次林化、あるいは冷涼化に伴う温帯針葉樹林やミズナラ林の拡大が進行

していたことが示唆される。一方EWT l地点2層に続く時期と仮定すると、コナラ林 (二次林)の

遷移が進み、極相林である照葉樹林が回復したものと考えられる。

一方草本花粉化石ではイネ科 (40ミ クロン未満)花粉の含有量が高い。僅かにカヤツリグサ科

やセリ科が検出されることから、やや湿った環境下で堆積し、ヨシ類 (イネ科)やホタルイ類 (カ

ヤツリグサ科)、 セリ類などが近辺に生育していた可能性がある。また、ソバ属もごく僅かである

が検出されており、EWT-1地点2層に先立つ可能性のあるこの時期にソバが栽培されていた可育を陛
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が指摘できる。

(3) EWT-6地点

(  遺物が検出されなかったことから堆積時期が不明で、花粉化石もほとんど検出できなかった。こ

のため、詳細を明らかにすることが、できなかった。

14)NST l地点

出土遺物から5層 (試料8)が縄文時代後期以前、9層 (試料9)が縄文時代早期に堆積 したとさ

れている。また、遺物が検出されていないものの、9層の下位に当たることからH～ 14層 は縄文

時代早期以前に堆積したと考えられる。

試料5(13層上部)、 7(14層 )、 8(5層)では、その外の層準に比べ花粉 (胞子)化石の含有

量が多かった。

試料8は、礫層である5層下底の暗色部から採取した。概査結果では、5層からは外の試料に比べ

炭片やプラント・オパールが多く検出され、古土壌であったものと考えられる。ここではスギ属、

アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ属が 10粒を越える検出量を示し、調査地周辺にこれらを要素とする

林分が分布していたと考えられる。

試料7では、アカガシ亜属、スギ属の外、多くの種類が含有量のピークを成す。アカガシ亜属の

卓越は、現代と同程度の気温を示唆する。縄文時代早期以前という堆積時期を考えると、最終間氷

期 (7～ 12万年ほど前)の植生を示す可能性もある。

H層から下位 (特に 14層 :試料配7)に ついては、今後年代測定も含めて,追従の必要があ

る。

まとめ

平成22年度山崎遺跡発掘調査において花粉分析を行い、以下の事柄を推定した。

(1)花粉化石の含有量が、通常の堆積物の1/10～ 1/10,000と 少なかった。このことは、堆積時の

土壌化作用と堆積後の化学変化に起因すると考えられる。

似)各地点の花粉分析結果を基に古植生を以下のように推定した。当該地域で初めて花粉分析を

行ったことから、今後の追従が必要である。

・周辺の山地低所にはカシ林 (照葉樹林)が分布していたと考えられる

。モミ、ツガ、アカマツ、コウヤマキ、スギ、ヒノキ/d― どの針棄樹は山地高所に温帯針葉樹林を

成したり、カシ林に混治したりしていたものと考えられる。

・山頂部にはミズナラ林が分布した可能性がある。

・縄文時代後期にソバが栽培されていたと考えられるほか、人間による森林の開発 (薪炭林化や

焼き畑)の可能性が指摘できる。

【引用文献】

中村 純 (1974)イ ネ科花粉について.特にイネを中心として。第四紀研究,13,187197.

渡辺正巳 (2010)花粉分析法.丞携考古資料の自然科学調査法,174177,ニ ュー・サイエンス社.

-109-



0

■    BI

｀

紗  す 密

ビ`γ
/▼

ふュ
ー
讐“

・・Ⅲ-  1‐

／
ｏ

Ⅲ

●   H

_   。  ゝ                lr

14)  .|`― li
NST-1試料No,7(花 粉化石含有状況 )

≧r,こ皆島静ガ:1熟宮

懸れ島下てず
ドゝ
r4‐′

EWT l試 料 No l(花 粉化石含 有状況 )

▼

―     争 ・

0 1 P    ・

「  '‐犠.1

ぉ_    ,4ェ も .
EWT-6試 料No.2(花 粉化石含有状況)

)ヽ  Ct   '

EWT l試 料No.3(花 粉化石含有状況 )

ツガ属

アカガシ亜属

鯵
アカザ科一  アブラナ科

ヒユ科

ヨモギ属 シノブ属

スケールはすべて0 01mm

スギ属

ソバ属

イネ科 (40ミ クロン以下) イノモトソウ科

-110-



図版 1
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山崎遺跡全景 (発掘調査後 】ヒ東から)



図版 2
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発掘調査後の全景 (南から)

発掘調査前の状況 (Att B区およびCHF区 )



図版 3

C区 口F区発掘調査前の状況
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D・ E区およびABB区発掘調査前の状況



図版 4

DEE区発掘調査前の状況

Att B区発掘調査後の状況 (東から)



図版 5

B区発掘調査後の状況 (東から)

A tt B区 土層堆積状況 (NSTl北 端 )



図版 6

A区土層堆積状況

A区遺物出土状況



図版 7

CaF区発掘調査後全景 (南から)



図版 8

C区発掘調査後の状況
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SRlとSR3土 層切り合い状況 (EWT-3)
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図版 9
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堅穴住居 1検出状況 (北から)
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堅穴住居 1土層堆積状況

(¬ .南北ベルト北半 2.同南半 3.東西ベルト東半 4.同西半 )



図版 11

SK01(1口 2)堅穴住居 1石囲炉 (3～ 5)石囲炉1(6)



図版 12
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1.SRl土層 (東西ベルト 南から)

図版 13
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2,SRl土層 (南壁 】ヒから)

3.SR2土層 (南壁 】ヒから)

4.SRl遺物出土状況 (CttSR3との切り合い部分 )



図版 14

SRl遺物出土状況

SRl遺物出土状況



図版 15

2.SRl 言式栃弾丸¬

3.SRl 言式栃卍丸2

1.EIA/T-4

4.SRl 言式栴誡丸3

5.SRl・ 2FFR 言式栃:1丸4 6.SR2 言式輌卍丸5

EWT-4・ SRl日 SR2河床部下層の状況



図版 16

DBE区発掘調査後の状況

D区発掘調査後の状況



図版 17
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堅穴住居2検 出当初の状況



図版 18

堅穴住居2完掘状況
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堅穴住居 2
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図版 19

堅穴住居2土器埋設炉

E区 石囲炉2



図版 20

Att B区出土土器 (1)

Att B区出土土器 (2)



図版 21

A口 B区出土土器 (3)

Att B区出上土器 (4)



図版 22

Att B区出土土器 (5)

A tt B区 出土土器 (6)



図版 23

8-2(表 )

8-2(裏 )

ABB区出土遺物



図版 24

竪穴住居 1出土土器
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堅穴住居 1出土石器



図版 25

C区出土土器 (1)

16-19

C区出土土器 (2)



図版 26
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17-14

17二 12 17-13

C区出土土器 (3)

17-20

C区出土土器 (4)



18-9

18-15

18-17(裏 )

18-18(裏 )

C区出土土器 (5)

19-6

C区出土土器 (6)



図版 28
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C区出土土器 (7)

19-10

19-12

19-18

C区出土上器 (8)



図版 29
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C区出土土器 (9)
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C区 出土石器 (1)



図版 30
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C区出土石器 (2)

SRl出 土土器 (1)



図版 31

25-4       25-5

SRl出土土器 (2)

25-16 25-19

SRl出土土器 (3)
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SR¬ 出土土器 (4)

27-14

SRl出土土器 (5)



図版 33
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SRl出土土器 (6)

27-18

27-24

27-28

SR¬ 出土土器 (7)



図版 34

29-11

SRl出土土器 (8)

SRl出土土器 (9)



SRl出土土器 (10)

SRl出土土器 (11)



図版 36

33-9(裏 )

SRl出土土器 (12)

33-10(裏 )

SRl出土土器 (13)



SRl出土土器 (14)
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SRl出土石器



図版 38

SR2出土土器 (1)
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SR2出土土器 (2)

38-18



SR2出土土器 (3)

39-13 39-15

SR2出土土器 (4)



SR2出 土土器 (5)
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SR2出土石器



図版 41
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F区出土土器 (1)
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図版 42

F区出土土器 (3)
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F区出土石器 (1)



図版 43
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F区出土石器 (2)

堅穴住居2出土土器



図版 44

49-9

竪穴住居2土 器埋設炉の上器

DEE区出土土器 (1)



D・ E区 出土土器 (2)

DEE区出上土器 (3)



図版 46

DEE区出土石器

追加資料 B出 土地点不明土器 (1)



図版 47

追加資料・出土地点不明土器 (2)
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追加資料日出土地点不明石器
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図版 48 土器施文 日圧痕
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1巻貝殻頂部刺突・イ貝1面押圧 2二枚貝腹縁刺突 3巻貝条痕 4二枚貝条痕

韓 iド・■ヽ

ⅢⅢ :、

28図 18裏

1第 27図 18

t

〕

ｉ一舛一４・蕪

一/
譲

蔀

第34図 15

り戻し縄文

6巻貝疑似縄文 7底部圧痕 (種子か)8底 部巻貝圧痕
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